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第一章	突然のルームシェア









　時刻は十九時過ぎ——久しぶりに残業もなく、スムーズに家に帰ってくることができた。

　地下鉄の駅を降りてから徒歩五分ほど、住宅街の中にある年季の入った二階建てアパートの一室が、榛はし原はら紗さ江えが大学新卒から三年間暮らしている我が家だった。

　紗江の部屋は、外階段を上がった二階の最奥、二〇七号室だ。部屋番号と同じ番号が振られた郵便ポストを開けて、中に入っている郵便物を取り出す。中には近くにできたマッサージ店のチラシと、アパートの管理会社からの書類が入っていた。

「あれ？　なんだこれ……」

　こんな時期に管理会社から連絡が来るのは珍しい。

　アパートの契約更新は昨年したはずだけれど、まさか今になって不備があったということもないだろう。古い建物なので、どこか修繕作業をおこなうのかもしれない。

　ともあれ、郵便物を確認し終えた紗江は外階段を上り、自室の前で立ち止まった。

「ただいまぁ……」

　防犯的な観点から見ると少し心もとないサムターン錠を回して、部屋の鍵を開ける。スマートフォンの灯りを頼りにしながら、リビングでようやく電気をつけた。

「ふぅ……今日も一日、お疲れさまでした。残業にならなくてよかったぁ……」

　独り言が多いのは、子どもの頃からの癖のようなものだ。

　元々一人っ子だったことや、早くに両親を亡くしていることもあって、一人になるとつい考えていることが口をついて出てしまう。

　独居者用の１Ｋの部屋に、荷物はそれほど置いていない。コンパクトなテーブルの上に荷物を置いてテレビをつけると、賑やかなバラエティ番組が部屋の中に笑いと彩りを与えてくれる。

　メイクを落として部屋着に着替えた紗江は、テレビを見ながらぐっと背伸びをした。

「今日はちょっとお仕事頑張ったし、ビール飲んでもいいよね……」

　自分に許可を取りながら、ひとまず冷蔵庫のドアを開ける。休みの日に作り置きしておいた常備菜をいくつか皿の上に盛り付けて、景気よく缶の蓋を開ける。普段はビールを飲むこともないが、今日は大きめの案件をチームで片付けてきたばかりだ。

　紗江が勤めているのは、企業の商品開発を行う部署だ。最近は後輩に仕事を教える回数も増えてきて、仕事にもどんどん張り合いが出てきている。

「んー！　案件もうまくまとまったし、課長からもＧＯサイン出たし、最高……」

　今日は金曜日、しかも長く担当してきた仕事が無事に完了したこともあって、解放感はひとしおだった。

　梅しそ風味のきんぴらごぼうや、安売りしていた小松菜を胡麻やツナと一緒に混ぜた簡単胡麻和えを、ビールと一緒に堪能する。

「幸せ……こんなに幸せだなんて、バチが当たらないかなぁ……」

　表情をほころばせながら料理に舌鼓を打つ紗江は、バラエティ番組を流し見しながらしばらくぼんやりと時間を過ごしていた。

　最近は家に帰ってきても資料の作成をしたり、翌日の打ち合わせの準備をしたりしていたため、こうしてゆっくりした時間を過ごすこともひどく贅沢なことのように思える。

「あ、そういえば……なんか手紙が来てたんだっけ」

　お腹の中も満たされて、良い具合にアルコールが回ってきた頃、紗江はテーブルの上に置いておいた数枚の郵便物に視線を向けた。

　マッサージ店のチラシはどうでもいいとして、中身の確認が必要なのは管理会社からの手紙だ。

「工事のお知らせかなぁ。水道管の補修工事……とか？」

　築四十年を超えた建物はあちこち劣化していて、この前も一階の部屋で水漏れが発生したと騒ぎになっていた。

（昼間の工事だったら、家にいないから大丈夫なんだけど……）

　水道管の大規模な工事だと、もしかすると生活にも支障が出るかもしれない。そう思いながら、紗江は手紙の封を切った。

「……ん？」

　すると、そこには衝撃的な内容が記されていた。

「取り壊しの、お知らせ……？」

　タイトルだけでも驚いたが、まずは中身を読み進めたい。嫌な予感に心臓が強く脈打つのを感じながら、紗江は手紙の続きを読み始めた。

「建物の老朽化と、オーナー様のご意向により……解体工事を行うことに——って、えぇっ!?」

　そこに書かれていたのは、大家の意向によりアパートの解体工事が決まったということだった。さらに、それに際して住民は一か月以内にここを立ち退くようにとの文面が記されていた。

　管理会社としても急遽の要請だったらしく、手紙にはそのことに対するお詫びや補償などについても詳細に記載されているが、紗江にとってはなによりも『立ち退き』の言葉が衝撃的だった。

「ど、どうしよう……だって、ここ以上に家賃が安いところなんて、この辺りにはないし……」

　大学を出て、就職をする際に借りたのがこの小さなアパートだった。決め手は立地や会社からの通いやすさではなく、家賃の安さただ一点のみ。幸いなことに、古い以外は特に不便もなく暮らしていた。

（また叔父さんの家にお世話になるわけにもいかないし、でも……これから不動産屋と相談して、どうにかなるのかな……）

　紗江の両親は彼女が子どもの時に相次いで他界しており、十六歳で父が亡くなってからは叔父夫妻の家で世話になっていた。

　大学は奨学金と両親の遺産で卒業することができたが、その奨学金を繰り上げ返済するために家賃ができるだけ安い部屋を選んだのだ。

　事前に決められた期間で返済をおこなうことはできたが、真面目できっちりとした性格の紗江はなるべくそれを早く返し終えたかった。公的な奨学金を使ったが、それがいわゆる借金だというのが気になってしまうのだ。

　奨学金を既定の期間よりも早く返せば、その分かかるはずだった利子だって減る。それを自分の貯蓄に回すこともできるし、お世話になった叔父夫妻に恩返しをすることだってできるだろう。

「いきなりこんなこと言われても困るんだけどなぁ」

　頭の中がグラグラするほど驚いているのに、口をついて出てきたのはそんなのんきな声だった。

　驚きが大きすぎて、脳が事の重大さを処理しきれていないような気がする。

　紗江は缶の中に残っていたビールを飲み切ると、ふーっと深いため息をついて頭を掻いた。

「明日は物件サイト探して……日曜日に不動産屋さんに連絡しようかな」

　仮にいい物件が見つかったとしても、引っ越しの準備などを含めると到底一か月では時間が足りない。

　どうしたものかと悩んでいる時間は、もはや紗江には残されていなかった。

「引っ越し屋さんに連絡することも含めると、ほとんど部屋を探してる時間はないし——とにかく、なんとかして家を探さないと……！」

　せっかく幸せな気分を味わっていたのに、一瞬で奈落の底に突き落とされた気分だ。

　とはいえ、今すぐにでもやらなければならないことは決まっている。

　一念発起した紗江は、翌日から大手の不動産サイトで片っ端から物件を探し始めた。

　しかし、社会人三年目、任される仕事が多くなったことで残業の回数も増えている。

　紗江が勤めている会社は残業削減を全社的な目標に掲げているが、四年前に設立されたばかりの部署は慌ただしく、なかなか残業時間も減ってはくれない。

「うーん……やっぱり、駅からはある程度近いところがいいなぁ……でも、そうしたら一気に家賃高くなるし——」

　色々なサイトを比較してみればみるほど、今住んでいる家がどれほど破格かというのが明らかになる。

　地下鉄の駅からは徒歩数分、コンビニもあって利便性はいいし、住宅街ということもあって治安も悪くない。まったく条件を選ばず、家賃だけで見てしまえば選択肢もゼロではないのだが、探してみてもしっくりくる物件がない。

（コンビニとかはなくてもいいけど、ある程度治安がいいところには住みたいし……そうなると、この価格帯まで我慢するしかないのかな……）

　不動産サイトでめぼしい物件を見つけられなかった紗江は、日曜になってから近くの不動産屋で同じように物件を調べてもらった。

「最近は、様々なご事情込みでお部屋を探される方も多く……ご希望のお家賃でおすすめできる物件はかなり限られてしまうんです。季節的にも、四月からの新生活に備えて、二月くらいから新居を探される方も多いので——」

「つまり、タイミングが悪いってことですか……」

「左様でございますね……」

　担当になってくれた女性社員は申し訳なさそうにそう言いながら、それでも条件に合う部屋の間取りをいくつか見せてくれる。

「こちらでしたら、お家賃はご希望通りかと。ですが、駅からは徒歩二十分ほどなのと、その……お風呂がなくてトイレが共同なんです。女性の方にお勧めするには少し……」

「そ、そうですか——」

　確かに、浴槽がなくてもいいからシャワーとトイレは個別であるほうが嬉しい。

　けれど、そうなると本当に選択肢がなくなってきてしまう。結局、その日は内覧などを行わず、数件分の資料をもらって検討するということになってしまった。

（休みの日しか不動産屋さんには行けない……これって、本当にまずいことになるんじゃ——）

　その考えは見事に的中し、結局それから三週間——紗江は一向に新居を決めることができなかった。

「じゃあ、榛原さん。この前頼んでおいた若手の作家さん、あのリストを用意してもらっていいかな？　来週からそれぞれの作家さんとミーティングして、企画出せるものはどんどん提案していこう」

　課長がそう仕事の指示を出しくれても、紗江はどこか上の空だった。

　このところ、仕事中も引っ越しのことを考えてしまい小さなミスを連発するようになってしまった。

「……はい、わかりました」

　更に不幸なことに、仕事の方は、また新しいプロジェクトが動き始めてしまった。

　紗江が勤めている久く遠おん寺じテクノガラス——旧社名を久遠寺硝子工業株式会社という——は、元々建築や自動車用のガラス製造で国内トップシェアを誇っている会社だった。

　だが、彼女が勤めているのは以前と同じく建築用ガラスの製造販売を行っている第一事業部ではなく、四年前に新しく設立された第二事業部だった。

 　第二事業部の主な業務は、若手工芸作家や地域に根付いた伝統工芸とのコラボレーションやプロデュース。企画課に所属している紗江は、そこで作家との折衝などを行っている。

「榛原さん、調子悪いの？　なんか元気ないけど」

「すいません、課長。ちょっと寝不足で……リストについてはすぐに用意できますから、午後には提出します」

「そう？　じゃあよろしくね。まずはお昼食べて、ゆっくりしてきて」

　ここのところ、紗江は遅くまで物件探しをしていてあまり休めていない。

　仕事が終わったあとは大体不動産屋が閉まっているので、平日は物件をサイトで確認し、休日は不動産屋を訪ねる——それでもいいと思える物件が見つからず、もう引っ越しまで一週間しか時間がなかった。

（これじゃもう引っ越し屋さんにもお願いできないし……やっぱり、少しの間だけ叔父さんの家に戻らせてもらおうかな）

　一応の保険として、神奈川に住んでいる叔父に立ち退きのことは伝えてある。

　叔父はいつでも戻ってきていいと言ってくれたが、神奈川の叔父の家から都内にある会社までは通勤にもそれなりに時間もかかるし、どのみち引っ越しの準備は間に合わないというのが頭の痛いところだ。

「……どうしよう」

　午後からは課長に言われたリストの作成と、今連絡を取りあっている作家との打ち合わせがある。

　住居探しを理由に仕事を数日休もうかと思ったが、この打ち合わせが毎日のように入っているから休むこともできない。

　創設されてそう時間が経っていない第二事業部は、平均年齢が第一事業部に比べてもかなり若い。直属の上司も、ベンチャー企業からヘッドハンティングされてきた三十代の若い男性だ。

　部署としての風通しもよく、新卒三年目の紗江も割と自由に仕事をさせてもらえる環境ではあったが、如何せん新規設立の部署であるから慌ただしい。人材も第一事業部に比べては潤沢でもないので、一人が突発的に休むと他のメンバーに迷惑をかけてしまう。

（だめだ……もうなにも思い浮かばない……とりあえずお昼ご飯は食べよう。それで、この前不動産屋さんでもらった資料をもう一回確認して——）

　頭の中で今後のスケジュールを組み立てながら、紗江はお弁当と資料が入ったクリアファイルを片手に社内の休憩スペースへと足を運んだ。

　インターンの学生から役員まで、誰でも自由に使える休憩スペースは、食事をする人もいれば仕事をしている人、簡単なミーティングをしている人などたくさんの人でにぎわっている。

　その中で席を確保した紗江は、家で作ってきたお弁当を広げてファイルの中身を確認した。

「ワンルーム、トイレとお風呂は別……駅から徒歩三十分……築年数はもうどうでもいいや。ここにしようかな……」

　即日入居可、と書かれた物件資料とにらめっこしながら、紗江は卵焼きを口に運んだ。砂糖が多めで甘みのあるそれも、今はあまり味を感じられない。

　最低限、トイレは部屋についているところ——風呂についてはもう、近くに銭湯でもあればいい。自分の中のハードルをそこまで下げた時、ふと目の前が暗くなった。

「難しそうな顔をして、どうしたの？」

　そう、頭上から尋ねる声が聞こえてくる。

「え……わ、わたしですか？　って、久遠寺専務！」

　ハッとして顔を上げると、そこにはスーツ姿の若い男性が立っていた。

　資料を片手に百面相をしている紗江を見下ろしながら、彼——久遠寺恭やす崇たかは穏やかな笑みを浮かべている。

　少し癖のあるダークブラウンの髪と、アーモンド形の瞳が特徴的な恭崇は、久遠寺テクノガラスの専務取締役、そしてこの第二事業部の実質的なトップである。

「そう、君。……企画課の榛原さんだよね？　この前のプレゼンで発表してたの、覚えてるよ」

　恭崇はアーモンド形の目を何度か瞬かせ、驚きを隠せない紗江に首を傾げてみせた。

「ほら、長野の工芸作家さんの……」

「あっ、はい！　その……あの作家さんとは今打ち合わせを重ねている最中で、おかげさまで素敵な作品を提供していただけそうです」

　長野県の安曇野市に居を構える女性のガラス作家のプロデュースを、紗江は先日のプレゼンテーションで企画として発表した。専務である恭崇もそこに出席したので、そのことを覚えていてくれたのだろう。

「そう、順調にいってるみたいならなにより……じゃあ、なにか別のことで悩んでる？　なんか、さっきからすごい顔してたけど……俺でよかったら相談に乗るよ」

「えっと……専務がですか？」

　紗江のすぐ隣に腰を下ろした恭崇は、こくりと頷くとまっすぐに紗江を見つめてきた。

　恭崇は創業者一族である久遠寺家の長男でもある。役員就任時に久遠寺テクノガラスに第二事業部を設立し、今のような体系を作り上げたのも彼だ。

　そんな人物からの申し出に、紗江は緊張のあまり体を縮こまらせた。

「社員が困ってるんだ。俺がアドバイスして解決できることならしてあげたいし、難しいようなら社内で詳しい人を教えてあげる。一人で抱え込むより、そっちの方が効率がいいだろう？」

「いえ、その——とてもプライベートなことで」

「プライベート……そうか、それなら話しにくいよね」

　真面目な表情で頷いた恭崇だったが、その視線はテーブルの上に釘付けになっている。

　なにか卓上にあったかと目を落とすと、そこには不動産会社からもらった物件情報が広がっている。

「どこかに引っ越すの？」

「……はい」

　物件に目を落としたままの恭崇に、紗江は諦めたようにうなずいた。

　これがただの引っ越しだったら、もう少し明るく返事ができたかもしれない。だが、今回は事情も事情だ。できれば他の人には黙っておきたかった。

　久遠寺という大企業に勤めているのに、家賃が条件で家が決まらないと相談するのは些か恥ずかしい。

「もしかして、ちょっと事情があるのかな。新生活を始めるっていう割に、表情が暗いけど」

　観察眼に長けた恭崇にそう言われてしまうと、もう本当のことを話すしかない。

　しばらく黙り込んだあとで、紗江は深く息を吐いてから事情を話した。

「……住んでいたアパートの立ち退きが一週間後に迫っているんですけど、その……まだ、家が決まっていなくて」

「それは……由々しき事態だね。条件に合う家が見つからないのかい？」

　こくん、と頷くと、あらためて自分の目の前に立ちはだかる問題の大きさに眩暈がした。

　本当にこのままだと、住む家がなくなってしまう。いや、引っ越しの予定も決定していない以上、それはほとんど確定事項になってしまうのだろう。

「家を選ぶ時の条件は？」

「お、お家賃です。ちょっと事情があって、できるだけ安いところがいいなぁって思ってるんですけど——」

「家賃か……安くしようと思えばできるけど、あまり治安が良くないところに住むっていうのもね。この辺りは少し、女性の一人暮らしには向いていないかもしれない」

　そう言って、恭崇は紗江が持っていた資料にそっと手を置いた。

　やっぱり、家賃面は妥協した方がよかった——がっくりと肩を落とす紗江に、恭崇は小さく息を吐いてから咳ばらいをした。

「少し時間をもらってもいいかな。紹介できそうな物件があるんだけど」

「え、えぇっ？　紹介、ですか？」

　思いもよらない提案に、紗江はバッと顔を上げる。恭崇の紹介なら、妙な物件ということもないだろう。

　すると、彼は薄く笑って頷いてくれた。

「うん。俺も今間取りとか持ってるわけじゃないから、少し時間がほしいんだけど——そうだ、榛原さん。今日の仕事終わりは時間がある？」

　天の救いとも思えるその提案に、紗江は一も二もなく頷いた。今はもう、縋れるものにはなんだって縋っておきたい。

「大丈夫です！　それより、専務は大丈夫なんですか……？　お忙しいはずじゃ——」

「俺のことは心配しないで。それより、今は榛原さんの家のことが大切だ。……じゃあ、終業後にここに来てもらえるかな？　久遠寺で予約してるって言えばわかってもらえるから。友達がやってるダイニングなんだけど、完全個室だから話もしやすいだろう」

「ありがとうございます、専務……！」

　恭崇の頼もしい言葉に、紗江は何度も頭を下げた。

（もうダメだと思ってたのに……こんなラッキーなことってあるんだ……！）

　重大なプレゼンテーション以外では話したこともなかったし、ここまで親身になって話を聞いてもらえるとは思わなかった。

　店の住所と略地図が書いてあるカードを置いて去ってしまった恭崇の背中を見送りながら、紗江はようやく安堵の息を吐くことができた。

（まさか、専務から家を紹介してもらえるなんて……）

　久遠寺家は江戸時代から続く旧家としても有名らしく、あらゆる業界に様々なコネクションを持っているという。もしかしたら、恭崇も不動産屋の知り合いがいるのかも——そう考えると、なんだか体から力が抜けていく。

（家のことは専務が紹介してくれるんだし、引っ越し屋さんを探さないと……！）

　恭崇の言葉を信じることに決めた紗江は、食事を食べ終えると企画課の自分のデスクに戻り、課長に言われた作家のリストを作成し、地方在住の硝子工芸作家とウェブミーティングを行う。

　自分よりも多忙である恭崇を待たせるわけにはいかないので、自然と仕事の手も早くなった。

「課長、先月のプレゼンでプロデュースが決まった作家さんとお話させていただいたんですけど、来月上京の予定があるとのことで、そこで一度お会いしたいと思います」

「そっか、じゃあそこで話を詰めてもらって……予算とか、ある程度のところは榛原さんの方で見てあげてね」

　これからまた仕事が忙しくなりそうだが、先ほどよりはずっと心が落ち着いている。

　きっと、恭崇が家を紹介してくれるという安心感のおかげだろう。

「かしこまりました。今週中に概算を出しておきます。それでは、お先に失礼します！」

　ぺこりと頭を下げて、デスクに置いてあった鞄を手に会社を出る。

　ちょうど定時に退社した紗江は、昼間に恭崇からもらったカードを片手に店を探した。

　会社があるオフィス街から少し歩いて、大通りを二本ほど中に入る。すると、黒漆喰塗りの外壁が見えてきた。

「ダイニングＭＡＳＡ……ここ、だよね？」

　恭崇から受け取ったカードに書いてある店名と同じ名前の店を見つけて、紗江は恐る恐る扉を開いた。

　店の中はほんのりと暗く、外見を裏切らない落ち着いた雰囲気だった。モノトーンで統一された店内は、キッチンが良く見えるカウンター席と、奥まった場所にある個室の席に分かれているようだ。

「いらっしゃいませ、何名様ですか？」

「あの、久遠寺の……久遠寺の名前で予約をしているんですが」

　その名前を口にするのもなんだか緊張してしまって、紗江は上ずった声でようやくそう答えた。すると、店主と思しき若い男性がにっこりと笑う。

「あー、恭崇くんの席ね。一番奥の個室で予約取ってるので、そちらにどうぞ。先に飲み物の注文だけいただきます」

「じゃあ、ピーチウーロンをお願いします」

　飲み物の注文を終えて、紗江は言われた通りに奥の個室へと向かった。

　まだ恭崇は到着しておらず、個室で一人彼が来るのを待つ。照明も薄暗く落ち着いた印象があり、足元が掘りごたつのようになっているのもなんだか居心地がいい。

（どんな部屋を紹介してもらえるのかな……）

　家賃はできれば押さえておきたいポイントだが、昼間恭崇が言った通り治安が悪すぎるというのも問題だ。でも、そうなると家賃の面には少し目をつぶらないといけないかもしれない。

　紗江が悶々と悩んでいると、個室の扉を引く音が聞こえてきた。

「榛原さん、待たせて悪かったね。——あ、ジンジャーハイボール一つお願いします」

「ぁ……専務。お疲れ様です」

「お疲れ様。なにか食べるものは注文した？　どうせだから、食事でもしながら話をしようよ」

　仕事の疲れを一切見せず、恭崇は紗江の対面に座るとメニューを広げ始めた。

　確かにお腹は減っているけれど、気持ちがそれどころではなくて飲み物以外を注文していなかった。

「専務にお任せします。その、色々と気持ちの余裕がなくて……」

「そう？　じゃあ肉料理でもいいかな。午後から第一事業部の役員たちと会議でさ、妙にお腹減っちゃって」

　そう言うと、恭崇は店員を呼んでいくつかの料理を注文してくれた。

　頼んでいた飲み物で軽く喉を潤しながら、紗江は小さくなってその様子を見ていることしかできない。

（やっぱり、専務と二人で話すのは緊張するなぁ……この前のプレゼンでも、結構鋭い質問をされたばっかりだし……）

　今は当たりがよく穏やかな恭崇だが、仕事の面ではかなりストイックだ。特に第二事業部は年功序列よりも実力主義を徹底しており、彼が出席するプレゼンテーションはいつも空気が張り詰めている。

「榛原さん、もしかして緊張してる？」

「……はい。専務と二人でお話をさせていただく機会なんて、今までありませんでしたから」

　企画プレゼンでは他の同僚や上司と一緒にいることが多いし、昼間だって人の多い休憩室での会話だった。面と向かって二人で話したことはない。

「会社を出たらプライベートなんだし、楽にしていいよ。……って言っても、緊張しちゃうものは仕方がないんだけどね」

　恭崇がにっこり笑うと、ちょうどいいタイミングで料理が運ばれてきた。

　テーブルには彼が注文した、炭火焼きの焼き鳥やローストビーフ丼などのがっつりした肉料理が並ぶ。

「……不安だろうから、本題に入ろうか。食べながらで悪いんだけど、これ見てもらえる？」

「見取り図、ですか」

　恭崇は自分の鞄からクリアファイルを取り出して、それを紗江に手渡した。

　この数週間で何度も見た、部屋の見取り図——それに目を落とした紗江は、自分が今まで見てきたものとの明確な違いに目を見張った。

「す、すごく広い部屋じゃないですか？　ここ……それに、部屋数も多いし」

　家賃重視で部屋を選んでいたため、間取りはワンルームがほとんどだった。独身だし、そこまで荷物も多くないためそれでも問題はなかったが、見せられた見取り図は３ＬＤＫ。それも、一室の広さがかなり広い。

（リビングだけで、今住んでる部屋が丸ごと収まっちゃいそう……）

　恐らく部屋自体は、どこかのタワーマンションの一室だろう。

　紗江の条件である家賃面はまずクリアできなさそうだし、そもそも自分の月給で借りられるような部屋とは思えない。

「あの、専務……わたし、こんな部屋にはさすがに……昼間も言いましたが、お家賃が結構重要な条件で」

「別に、その部屋を一人で借りろと言ってるわけじゃない。そもそもその部屋には先住者がいるからね。ルームシェアとでも思ってくれ」

　生卵の黄色が艶やかなローストビーフ丼を口に運んで、恭崇はそう頷いた。

「ルームシェア……ですか」

　恭崇の言葉に、紗江はなるほど、と感嘆した。

　テレビなどで色々と話を聞いたことはあるし、不動産屋からそうした提案もあった。

　だが、ネットで調べるとプライバシーの問題や住民間トラブルなどが目に付いてしまい、ルームシェアという選択肢は避けていたのだ。

　けれど、わざわざ恭崇が紹介してくれる物件なのだから、妙なトラブルなどはないと思いたい。

　それに、これだけ広い部屋なら窮屈な思いをすることなくルームシェアができるだろう。ベッドルームも三つあるし、家賃を折半すれば手が出せるかもしれない。

　ただ、それを踏まえても紗江には少しハードルが高すぎる。

「それに、一度聞いておきたかったんだけど……そこまで家賃の安い部屋を探している理由は？　差し支えなければ聞かせてほしいな」

　久遠寺テクノガラスは業界大手の企業で、第二事業部は急速な成長を遂げている。月々の給料だって、紗江が一人で生きていくには十分な金額をもらっていた。

　なのに、どうしてそこまで家賃の安さにこだわっているのか——恭崇としても、そこが知りたいのだろう。

「その——大した理由じゃないんですが……大学時代の奨学金を早めに返済したいんです」

　当初は副業なども考えていたが、真面目で一つのことに集中しがちな紗江の性格から、複数の全く異なる仕事をして成果が出せるとは思えなかった。それならばと、自分の生活スタイルをできるだけ質素なものにして返済を行ってきたのだ。

「なるほど、そういう理由だったのか。まさか事情があって困窮しているんじゃないかと思ったけど、自主的な理由だったんだね。そこは安心したよ」

「はい……早くに両親を亡くしていて、お世話になった親戚にも迷惑はかけたくないんです。せっかく有名な会社に就職できたので、できるだけ早くと思っていたんですけど……」

　立ち退きの話がなければ、このまま順調に返済が終わる予定だった。

　そうすればそこから先は自由に引っ越しもできたし、学生時代にお世話になった叔父家族にも恩返しができる。

「言いにくいことだったら答えなくていい。……榛原さんのご両親は、事故かなにかで？」

「いえ、二人とも病気で……母はわたしが幼い頃に亡くなって、父は高校生の時に——学校の先生だったんです。お父さんの教え子が、お葬式にたくさん来てくれたのを覚えています」

　私立高校の教諭だった父には、たくさんの教え子がいた。

　叔父とともに彼らにお礼を言ったことを覚えているし、参列してくれた教え子の誰もが父に世話になったといって泣いてくれた。

「そう、だったのか……」

　病の進行が早く、父は病気が発覚してからあっという間に亡くなってしまった。だが、海外に留学していた教え子が手紙をくれたり、葬儀の際にはたくさんの人が弔問に訪れてくれたり——そんな父を尊敬して、紗江も父のようになりたいと思って生きてきた。

　受けた恩は必ず返すこと。他人に迷惑はかけないこと。そして、悲しいことがあっても前を向いて笑っていること。

　それが、父が高校生だった紗江に言い残した言葉だった。紗江は父の遺言でもあるその言葉を守ろうと、今日まで努力してきたのだ。

「はい。だから、お世話になった人たちに早く恩返しがしたくて」

「辛いことを思い出させて悪かった。……そういう事情があるとは知らずに、不躾だったね」

「いいえ、両親のことは——仕方がないと言ってはいけないんでしょうけど、わたしの中でも折り合いがついています。今は仕事を頑張って、もっと自分ができることを増やしたいと思ってるんです」

　そう言うと、恭崇の表情が少し和らいだ。

　ふっと目元がほころぶその様子に、思わず胸の奥の方がきゅっと掴まれたような心地になる。

（や、やっぱり専務と話すと緊張する……俳優さんみたいな顔してるし、面と向かって話すとドキドキしちゃうな……）

　普段は海外製のスーツに身を包み、仕事でもストイックに成果を追い求めている恭崇だったが、今は食事の席ともあって穏やかな雰囲気だった。

　そうすると、今度は彼の顔の良さが際立ってくる。前々から女性社員の間でイケメンと噂だったのだが、近くで見ると確かに俳優と遜色ないほどに整った顔立ちをしている。

「あ、あの。専務は先ほど、ルームシェアっておっしゃいましたよね？　すでに住んでいる人がいるって……どんな人なんですか？　専務のお友達とか……」

　ハッとして本来の目的に話を戻そうとした紗江は、見取り図に再び視線を落とした。

　すると、軟骨を食べ終えた恭崇が「あぁ」と一つ頷く。

「先住者は俺だ。そこは俺が購入したマンションなんだが、ベッドルームが二つ開いている。榛原さんさえよかったら、すぐにでもウチに越してきて構わないけど」

「なるほど、専務の——ん、えっ？　専務？　専務のお宅なんですか？」

　思わずスルーしそうになったが、今なにかすごいことを聞いた気がする。

　今恭崇は「俺が購入したマンション」と言わなかっただろうか。

「あぁ。三年前に買ったばかりだから家電とかはまだ新しいし、気になるなら使い慣れたものを持ってきてくれても——」

「そういう問題じゃないです！」

　——と、静かだった店の中に紗江の声が響き渡る。

　驚きのあまり、つい声を上げてしまった。だが、いくら完全個室とはいえ、大きな声を出せば誰にでも聞こえてしまうだろう。慌てて口を押さえた紗江は、小声になって頭を下げた。

「申し訳ありません……ただ、専務のお宅で暮らすのはさすがに……」

「確かに俺は榛原さんにとって異性だし、会社の上司だ。君が躊躇うのもわかるし、俺も自分の提案が突拍子もないっていうことは理解している」

　驚きと戸惑いを隠せない紗江に、自分で頼んだジンジャーハイボールで喉を潤した恭崇は小さく咳ばらいをした。

　そして、アーモンド形の目でじっと紗江の方を見つめてくる。

「ただ……俺も、恩返しがしたいんだ。さっきの話を聞いて、自分の考えに確信が持てた。榛原紗江さん、君は……榛原先生のお嬢さんだね？」

　その言葉に、紗江は大きく目を見開いた。

　榛原先生——かつて、父の教え子が父をそう呼んでいたのを思い出す。

「は……先生、って……まさか、専務は——」

「榛原先生には、高校生の頃にとてもお世話になったんだ。先生は俺のクラスの担任でね。三年になったばかりの頃に体調を崩されて、入院して……俺は卒業後に海外の大学に入学したから、先生の訃報を知ったのは帰国したあとだったけれど」

　そんな偶然があるものかと、紗江は目を見張った。

　確かに父は教師をしていたが、その教え子の中に恭崇がいたなんて考えたこともなかった。生徒の話を家でするような人でもなかったから、久遠寺という名前も聞いたことがない。

「御剣みつるぎ大付属高校だよね？　榛原さんのお父さんが勤めていた高校っていうのは」

「そ、そうです。でもそんな……まさか、専務がお父さんの……」

「あぁ。お葬式にも顔を出せなくてすまなかった。それに、そのあとも顔を見せに行くこともなかった。一度榛原先生の家を訪れたことがあったんだけど、その時には家はなかったし……」

　悲し気に目を伏せた恭崇が、深く息を吐いた。

　家族で住んでいた家は、父が亡くなったあと売りに出してしまった。未成年だった紗江は叔父の家で暮らしていたし、恭崇がやってきたのはその時だったのだろう。

「榛原って、珍しい苗字だろう？　だからプレゼンで君の名前を見るたびに、もしかしてって思ってたんだ。先生に娘さんがいるのは知っていたから」

「それで、部屋のことを提案してくださったんですか？　もしそれで違っていたら……」

「俺のこういう勘って、あんまり外れたことがないんだよ」

　あっけらかんと笑ってそう言う恭崇だったが、これで紗江が彼の恩師とは何の関係もない人物だったらどうするつもりだったんだろう。

　恭崇がなんの確信もなく、誰彼構わず手を貸すような無計画な人間には見えないからこそ、紗江は疑問に思った。

　だが、投げかけられた質問は的確に彼女の現状を突きつけてくる。

「それに、榛原さんが本当に困っているみたいだったから。家の立ち退きまで、そう時間はないんだろう？」

「それは……はい。家も決まっていないので、引っ越し屋さんを決めることもできなくて」

　状況としては最悪も最悪だ。

　引っ越しの準備もできていないのに、あと数日で立ち退きの期限が来てしまう。

　だからといって無理矢理大家さんから追い出されるようなことはないと思うが、早く家を決めねばならない状況は変わらない。

「仮住まいと思って、どうだろう——もちろん、どうしてもって難しいというなら強要はしない。知り合いの不動産屋に当たってみることはできるが……」

　それでも、今から数日で家探しと引っ越しはかなり難しい。

　差し出された条件に心が大きく揺らぐ紗江に、恭崇がさらに背を押してくる。

「あとは……持ち家だから家賃の心配はしなくていい」

「えっ——でも、それはさすがに……いえ、お世話になるにしても、そこはしっかりしておかないと」

「そう？　気になるなら——そうだな、今まで榛原さんが払っていた分の家賃と同額っていうのはどうかな」

　それは、今の紗江にとってはあまりに魅力的な誘いだった。

　ただ、恭崇は本当にそれでいいんだろうか。話を聞いている限りでは恭崇にこれといったメリットはない。

　紗江が恩師の娘だから。それだけが、恭崇が彼女に手を貸してくれる理由だ。

「どうして、そこまでしてくださるんですか……？」

　当然の疑問を口に出すと、恭崇は薄く笑って首を横に振った。

「……どうしてだろうね。俺も、他の人だったら絶対にこんなことは言わない。会社とプライベートでの公私混同は極力したくないから」

　彼自身、この行為に明確な答えは見いだせていないらしい。

　だが、彼は表情を変えずに小さく笑ったまま、またまっすぐな視線で紗江のことを見つめてくる。

「でも——純粋に放っておけなかったんだ。なんていうか、俺は家庭の事情が少し複雑でね。とても苦しんでいた時に、榛原先生は俺のことを救ってくれたから」

「専務……」

　だからこそ今、恩師の娘である紗江の力になりたい。

　そう言ってくれる恭崇に、紗江はしばらくなんと返していいのかわからなくなった。

　恭崇の提案は嬉しいが、本当にそれでいいのだろうか——彼を救ったのは父であり、紗江ではない。既に父が他界しているからといって、彼の支援を自分が受けてもいいのだろうかと思えてくる。

　そんな紗江を見つめながら、恭崇は軽くグラスを傾けた。微かに結露したそれをテーブルに置くと、まっすぐな視線が彼女を射抜いてくる。

「俺は、ずっと後悔していたんだ。榛原先生は、悩んでいる俺に生きる道筋を教えてくれた」

　恭崇の真意を考えこんでいた紗江は、その声にぱっと顔を上げた。

「それなのに、先生になにも恩返しができなかった。先生が亡くなった時だって挨拶にも行けなかったし——胸にわだかまっている後悔を、君を助けることで解消したい……自己満足ではあるんだけどね」

　自己満足、と言い切る彼の表情は、どこまでも真剣だった。彼は本当に、心から父のことを尊敬してくれていたのだ——だからこそこうして、自分が困っているのを放っておけなかったのかもしれない。

（だったら——専務に頼ってみても、いいのかな）

　そう考えた紗江は、やがてこくんと頷いた。

「ありがとうございます、専務。……お言葉に甘えて、少しの間だけお世話になってもいいでしょうか。新しい家は、できるだけ早く見つけますから」

「俺はいつでも、いつまででも大丈夫だよ。ただ、使っていない部屋にハウスクリーニングを入れるから、引っ越しは明後日以降でもいいかな？」

　紗江としてはかなり勇気をもって首を縦に振ったのだが、恭崇は自分のペースを崩さないまままた料理に手を伸ばし始めた。

「引っ越し業者もこっちで用意するから、榛原さんは身の回りのものだけまとめておいてくれ」

「えぇっ……そんな、そこまでしていただくわけには……！」

「気にしないで。俺がやりたくてしたことだから——ほら、話はまとまったんだから榛原さんも食べて。違う料理がいいならメニューもあるよ」

　明るい表情を見せる恭崇が、そう言ってメニューを手渡してくれる。

　紗江もようやくそこで不安と緊張が解け、空腹を感じ始めた。先に頼んでいたはずのピーチウーロンもほとんど減っておらず、氷が解けて薄まってしまっている。

「じゃあ、このローストビーフ丼を……専務が食べてるところを見てたら、お腹減ってきちゃいました」

　数週間ぶりに、心が落ち着いたような気がする。

　ほぅ、と息を吐いた紗江は、その日恭崇と簡単な打ち合わせをして、そのまま帰路に就いたのだった。

　

　

「じゃあ、荷物はこれで最後ですね」

「は、はい……ありがとうございます」

　最後の段ボールを運んだ引っ越し業者に頭を下げると、紗江は安堵の息を吐いた。

　恭崇の家に運び込まれた紗江の荷物はそれほど多くはなく、簡単な荷造り以外は彼が用意してくれた業者がほとんどやってくれた。おかげで紗江は退去期限当日に無事引っ越しを終えることができたのだった。

　今日から紗江は、恭崇と同じ部屋で暮らすことになる。

　彼女の部屋は綺麗に整理されていて、ベッドとテーブル、カーテンだけはすでに彼が用意していてくれた。引っ越しに関する手続きはまだすべて終わったわけではないが、ようやく人心地ついたような気分になる。

（ベッドがある……前に住んでたところはお布団だったから、ちょっと新鮮だなぁ……）

　家から持ってきた小さな冷蔵庫は引っ越し業者に運び入れてもらったし、テレビも持ってきている。広い部屋に荷物を置くと、紗江はリビングに顔を出した。

「あの——専務、本当にありがとうございました。業者さんまで手配していただいて……」

「気にしないで。知人に聞いてみたら、準備も請け負ってくれるって言ってたからお願いしたんだ。それより榛原さん、部屋の様子は大丈夫そう？」

　リビングで引っ越しの様子を見守っていてくれた恭崇が、二人分のコーヒーを淹れてくれた。

　水色のマグカップに注がれたそれをありがたく受け取りながら、紗江はこくりと頷く。

「はい！　本当に、なにからなにまでありがとうございます」

　これから暮らすことになる恭崇の家のリビングは、明るいモノトーン調で統一されていた。窓は調光のために異素材のシェードが組み合わされており、昼間でも日差しが入りすぎることはない。

（でも、リビングだけでも本当に広い……）

　今まで自分が住んでいた家とはまるで違う構造の部屋に、紗江は足を踏み入れてからずっと驚きっぱなしだった。

「歯ブラシとか食器とか、個人的な小物を俺が用意するのもどうかなって思ったから、あとで一緒に買いに行こうか。車を出すよ」

「えっ、そんな——大丈夫です！　わざわざ専務にそんなことをさせられません」

　生活用品で買い替えが必要なものはいくつかあったが、それは近くのドラッグストアで買う予定だった。わざわざ恭崇に車を出してもらうまでもない。

　そう伝えると、恭崇は一つ頷いて家のことを説明し始めた。

「そう？　じゃあ、なにか困ったことがあったら教えて。共用スペースは好きに使って構わないし、料理をするなら基本的な調味料はそろってる」

　二人の共用スペースとして最初に話が出たのは、バスルームと洗濯機、キッチンにリビングのことだ。家具などは全て恭崇の私物だったが、それらは紗江も自由に使用できる。電気代の支払いを申し出たが、それについては彼に断られてしまった。

「そこまで気にしなくてもいいよ。どうせ一人暮らしの時とそれほど変わらないだろうし——それに、そんなことをしたらせっかく引っ越してきた意味がないだろう？」

「でも……せめて、なにかさせてください。そうじゃないととてもじゃないけど、専務に申し訳なくて」

　彼からの提案とはいえ、一人暮らしの部屋に転がり込む形になったのは紗江の方だ。

　少しくらいはなにかお返しをしないと、紗江自身の気が済まない。

「そんなに気にするなら……じゃあ、食事を作るのをお願いしてもいいかな。留学していた時は自炊もしてたんだけど、どうにもセンスがないみたいで。時間があるときで構わないから、なにか食べさせてもらえると助かるかな」

「わかりました！　それでしたら、少しはお役に立てそうです」

　懸命な様子の紗江に、ようやく恭崇が折れた。それに、食事を作ることなら慣れている。食事はほとんど自炊で、普段は作り置きできるものをいくつか作っておくことも多い。それなら、多忙な恭崇も帰ってきてから少し摘まむくらいはできるだろう。

「頼もしいよ。食材は冷蔵庫にいくつかあると思うけど、もしも足りないものがあるなら言ってくれ。この近くにスーパーがあるから、買い物はすぐにできるんだ」

「はい——じゃあ、その時はお話しますね」

　優しく微笑む恭崇に頭を下げて、紗江はさっそく冷蔵庫の中身をチェックすることにした。男性の一人暮らしというから、水か果物くらいしか入っていないと思っていたのだが、両開きドアのその中身は案外充実している。

「お肉にお魚……野菜もたくさん入ってますね」

「野菜は大体スムージーにして飲むのと、肉や魚は焼いてソースをかければ食べられるからね」

「……な、なるほど」

　繊細そうな顔つきに似合わず、男らしい答えが返ってきた。

　調味料が収納されている棚を見ても、確かにそのまま使えるソースの類が多い。最近はこういうソースも種類が増えてきたが、少し味に偏りがあるように思えた。

「今日のお夕飯は私が作ってもいいですか？」

「食材は好きに使ってくれて構わないけど……大丈夫かい？　引っ越しで疲れているなら、どこかに食べに行こうと思ってたんだけど」

「大丈夫です。ちょっとしたものなんですけど、せっかくなので専務に食べていただきたくて……色々お借りしてもいいですか？」

　自分の料理が恭崇の口に合うかはわからなかったが、そこは食べてから判断してもらいたい。

　封が開けられていないクラッカーなどを見つけた紗江は、頭の中でレシピを組み立てながら恭崇に笑いかけた。

「そう——か。うん、ありがとう。なにか手伝えることはあるかな」

「いえ、専務はゆっくりしていてください。色々作ってみますから、夕飯をお楽しみに」

「わかった。じゃあ、夕食までは部屋で仕事を進めてるよ。なにか困ったことがあったら、すぐに呼んでほしい。俺の部屋の場所は伝えたね？」

　その言葉に、紗江はこくんと頷いた。

　三つあるベッドルームのうち、リビングから一番遠い場所にあるのが恭崇の部屋だ。だが、仕事をする彼にあれこれと聞いて回るわけにもいかない。

　自室に戻る恭崇の背中を見送ってから、紗江は冷凍室のサーモンと未開封のクラッカーに手を伸ばした。

「……そういえば、誰かに料理を食べてもらうのって久しぶりかも」

　父が生きていた頃は自分と父の分のお弁当を作ったりしていたが、叔父の家に世話になっている時は叔母が料理をすべて作ってくれていた。

　一人暮らしになって自炊が必要となり、あれこれとレパートリーを増やしてはきたが、思えば家族以外の誰かに振舞うのは初めてかもしれない。

（なんだろう……ちょっと、ワクワクする……）

　恭崇の口に合うのはどんな味付けだろう。どんな風に調理をすれば喜んでくれるだろう——そんな風に考えると、胸の裡が少し温かくなる。

「よし、頑張ろう……！」

　誰もいないキッチンで笑みを浮かべた紗江は、サラダチキンと野菜のグリル、サーモンチーズクラッカーとコンソメスープをそれぞれ作っていった。冷蔵庫の中の物は好きに使っていいと言われたので、スープにも野菜を多めに入れておく。

　すると、料理の香りに誘われた恭崇がふらふらとキッチンに顔を出した。

「うまそうな匂いがする……」

「あ、専務。もうすぐお料理ができるので、テーブルで待っていてください」

「あぁ……って、これ全部榛原さんが作ったの？　本当に？」

　お腹を空かせた恭崇が、興味深そうに皿の中身を覗き込む。

　その皿をダイニングテーブルに並べながら、紗江は彼のために椅子を引いた。

「はい。簡単なものですけど……どうぞ。足りなかったらおかわりもあります」

　そう言うと、ごくっと喉を鳴らす音が聞こえてきた。

　食卓に着いた二人は両手を合わせてから、それぞれ料理に手を伸ばす。出来上がった料理はどれもなかなかの味付けで、クラッカーを頬張った恭崇は感嘆の息を漏らした。

「このサーモンのクラッカー、うまい……チキンのグリルも、こんなのどうやって料理するんだ……？」

「レシピサイトとかでおいしそうな料理を探すのが好きなんです。休みの日に作り置きしておくと、仕事が忙しくてもしっかり食べられるので——専務のお口にあったようで、なによりです」

　久しぶりに、作った料理を誰かに褒めてもらえた。

　普段のスマートな雰囲気の恭崇が頬いっぱいに料理を詰め込んでいるのを眺めながら、紗江は胸の奥がふわりとほぐれるような感覚を味わっていた。

（専務のほっぺ、ハムスターみたい……なんか可愛いかも……）

　おいしそうに食事を頬張る恭崇を見つめていると、彼はふと顎に手を当ててなにかを考えるようなしぐさを見せる。

「なぁ、その『専務』っていうの……やめにしないか？」

「え、でも……」

　突然の提案に、紗江はぽかんと口を開けて恭崇の方を見つめる。

　久遠寺テクノガラスの役員には、創業者一族である久遠寺家の人間が数人存在している。その混合を防ぐために、社内では彼らを役職名で呼ぶのが暗黙のルールとなっていた。

「家でまで役職名で呼ばれると肩が凝るし、榛原さんも緊張するだろう？　そうだな——ルームシェアのルールにしようか。家にいる間は、お互いのことを名前で呼ぶこと」

　確かに恭崇の言い分も理解できるが、紗江本人としては役職で呼んだ方がまだ緊張しない。それに、彼に名前を呼ばれるというのを想像しただけでどこかドキドキしてしまう。

「えぇっ!?　く、久遠寺さん、とかじゃだめですか……？」

「会社にも何人か『久遠寺』がいるのと——あんまり、自分の名字が好きじゃないんだ。それに、恭崇の方が言いやすくないか？」

　なるほど、と紗江は小さく頷いた。本人が呼ばれたくないのならば、名前で呼んだ方がいいだろう。それに、確かに『恭崇』の方が呼びやすいかもしれない。

　そう思って、紗江は何度か彼の名字と名前を口の中で呟いた。

　ごにょごにょと言い比べをする紗江の姿が面白いのか、恭崇は口元を軽く手で押さえながら立ち上がり、ゆっくりと彼女の方に近づいてくる。

「紗江」

「ひぇっ！」

　ふいに耳元から声が聞こえて、紗江はその場で飛び上がった。

　その様子もまた恭崇の琴線に触れたらしく、彼は小刻みに肩を震わせて口を覆っている。

「専務……！　な、なにするんですかぁ……！」

「いや、ごめん……まさか、そ、そんなに驚くとは思わなくて」

　今にも吹き出しそうなのをこらえている恭崇に、紗江は頬を膨らませた。

「お、驚かせないでください！　びっくりしたんですから」

「ごめんってば。いや、でも新鮮だな。君っていつも真面目に仕事を頑張ってるっていうイメージだから、あんまり声を上げたりする感じがしなくて」

「それは——仕事中だからです。プライベートだとそうでもないですし」

　むっとした表情を浮かべる紗江とは対照的に、恭崇はにこにこと笑顔を浮かべている。

「専務……や、恭崇さんだって同じじゃないですか……」

　まさか、彼がこんないたずらをするような人だとは思わなかった。

「そうかな……紗江が俺に抱いてたイメージってどんな感じ？　もっと偉そうとか、口うるさそうに思ってたのかな。プレゼンとかだと結構ガンガン質問しちゃうし」

「それは——」

　仕事に対して、恭崇はかなりストイックに結果を追求する。

　特に第二事業部はできたばかりの部署で、まだノウハウというものもそこまで確立しているわけではない。長年会社を支えてきた第一事業部とは全く違う分野での挑戦を続けているからこそ、恭崇はプロジェクトに対して丁寧な過程と確実な結果を求めていた。

「それは、ちょっと思ってました。でも、専務がプレゼンや会議の時に言ってくれることって、いつも的確なんです。そこについては現場のみんなも、私と同じ意見だと思いますよ。専務のことを偉そうだなんて思ったことありません」

　プロジェクトを進めている当事者である自分たち現場の人間や、一緒に仕事をしている作家たちが気付けないことに対して、恭崇は俯瞰した位置から的確なアドバイスをくれる。

　その点について、紗江は恭崇に感謝すらしていた。彼のアドバイスのおかげで好転したプロジェクトがいくつも存在している。

「……な、なんか面と向かって言われると照れるな。いや、うん……ありがとう。俺も最近は書類仕事とか、第一事業部との会議ばっかり続いてたから、そう言われると少し嬉しいよ」

　そう微笑む恭崇の表情は、二十八歳という年齢よりも少し幼く見える。

（専務のこんな顔、初めて見た……結構、笑顔可愛いかも）

　会社ではまず見ることができない表情に、思わず胸が高鳴ってしまう。

「ん？　紗江、どうかした？」

「い、いえ……じゃあ、これからは恭崇さんと呼ぶ……努力をします」

「努力目標かぁ。それならぜひ、達成してもらわないと」

　そう冗談めかして笑う恭崇だったが、一通り食事をとり終わると、ふと無言になって紗江の方を見つめてくる。

「どうかしましたか？」

「ん？　いや……食後のコーヒーを淹れるよ。片付けも俺がやるから、紗江はそっちのソファで休んでて」

　なにか言いたげな表情をしていた恭崇だったが、紗江が問いかけるとぱっと笑みを浮かべて食器を片付け始めた。

　お言葉に甘えてリビングのソファにちょこんと腰かけた紗江は、本革張りのそれに体を預けながら深く息を吐いた。

（さっきの専務……なにを言おうとしてたんだろう）

　明らかに、先ほど彼は無理に話題を変えた。なにか自分に思うところがあったのか、それとも本当に気のせいなのか——そんなことを考えていると、マグカップに二人分のコーヒーを淹れた恭崇が戻ってくる。

「砂糖とかミルクはどれくらい入れる？」

「ブラックで大丈夫です。恭崇さん、なにか……わたしに話したいことがあるんですか？」

「え？　……あぁ、うん。話したいことというか、聞いてみたいことがあって」

　ソファの前のテーブルにマグカップを置いて、恭崇は紗江の隣に腰かけた。低く、しっとりとした声が耳のすぐそばで聞こえる。

「紗江が嫌でなければいいんだけど……榛原先生の話をしてもいいかな」

「父の話、ですか？　はい、大丈夫ですよ。もう父が亡くなって九年も経ちますし」

　恭崇は少し遠慮がちだったが、紗江はもうある程度父のことを割り切っている。

　最初は悲しくて仕方がなかったし、優しい叔父夫妻の元に預けられてからも泣き暮らす日が続いた。だが、大切な人を喪う悲しみは時間が自然と癒してくれるものだ。

「そうか……その、少しだけ、俺の話も聞いてもらっていい？」

「も、もちろんです」

　そう頷くと、恭崇は安心したように表情を綻ばせた。

「俺は……とても後悔していたんだ。海外の大学を進学先に選ばなければ、もっと先生に会いに行けたかもしれない。訃報を聞いた時も、すぐに駆けつけることだってできたって」

　ぽつぽつと、慎重に言葉を選びながら恭崇が話し出す。

　彼が通っていた高校は大学までエスカレーター式だったが、経営の勉強をするためにあえて海外の大学を進学先に選んだのだという。

　だから、紗江の父が亡くなったのを知ったのも日本に帰ってきてからだった。恭崇は、それを今までずっと悔いていたのだという。

「久遠寺家って、名前ばっかりは古い家でさ。親父は先代……俺のばあさんの言いなりで、正直に言って息苦しい家なんだ」

「そう、なんですか」

「うん。今はばあさんも年を取って、あれこれ口出しをすることはなくなったけど……俺が学生の頃はひどくてさ。『久遠寺家の人間として恥じない教育を受けろ』って言われて、友達と遊ぶ暇もなかった」

　十代の多感な時期を、恭崇はほとんど家の中で過ごしていたのだという。

　腕のいい家庭教師を何人もつけられ、教養を身につけろと剣道や茶道などいろいろな習い事をさせられた。

「家にいると親父やばあさんが俺を見張ってる。友達の家で遊ぶことも、恋人を作ることもできないくらい習い事を詰め込まれて——そんな風だから、仲のいい友達もいなかった」

　学校に通うことの意義も見いだせず、漠然と日々を過ごし、言われたことだけをこなす毎日が続いていた。そんな中で、唯一紗江の父だけが恭崇を気にかけてくれたのだという。

「榛原先生は俺の家に連絡を取って、海外進学の提案をしてくれたんだ。久遠寺家の家業を継ぐ人間なら、世界を知って一流の教育を受けさせた方がいいってね」

「父がそんなことを……？」

「表向きには、そういう理由の方が親父も納得してくれそうだったからね。事実、先生のその言葉で俺は海外進学を許してもらったわけだし」

　恭崇の言葉に、紗江は目を丸くした。自分が知っている父は穏やかで優しいが少しとぼけていて、教え子のためにそんなハッタリのようなことを言う人物には思えなかった。

「それで、俺には自由になる時間が四年できる。おかげで海外で友達を作ることも、好きな分野を学ぶこともできた——榛原先生がいなかったら、俺も自分がどうなってたかはわからないな」

　彼は海外でビジネスの基礎を学び、諸外国で事業を展開する友人たちにも恵まれた。

　結果として、海外から帰ってきた彼は久遠寺テクノガラスに新しい分野の技術やビジネススタイルをもたらしたが、時には自分の選択を後悔することもあるという。

「時々考えるんだ。日本にいたら、少しでも先生に恩返しをすることができたんじゃないかって。留学していた時も、忙しくて手紙を一度出したきりだったし……」

　不義理をしたと肩を落とす恭崇の横顔には、強い悔恨が滲んでいた。

　それを見つめている紗江は、過去の記憶の中から一通の手紙のことを思い出した。病床の父が大切に眺めていたあの手紙は、恭崇から送られてきたものに違いない。

「……父は、きっと今の恭崇さんを見て誇りに思っていると思います。海外に進学して、恭崇さんがこうして今の仕事で活躍しているのも——間違いだったなんて言わないでください」

「紗江——」

　熱血先生というタイプではなかったが、父はいつも教え子たちには真摯に接していたと思う。娘である紗江に対してもそうであったし、弔問に訪れてくれたかつての生徒たちも一様にそう話していた。

「恭崇さんが送ってきてくれた手紙も、父は大事に読んでいたはずです。お見舞いに行ったときに、嬉しそうな顔で——あ、あれ……」

　ぽたりと、温かい水滴が紗江の手の甲に落ちる。

　目尻からこぼれ落ちる涙は止め処なく、紗江の意思と反してぽたぽたとこぼれ落ちてきた。

「なん、でっ……こんな、の」

　久しぶりに誰かに料理を振るまい、父の話をする。

　大好きだった父が亡くなってからそっと胸の奥にしまっていた感情が、恭崇の言葉で紐解かれ、溢れてくるようだった。

「紗江——」

「すいません、恭崇さん……あ、あの」

　ひぐっ、としゃくりあげる紗江に、恭崇が慌てて向き直る。なだめる様に背中を撫でてくれる手のひらが温かく、とても優しかった。

「辛いことを、思い出させたかな。……ごめん」

「違うんです。ただ……父のことを、こんな風に誰かと話をするのが久しぶりで」

　父のことを思い出して悲しむという段階は、すでに過ぎ去った。今はただ、喪った大切な人の思い出を共有できるということが嬉しい。

　こぼれた涙を拭おうと、紗江がそっと右手を持ちあげる。すると、その手を恭崇の手が握り締めた。

　——次の瞬間、唇に温かく柔らかい感触を覚えた。

「え、と……」

「……すまない。どうしても、紗江に触れたくなったんだ。——ずるいって、思った？」

　キスをされたのだと気づいたのは、恭崇がそう尋ねてきたあとだった。

　一瞬混乱した紗江だったが、彼を拒絶することはしなかった。

　優しく慰めるようなキスをした恭崇の表情は、まるで紗江のことを慈しむかのようだった。突然触れられたことに驚きはしたものの、不思議と嫌な気持ちはしない。

（専務の——今の、表情……）

　唇が離れる間際、恭崇が浮かべていた表情。それはどこか悲しげで、縋りつくかのような弱々しさが滲んでいた。

　恭崇は、自分と同じように大切な人を失った寂しさを知っている——そう思うと、どうしても彼を拒絶する気にはなれなかった。

　ふるふると首を横に振った紗江は、体から力を抜いた。

「これは、強制でも命令でもない。嫌だったら振りほどいてくれ。……そうじゃないと、もっと……君を求めてしまうと思う」

　にわかに情欲が滲んだ声が、鼓膜を揺らす。

　右手はそれほど強く握られているわけではなく、紗江が嫌だと言えば彼はすぐに手を放してくれるだろう。

（きっと、振り払ったからって態度が変わるような人じゃないっていうのは、わかる……けど……）

　触れあった肌の温かさが、どうしようもなく離れがたいような気持ちにさせる。

　彼とまともに会話を交わすようになったのは、ほんの数日前だ。久遠寺恭崇がどんな人間かということを、紗江は仕事の面でしか知らない。それも、専務取締役として働いている彼のさらに一部分だけだ。

「わたしを——可哀想って、思ったからですか」

「それは違う。断じて……憐憫なんかじゃない。それに、こんなことをするために君を家に越させてきたわけでもない。——俺自身、どうしたらいいのかわからないんだ」

　まるで迷子のような表情を浮かべる恭崇は、ひどく頼りなさげに顔を伏せた。

　その表情が、どこか子どもの頃の自分と重なる——大事な父を亡くし、途方に暮れていた自分の姿が恭崇と重なって、ひどく胸が苦しくなった。

「恭崇さん……」

　気が付くと、紗江は彼の体をぎゅっと抱きしめていた。

　広い恭崇の背に腕を回して、ぎゅっと手に力を籠める。すると、彼はハッとしたような表情を浮かべて紗江のことを見つめてきた。

　その表情が、ひどく愛しい。

　紗江は、やがて自分から恭崇の唇に自分のそれを押し付けた。

「んっ……」

「っ、は——紗江……」

　情動に突き動かされるまま、恭崇がきつく紗江の体を抱きしめる。痛いほどに強く抱かれながら、紗江は触れていた唇をうっすらと開いた。

「ぁ、ん……んっ、ふ——」

　ぬるりと入り込んできた舌先が、様子を窺うように歯列をなぞる。

　一度彼を受け入れると、くちづけはどんどん深くなるばかりだった。角度を変えて何度か唇を吸われ、挿入された舌は縮こまる紗江のそれを絡めとり、徐々に激しく愛撫してくる。

「んく、ぅっ……ッ、ン……あ、ぁうっ」

　呼吸が苦しくなるほどに咥内をまさぐられ、紗江は恭崇が着ていたシャツの胸元をぎゅっと掴んだ。

　頭の奥が痺れるほどの、甘くて熱いキス——ちゅ、と音を立てて二つの唇が触れ合うたびに、体から力が抜けてお腹の奥の方がじんわりと熱を宿していく。

「ぁ、んっ。ちゅ……は、ぁんっ」

「紗江、紗江——だめだ。ここじゃ……もっと欲しい。もっと——君の、すべてを」

　掠れて欲望を宿した声に、鼓膜が揺らされる。

　それを、紗江が拒むことはなかった。ほんの小さく頷くと、恭崇が彼女の体を抱えて立ち上がる。

「ひゃ……」

「部屋まで、少し我慢して」

　軽々と体を持ち上げられて驚きの声を上げる紗江に、恭崇は短くそう命じた。

　余裕のない声音が耳の近くで聞こえると、体がびくっと震えて力が入らなくなる。

「は、はい」

　恭崇の部屋は、リビングから一番遠い場所にある。逆に玄関を入ってすぐのところにあり、彼のプライベートスペースということもあって紗江も近づかなかった。

　廊下を渡り、恭崇は片手で紗江のことを抱えたままドアを開ける——彼の部屋は、リビングと同じモノトーン調のシンプルなものだった。違いがあるとすれば、白を基調としたリビングとは違い、彼の部屋は壁やサイドテーブルが黒やダークグレーで構成されている。

（ここが、恭崇さんの部屋……）

　抱きしめられた時に感じていた彼の香りが、部屋の中ではより強くなる。ちらりと見えたデスクの上にアロマディフューザーが置いてあるので、その香りかもしれない。

「……下ろすよ」

　その声とともに、紗江の体はベッドの上に下ろされた。仰向けになった体の上に覆いかぶさる恭崇は、目元に落ちた影がひどく艶っぽい。

「もう一度だけ、確認する。本当にいいの？　俺は……」

「だ、大丈夫、です。ただ——あの、は、はじめてなので——」

　震える声で、ようやく紗江はそう告げた。実は、紗江には今まで男性経験というものがない。学生時代は家族を亡くしたばかりで気持ちの折り合いがつかず、社会人になってからは多忙で出会いもなかった。

　それを恥だとは思っていないが、できればほんの少し優しくしてほしい。

　そんな思いを込めて呟いた言葉に、恭崇はうっすらとした笑みを唇に刻んだ。

「ん——わかった。それだったら、全部俺に任せて」

「ぁっ……ん、んぅ」

　先ほどと同じように唇を重ね合わせて、今度はついばむようなくちづけを交わしあう。

　ふにりと柔らかいそれが何度も押し当てられているうちに、また腹の奥の方がじわじわと熱くなってきた。

「ふ、ぅうっ……ン、ぁっ」

　ちゅ、と軽くリップ音を立てられたかと思うと、再び彼の舌が紗江の唇を舐めた。

　けれど、それは先ほどのように咥内を犯すことなく、ゆっくりと首筋を這う。

「ひゃ、ぅあっ……んぅっ——」

　くすぐったさと、妙な浮遊感のようなものが同時に押し寄せる——唾液が乾き、ざらついた舌の感触が敏感になりつつある肌を刺激してきた。

　思わず甘ったるい声を出してしまった紗江は慌てて口を押さえたが、恭崇はそんな彼女の首筋に唇を押し当ててそっと囁いてきた。

「声は我慢しなくていい。俺しか聞いてないから」

「だ、って……ぁ、やっ——ふ、ァぁっ……！」

　恭崇に聞かれるのが恥ずかしいのに、どうしてそんなことを言うんだろう——徐々に湧き上がってくる快感に戸惑いながら、紗江はされるがままに声を上げるしかできない。

「力を抜いて。大きく息を吐きながらベッドに体を預けるんだ」

　ちゅ、と首筋を軽く吸い上げてから、恭崇は優しい口調でそう諭してくる。

　まるで導くような言葉に従って、紗江は深く息を吐いた。

「は——ぁ、あ……」

　言われた通りに息を吐く紗江の腹に、恭崇が大きな手のひらを乗せた。まるで「いい子だ」とでも言いたげに彼女の下腹部を撫でると、今度はその手が服の中に侵入してくる。

「んっ……」

　着ていた服の裾がめくり上げられ、肌が冷たい外気に晒されるが、それ以上に恭崇の手のひらが熱い。

　彼がどうしようもなく興奮していることがわかると、妙な喜悦が体の内側に湧き上がってきた。

（恭崇さんの手、熱い……）

　ぼんやりとした頭の中で、手のひらの熱だけがリアルに感覚を揺さぶってくる。

　ゆっくりとした手つきで紗江の服を脱がせた恭崇は、今度は彼女の胸を覆っている下着に指をかけた。

「ま、っ……全部、脱ぐんですか」

「着たままでもいいけれど、服を汚したくはないだろう？　それに……布越しじゃなくて、ありのままの紗江に触れたいんだ」

　軽く紗江の上半身を抱きかかえた恭崇は、そのままブラジャーのホックを外してしまった。そのあまりの手際の良さに、紗江の喉がひゅっと音を立てる。

「ッ、んんっ……」

　ふるん、とまろび出た柔らかな双丘は、戒めから解放されたこともあってかわずかに震えていた。

　恭崇は張りのある乳房を見下ろしながら、ちろりと上唇を舐めた。獲物を狙うような、それでいて色気のあるその仕草に、またお腹の奥が切なく疼く。

「……触るのと舐めるの、どっちがいい？」

「え、舐めっ……そ、そんなこと、聞かれても」

　どちらがいいかと問われても、そんな恥ずかしい質問に答えられるはずがない。

　顔を真っ赤にして口ごもる紗江に、恭崇は笑みを浮かべて鼻先にキスをしてきた。

「じゃあ、俺が好きなようにしてもいい？」

「あの、お……お任せ、します」

　経験がない以上、全て恭崇に任せてしまおう。

　心地好い陶酔感と芽生えつつある快楽に身をゆだねるようにして、紗江はようやくそれだけを伝えた。

「ん——痛かったら言ってね」

　そう言うと、恭崇は右の乳房に顔を近づけ、その尖端を彩る蕾を舌の先端でつついた。

「ァあっ……！」

　まだ柔らかい蕾を舌先で愛撫し、乳房を軽く揉みしだいて刺激を加えていくと、徐々にその場所がしこりはじめる。

「んあ、ぁっ……だめ、そ、んなっ……ッあ、吸っちゃ……！」

　極めつけに、ちゅうぅっ……と柔肉を吸い上げられると、敏感な紅蕾がぷくりと勃ち上がった。

「ぁ、ひっ……ンぁ、あっ……」

　胸への刺激だけで、どんどん体の力が抜けていく。

　唾液をまぶした舌がちゅるちゅると肌をなぞる音と、与えられる微かな快感に、紗江はなす術もなくベッドの上に四肢を投げ出した。

　やがて恭崇が顔を上げると、たっぷりと愛撫された胸の頂がてらてらと濡れ光っているのが見て取れた。

「く、ぅ……はぁっ……」

「じゃあ、今度はこっち。もう少し頑張って、紗江」

「え——そ、そっちも？」

　右胸だけで、すでに紗江の頭の中は焼き切れてしまいそうなほどだった。

　同じように左の乳房も唇で愛撫されたら、今度はどうなってしまうかわからない——微かな不安に顔を歪ませる紗江に気付いたのか、恭崇は右手ですっぽりと彼女の左胸を包み込んだ。

「ぁ、んっ」

「左はこっち……紗江が気持ちよさそうにしてる顔を、もっと見たいから」

「そんな——ひぁっ、ァ、やぁっ」

　恭崇は唇での愛撫を行わなかった。

　その代わりに、大きな手のひらでぐにぐにと柔肉を揉みしだき、親指と人差し指の二本の指先で先端をコリュコリュと摘まみ始める。

「ひゃ、ぁうっ……ンっ、んぁっ」

　先ほどとは異なる、少し痛いほどの刺激——それなのに、体の奥底から湧き上がってくる愉悦がひっきりなしに紗江の喉を揺らし、甘い声を出させてくる。

「だ、だめっ……そんな風にされた、らぁっ」

　目に涙の膜が張り、視界が歪む。

　必死になって恭崇に懇願する紗江だったが、彼は甘い責め苦を止めてはくれなかった。それどころか、柔らかく淫靡な手つきで左胸を弄ってくる。

「そんな表情と声で『ダメ』なんて言われたら、もっと触りたくなっちゃうだろう？」

「えぇっ……あ、やっ……！」

　意地悪な恭崇の言葉に目を丸くするも、彼の手は止まってはくれない。

　むにむにと柔らかく乳房の形を変え、先端を転がすように摘まみ上げては押し込むのを繰り返す——次第に紗江の体からは力が抜けきり、無意識のうちに腰が揺らめくようになっていった。

「腰、揺れてる……気持ちよくなってきた？」

「やっ……しら、なっ……」

　湧き上がる快楽をこらえようとして足を擦り合わせると、その間からくちっ、と水っぽい音が聞こえた。

　いつの間にか濡れそぼっていた紗江の秘裂は、熱い蜜を宿して切なく疼いている。

「ンっ……」

　火照りきった肌の上を、恭崇の手がするりと這いまわる。

　艶めかしくはあるがいやらしい触れ方ではなく、少しかさついた肌の感触が心地好いとさえ思えた。

「もっと、たくさん触ってもいい？」

　頬に熱が集まっていくのを感じながら、紗江はふっと視線を落とした。

　上半身だけをきれいに脱がされ、下半身は一切乱されていない。だというのに、下着の中はすでにとろりとした蜜が溢れ出しそうになっていた。

「これも脱ごうか。紗江の体を、全部俺に見せて」

　スカートのホックを外した手が、そのまま太腿を降りてくる。

　ベッドの下に落ちたそれを視界に入れないようにしながら、紗江は身を縮こまらせた。

「そんなに緊張しないで。なんか……俺までドキドキしてきた」

「ドキドキ、するんですか？　専務が……？」

　顔立ちは俳優顔負け、柔和な態度とスマートな物腰で女性人気が高い恭崇のことだ。きっとこれまで、たくさんの女性と付き合ってきたのだろう——つまり、そういう経験だって豊富なはずだ。

　思っていたことをそのまま口に出した紗江だったが、恭崇は心外だと言いたげに唇を尖らせた。

「のべつ幕なしに女性を誘ったりはしないよ」

　小さく笑って、恭崇は紗江の履いていたショーツに手をかけた。

（じゃあ、どうしてわたしを——）

　先ほど感じた、逃れがたい焦燥感。

　触れられれば離れられないと強く感じるほどに覚えていた体の渇きが、紗江の体の内側に蘇ってくる。

　彼がなにを考えて自分をベッドに誘ったのか——それを考えていると、体がふるりと震えた。頭をよぎる疑問を塗りつぶすように、本能が彼に触れられたいと叫んでいる気がする。

「……怖い？　体、震えてる」

「こ、わい……です。あの——ごめんなさい、どうしたらいいのかわからなくて」

　彼が欲しい、もっと与えられたいと本能ではわかっているのに、体がそれについていかない。

　恭崇の前で生まれたままの姿をさらすことは恥ずかしく、性交の知識は知っていても経験がないため、ただ恐れだけが湧き上がってくる。

「——大丈夫。俺に、全部任せてほしい……紗江の全部を、俺が貰いうけるから」

　そう言うと、恭崇は紗江の唇に触れるだけのキスを落とした。

　柔らかなその感覚を味わっていると、足からショーツを抜き取られる。

「あっ……」

　ふっと、恭崇の目が細められた。

　普段は意志の強さと人懐っこさが同居している表情が、一気に艶を帯びた男のそれへと変質していく。

「いいね？」

　その答えに、否と答えるのは許されていなかった。

　口の中に溜まった唾液をごくっと飲み込んだ紗江は、こわばっていた体から再び力を抜く。

　彼を受け入れたい——自分の深い場所で、その思いが強くなるのがわかった。

「どうしても耐えられなくなったら、教えて。紗江のことを怖がらせたいわけじゃないんだ」

　緩やかに口角を持ち上げながら、恭崇は秘された場所へと指を滑りこませていった。

「ひ、ぅうっ……」

　ちゅぷ、と小さな音を立てる蜜口は、ゆっくりと彼の指先を飲み込んでいく。

　第一関節をぬかるみの中に埋めた恭崇は、その指で丁寧に浅い場所を出入りした。

「い……っ、ぁ」

　ほんの入り口をなぞられただけなのに、体に感じる異物感は強い。

　痛みはそれほど強くはなかったが、自分ではないなにかが柔らかい場所を蹂躙しようとする感覚に、思わず体が震える。

「ゆっくり息を吐いて——そう、力を抜くんだ。怖かったら、俺の手を握って」

　恭崇が開いている方の手を紗江に差し出すと、彼女はきゅっとそれを握り締めた。熱い手のひら同士を握り合わせると、少しだけ勇気が出てくる。

「あ、ありがとうございます……大丈夫、です」

　覚悟をして頷くと、挿入された指先がより深くに突き立てられる——軽く息を詰めながら、紗江はきゅっと恭崇の手を握り締めた。

「んぁ……っ」

　膣内をたっぷりと潤す蜜をかき混ぜられ、指の腹でじっくりと媚肉をなぞられると、次第に快楽が芽吹きだす。

　丹念で、少しもどかしいほどの愛撫を受けた紗江の肌に、恭崇はそっと唇を寄せた。柔らかい肌に吸いつくと、ちゅっと音を立ててキスを繰り返す。

「ひゃぅっ！　な、なに……」

　最初はお腹にキスをされたかと思うと、今度はまた乳房に顔を近づけてくる。

　先ほどの身悶えするような愉悦を思い出した紗江は体をこわばらせたが、恭崇は色づいた花蕾をねぶると同時に蜜壺の中の指をクッと折り曲げた。

「ぁ、あぁうっ……！　ぁ、やぁっ」

　その瞬間、それまでとは比べ物にならないほどの刺激が体を駆け巡る。

　ちゅ、ちゅ、と軽く肌を吸われながら指を動かされるたびに、紗江の唇からは甘く艶めいた声がこぼれ落ちていく。恭崇はその様子を見て、満足そうな笑みを浮かべた。

「ねぇ、紗江——少しずつ、気持ちよくなってきた？」

「わ、かりませ……ぁ、あんっ」

　どこからどこまでが「気持ちいい」なのか、今の紗江にはもうわからない——初めての感覚に混乱する紗江が息を荒くしてそう答えると、恭崇は「なるほど」と呟いて片眉を上げた。

「じゃあ、こっちも試してみようかな……ごめんね、一回手を放すよ」

　攪拌された愛蜜がくち、と音を立てたかと思うと、恭崇の指先がするりと肉筒から引き抜かれる。それと同時に、繋いでいた二人の手がふっと離れた。

「あ……」

　遠くなる体温に、名残惜しげな声がこぼれる。

　けれど、自分の上着を脱ぎ始めた恭崇の姿にぎゅっと胸が苦しくなる——痛いほどに胸が高鳴る経験なんて、今まで一度もなかった。

　熱に突き動かされるままにこうして抱き合おうとしているけれど、この感情がなんであるのかを紗江はうまく言葉にできない。

「そんなに見られると、ちょっと照れるな」

「ぁ、ご、ごめんなさい……」

「いや、いいんだ。大丈夫だよ……紗江の反応が可愛いから、少し意地悪をしたくなったんだ」

　服を脱ぎ捨てた恭崇は、そう笑うと体をかがめ、紗江の足を更に大きく広げた。

　彼の眼前に濡れそぼった秘処を晒すことになり、また顔が熱くなってきてしまう。

「あんまり、見ないでください……」

「それは——ちょっと、できない相談かな」

　隠されていた場所をまじまじと見下ろされるのは、さすがに恥ずかしい。だが、恭崇はそれをあっさりと却下すると、濡れ光る蜜口に舌を伸ばした。

「ッあ……！　ぁうっ、ン、ぅうっ」

　唾液をたっぷりとまぶした舌が、それまで彼の指先を受け入れていた蜜口に侵入してくる。

　指とはまた違った感覚に震えを感じながら、紗江は必死でシーツを掴んだ。

「んくぅっ……っン、ぁ、あっ」

　ちゅるちゅると淫靡な水音を奏でながら蜜壺を舌で愛撫されると、恭崇の鼻先が勃ちあがってきた花芽に擦れてまた別の快楽を生み出していく。

　指先よりも浅い場所を舐められているのに、その熱はじわじわと膣奥——子宮にまで伝播して甘美な痺れを巻き起こした。

「こっちも、ちゃんと感じる？」

「ぁ、ふぁッ……！」

　ピンッと指先で淫芽を弾かれて、思わず腰が浮き上がる。

　体に電流が駆け抜けるような刺激に、つい高い声を上げてしまった。

　すると、恭崇はそれまで蜜口を弄いらっていた唇を少しだけずらし、敏感な淫芽を軽く食んできた。

「ひゃうっ！　ぁ、だめっ……それ、はぁっ……！」

　強烈な淫楽に紗江はいやいやと首を振ったが、彼は制止を一切聞かずにその場所を軽く吸い上げては舐り、唇で軽く食むのを繰り返す。

「あ、くぅぅっ……！　や、ぁ、ああっ」

　ちゅるちゅるとわざとらしく水音を立て、恭崇は紗江の羞恥と情感をたっぷりと煽ってくる。

「だめ、き、汚い、からっ……」

　耐えきれなくなってなんとか彼から逃げようと体をよじっても、恭崇はしっかりと紗江の足を掴んで逃がしてくれない。

「汚くない……紗江が感じてるところ、もっと見たいから——ね、このままイッて」

　しっかりと足を押さえていた恭崇の片手が、柔らかい腿から離れていく。

　離れた指先は再び蜜を湛えた入口をなぞり、舌が花芽を舐るのと同時に膣肉を刺激し始めた。

「は、ぁあッ！　や、ぁんっ、あ、あぁっ！」

　強すぎる快感に、腰がガクガクと揺れる。

　そのたびに紗江の白い腹が波打ち、未知の感覚から逃れようと脚がシーツを蹴ろうとした。

　だが、恭崇は柔和な見た目にそぐわぬ力で紗江の体を押さえており、わだかまる熱の逃げ場所はどこにもない。

「だめ、だ、めぇっ……！　変にっ——な、っちゃうぅ……」

　恭崇の手で、明確になにかが変えられていく。

　唇の端から飲み込めなかった唾液を垂らし、目元を潤ませた紗江は必死の思いで懇願した。これ以上はいけない。そう本能が告げている。

「あ、ぁあっ——や、ンっ……」

　けれども、意地悪な恭崇はさらに激しく指を動かし、そしてある一点を見つけたらしい。

　ひときわ甲高く紗江が喘ぐその一点——そこを執拗に責めながら、吐息交じりの声が笑う。

「変に、なって。俺の手で乱れて、舌で喘いで——もっと、俺を感じてくれ」

　濡れた吐息が下生えを揺らし、ぢゅうぅっ……ときつく陰核を吸い上げた。

「ッああっ……！　ぁ、ひっ——」

　次の瞬間、頭の中が真っ白く塗りつぶされるかのような法悦が紗江の体を包み込んだ。

　はくはくと口を開閉させても息が上手く吸えず、こわばって震える体は紗江の愉楽が極点に到達したことを告げていた。

「ぁ、はぅっ……ひ、んッ……」

　乱れた呼吸を直すこともままならず、紗江はしばしの間ベッドの上で呆然とするしかなかった。

「い、まのって……」

　初めての絶頂に、体のそこかしこが火照り力が入らなくなった。指先一つ動かすのさえも億劫になる中、紗江はおずおずと恭崇に視線を向ける。

「上手にイけたね。すごく可愛かった……ここも、もっとトロトロになってほぐれたみたい」

　ようやく力の抜けてきた体を見下ろして、彼はベッドの上で膝立ちになった。

　嬉しそうに目を細めながら、てらてらと濡れた唇を軽く舐めとる。その仕草が妙に艶っぽくて、また紗江の下腹部がきゅんと疼いた。

「俺も、もう限界——」

　ふ、と息を吐きだした恭崇が、カチャカチャとベルトを外す——そこから取り出されたたくましい屹立に、紗江は思わず息をのんだ。

「そ、それ……？」

「君が許してくれるなら」

　誰と比較ができるわけでもないが、恭崇のそれはおそらく大きい。指先だけでも苦しさを伴っていたのに、本当に自分がそれを受け入れることができるのだろうか——そんな不安が、頭をもたげてきた。

「……そんなに情熱的に見つめられると、ちょっと照れるな」

「えっ、あの——ごめんなさい」

「謝らなくてもいいけど……そうだな、期待されてるって、思ってもいい？」

　ベッドサイドにあるテーブルの引き出しから避妊具を取り出した恭崇が、それを自らの肉楔に取りつける。

　——覚悟はしている。多少の不安はあれど、そうでなければ彼のキスを受け入れたりはしなかった。

「返事がないのは肯定って捉えるよ」

　避妊具に覆われた切っ先が、蕩けた蜜口に宛がわれる。

　挿入の予感にぐっと息を詰めると、円い切っ先がぐぬ、と押し込まれた。

「は、ぁぅっ……」

　指先とも舌先とも違う、圧倒的な熱と質量——鈍い痛みを感じながらも、紗江の媚肉は押し入ってくる肉杭を柔らかく包み込んだ。

「ぁ、ぐっ……ン、うっ……」

「きつ……いや、痛いよな。俺の背中、爪立ててもいいから……」

　切ない声を出した恭崇が、紗江の手を取って自分の背中に腕を回させた。

　楔が奥へ奥へと突き立てられるごとに痛みは増すが、紗江は健気に唇を噛むばかりだ。

「大丈夫、ですっ……ッふ、ぁ」

　深く息を吐くと、その分痛みが和らいだ気がした。

　けれど、そうすると腹部の圧迫感と異物感をより強く覚えることになる。

「あっ、ぁ……やすたか、さんっ……」

　苦しくて、どうしてだか泣きたくなって、意図せずに恭崇の名を呼んだ。

　すると、彼は揺らぐ心を宥めるかのようにキスをしてくれる。

「ん……紗江、大丈夫」

　優しい声音とくちづけが、痛みと不安で波立つ心を静めてくれる。彼に名前を呼ばれて、大きな手で額に触れられるだけで、不思議な安心感があった。

「奥まで、ちゃんと全部入った——頑張ったね」

「これで、全部……」

　はふ、と息を吐く紗江は、自分の中で脈動している恭崇を感じてふるりと肩を震わせた。

「苦しくない？」

「なか……熱い、です。すごく……」

　震える声でそう答えると、恭崇はもう一度紗江にキスをしてくれた。

　濡れた舌がそっと唇を舐めて、顔を上げた彼がいたずらっぽく笑う。

「あんまり煽ったら、酷くしちゃうかも。できるだけ優しくしたいけど——ん、紗江のナカ、温かくて……」

　ゆるゆると腰を揺らし始めた恭崇が、陶酔したような声を出す。

　狭い膣内を拡げるように、抽送はゆっくりしたものだった。それが何度か繰り返されると、挿入時に感じた疼痛は徐々に和らいでくる。

「ぁ、う……んぁ、あ……」

　ゆるゆるとした律動を繰り返されて、痛苦をこらえる声には次第に甘い響きが混じり始めた。

　痛い——けれど、その痛みの向こう側に、かすかに感じるものがある。

「ぁ、あっ——ンっ、ふ……」

　恭崇が少しずつ、抽送を強めてくる——それと合わせて絡まる水音も大きくなり、ずちゅずちゅという卑猥な音が聴覚を犯していくのがわかった。

「ッく……思ってたより、ずっと——」

　余裕めいた表情を崩した恭崇が、ヒクっと口角を上げる。それと同時に腰が引かれ、ギリギリまで肉竿が抜き取られた。

「ぁ、んんっ！」

　思い切り腰を引かれた時、うねる媚肉が名残惜しげに肉竿へと絡みつく。突き上げる動きで最奥までねじ込まれると、圧迫感と快感が一緒になって押し寄せてきた。

「ひゃ、ぁあっ……ァっ、ん、恭崇さんっ……！」

　快楽が痛みを上回ったその瞬間を、恭崇は見逃さない。

　紗江が声を上げた場所と、先ほど指先で探り当てた場所を確かめながら、的確にそこを刺激し、堪えきれないほどの愉悦を与えてくる。

「ここだ……ここが、紗江が一番気持ちよくなれるところ」

「そん、ッ……あっ、ァ、やっ、ンんっ——」

　もっと強く、もっと激しく触れてほしい。

　抽送が徐々に強くなり速度を増すごとに、紗江の脳裏にはそんな考えがよぎった。

　互いが持てあます熱のままに抱き合って、貪られたいという欲が、最奥を穿たれるたびに強くなる。

「ぁ、もっ……」

　もっと、と声を出しそうになって、紗江は慌てて口を噤んだ。

　恭崇とは恋人同士でも何でもない。イレギュラーがあって彼の家に間借りする形とはなっているが、本来はただの上司と部下の関係だ。

　きっと今日のことは、一夜の夢のようなものだろう。そう思わないと、あさましく彼を求めてしまう心を止められそうもなかった。

「紗江。……もっとって、言った？」

「ち、がっ……ぁ、あんっ！」

「——じゃあ、俺が言うよ。もっと欲しがって……俺が欲しいって言って」

　紗江が口走りそうになったことを、恭崇はお見通しだったらしい。

　不思議な力のこもった目でじっと見つめられて、紗江は眩暈を覚えながら口元に手を当てた。ぴったりとくっついたお互いの下腹部に、つ……と汗が流れる。

「……もっと、ください」

「なにを？」

「恭崇さん、を……わたしに、ください」

　まるで、糸に吊られた操り人形のような。誘われるままに口をついて出た言葉は紛れもなく本心だったが、柔らかい口調と熱のこもった視線で迫られるとそれを隠すこともできない。

　震える懇願を聞き届けた恭崇は、ぐいっと腰を引くと、そのまま一気に己の肉楔を最奥まで打ち込んだ。

「ひゃ、ぅうっ……！」

　強く最奥を突き上げられた紗江は甘ったるい声をこぼしたが、それをかき消してしまうほどに肌と肌がぶつかり合う音が響く。

　痛みを超えて蕩けてきた媚肉はきゅうきゅうと恭崇のそれを食い締め、貪欲に快楽を求めようとしていた。

「ぁっ、あ、やぁぁッ」

　頭の中がぐちゃぐちゃになってしまうのではないかと思えるほどの愉悦に耐えられなくなる。感覚のすべてを恭崇に支配されているようで、けれどそれはひどく心地がいいものだった。

「ん……紗江、口を——」

　あけて、と唇の動きだけで命じられて、紗江はそれを黙って受け入れた。

　そっと唇を開くと、熱い舌が入り込んできて口蓋をなぞる。

「んンっ……ん、ぁっ……」

　呼吸さえも支配された紗江は、陶酔の淵で確かな幸せを感じた。

　これまで覚えたことのない多幸感は、先ほどまで純潔であった体に淫靡な悦びをもたらしてくる。

「ッん、ぁっ……あ、むぅっ……」

　互いの肌がぶつかり、擦れあう。

　濡れた吐息を混ぜ合わせながら繰り返されるくちづけの合間に、蜜壺を穿つ強さがどんどん強くなっていく。

（どうにか、なってしまいそう——）

　もっと欲しい、と口に出した紗江の望みを、恭崇はしっかりと叶えてくれる。

　そんな彼に報いたいのか、紗江の体はいやらしく蠢動して強い快感を生み出しあっていた。

「ッは、紗江——」

　理性の箍はとっくに崩れ落ちて、二人は本能でつながりあっていた。

　快楽の誘いざないに堕ちていく紗江は恭崇の背にしっかりと手を回し、激しくなる律動を享受した。

「ん、ぅうっ……恭崇、さんッ……あぁっ、ァ、や、く——ンんっ……！」

　突き上げられるごとに、眼前で星が散る。

　彼の名前を呼ぶだけで舌先は心地よく揺れ、力強いピストンを受け止めようと指先に力がこもった。

「あっ、あぁ——だめっ、ァ、ああっ！」

「ッく——」

　ずんっ、とひときわ強く突き上げられた瞬間、紗江の世界は不規則に明滅した。

　それと同時に、恭崇が動きを止めて切なく眉を寄せる。——避妊具越しに伝わる熱に、彼もまた絶頂を極めたのが伝わってきた。

「は、ぁっ……あ……」

　もう一度、名前を呼びたかった。

　けれど、二度の絶頂を極めた体はすっかり力尽き、うまく言葉を伝えることもできない。

「ぁ、ふっ……」

「頑張ったね、紗江——最後の方、痛くなかった？」

　息も絶え絶えの紗江とは対照的に、恭崇は繋がりあったままの状態で紗江の額に張り付いた髪を除けてくれた。

「はい……」

　ようよう返事をすると、彼は嬉しそうに目元をほころばせ、そして鼻先に優しいキスを落としてくれる。

「眠っていいよ。あとは全部俺に任せて」

　するりと頬を撫でる指先に誘われるようにして、紗江は深く息を吐いた。もう少し起きていたい——その心に反して、瞼はどんどん重くなっていく。

「……恭崇さん」

　覚醒と眠りの狭間で呟いた名前に、恭崇は柔らかい表情を浮かべてもう一度彼女に唇を落としたのだった。

　

　

　再び紗江の意識が浮上したのは、それからしばらく時間が経ってからだった。

　遮光カーテンのせいで部屋は薄暗く、見慣れぬ天井が視界いっぱいに広がっていることに、起き抜けの紗江はしばし呆然とした。

「あれ、わたしって……」

　夢も見ないほどに深く眠ったのは久しぶりかもしれない。

　頭の中にわだかまっていた靄が晴れていくと、次第に昨夜のことも思い起こされる。

（そうか……ここ、久遠寺専務の——恭崇さんの家だ）

　昨日はこの家に引っ越しをして、恭崇と父の思い出話をして——そして、この部屋で彼に抱かれた。

　体に残る気怠さとかすかな痛みが、昨晩の情交が現実だったことを教えてくれる。

「……全部、恭崇さんがしてくれたんだ」

　昨日は全裸のまま眠ってしまったはずだったが、紗江の体はしっかりと清められ、彼の私物と思われるオーバーサイズのＴシャツまで着せられていた。下着はつけていなかったが、おかげで寒さはあまり感じない。

「おはよう。目が覚めた？」

「ひゃっ……や、恭崇さんっ……そこにいたんですか……」

　これからどうしよう、と漠然と考えていた紗江の頭上から声がかかったのはその時だった。

　声のした方向に視線を向けると、そこには二人分のマグカップを持った恭崇が立っている。

「飲み物を持ってきたんだ。ブラックでいいんだよね？」

「ぁ……ブ、ブラックで大丈夫です。ありがとうございます——その、色々していただいて」

　寝ている間に彼がなにをしてくれたのかを詳細に考えようとすると、羞恥で爆発しそうになる。一度考えることはやめにして、紗江は温かいコーヒーが入ったカップを受け取った。

「うん？　あぁ……大したことじゃないよ。着替えを勝手に漁るわけにはいかなかったから、服は俺のだけど……」

「いえ——なにからなにまで、本当に……」

　そこで、一瞬の静寂が二人の間をよぎる。

　昨日はまるで、酒に酔ったような高揚感と酩酊感の中でお互いを求めあった。

　だが、夜が明けて我に返るとなかなかにとんでもないことをしてしまったという実感がわいてくる。

（付き合ってもいないのに——間借りして初日から、あんなことをしちゃうなんて……）

　後悔をしているわけではないが、これから恭崇にどう接していいかが非常に悩ましい。

　熱いコーヒーを飲みながら、紗江は次に発する言葉を探しあぐねていた。

「昨日は、無理をさせたかな」

「えっ？　いえ……その。逆に背中に——傷をつけてしまって、申し訳ありませんでした」

　あの瞬間は熱に浮かされて気付いていなかったが、思えば彼の背中に思い切り爪を立ててしまった。それを詫びると、恭崇はあっけらかんとした笑みを浮かべた。

「あんなの、傷でもなんでもないよ。それに、わけがわからなくなるくらい紗江が感じてくれたなら、俺としても男冥利に尽きるというか」

　手に持ったマグカップを傾けながら笑う恭崇に、また胸の奥がむず痒くなる。

　行為中にかけられた優しい言葉や、触れられた熱が、まだ紗江の体の中に感覚として残っている。

　彼との関係性に明確な名前があれば、その微笑み一つで素直に喜べたかもしれない——暗い考えが脳裏によぎる紗江に、恭崇は「そうだ」と呟いて首を傾げた。

「紗江さえよければ、治るまで見守ってみる？」

「え……せ、背中をですか？」

　いきなりなにを言い出したのかと目を丸くする紗江を見て、恭崇はクスクスと笑いだした。

「冗談だよ。そんなに顔を真っ赤にしなくても——あ、でもいいな。そういう表情、すっごく可愛いと思う」

「からかわないでください……！　びっくりしたじゃないですか！」

「ごめんごめん。でも、からかってるわけじゃないよ。可愛いって思ったのは本心……こんなこと、嘘をついても仕方がないだろう？　これから一緒に住むのに、不誠実なことはできない」

　恭崇の言葉に反論できず、紗江はそのまま黙り込んだ。

　すると、彼は飲み終わったマグカップをベッドサイドに置いて、くしゃりと紗江の頭を撫でてきた。

「ふ、あぁっ!?」

「これからよろしくね。家族以外の誰かと暮らすのなんて初めてだから、色々迷惑かけちゃうかもしれないけど……困ったことがあったら何でも言って」

「わかりました！　わかりましたから頭を撫でるのはっ……！」

　柔らかく頭を撫でてくる手をかわそうとするけれど、存外大きな彼の手のひらからはなかなか逃げられない。

　相変わらず嬉しそうに笑い続けている恭崇に降参の意味を込めて両手を上げながら、紗江はこれからの暮らしに思いを馳せるのだった。







第二章　不安は消えずに








　恭崇と暮らし始めて一か月——その間、紗江の暮らしは驚くほどに穏やかなものだった。

　家に帰ってきて同居人がいるという暮らしは、それまで一人暮らしをしていた紗江にとって、新鮮ながらも張り合いがある日々だった。

（同居初日にあんなことしちゃって、どうなることかと思ったけど……）

　この家に越してきたその日に恭崇とベッドを共にして以来、彼は一度も紗江に触れてはこなかった。もちろん紗江から彼を誘うことはないし、二人はシェアメイトとして適度に距離を保った関係を続けていた。

「……ん？」

　休日の朝。自室で目を覚ました紗江がリビングに向かうと、部屋の中央に置かれたテーブルの上には大量の書類が散らばっていた。

（これは——もしかして）

　足音を立てずにテーブルと、ブラウンの本革張りソファに近づいた紗江は、その上で体を小さく丸めて寝息を立てている恭崇を発見した。

「恭崇さん……またソファで寝たんですか。いくらエアコンつけてるからって、そのうち本当に風邪ひきますよ？」

「ん……？　あれ、紗江——あー、ごめん。海外クライアント向けの資料作ってたら、いつの間にか寝てた……」

　同居を始めて一か月。恭崇がリビングで仕事をしながら寝ていたのはこれで七回目だ。

「トルコの貿易商から、この前見本市で紹介した作品を買い付けたいっていう連絡があってね。結構大規模な商談になりそうだから、つい力が入っちゃって……」

「だからって、ソファで寝落ちしないでください。それで体を壊したらどうしようもないんですから」

　恭崇と暮らすようになって、ある問題が紗江の頭を悩ませるようになった。

　それは、彼の仕事に対する熱意だ。もちろん、自分の仕事に対して邁進する恭崇の姿は尊敬できるし、素直に格好いいと思うが——夜遅くまで仕事をしてリビングのソファで寝てしまったり、紗江が声をかけるまで平気で食事もとらずにパソコンに向かっていたりする。

「もしかして、寝る時とか気になってた？　それは申し訳ない——」

「そうじゃなくて、心配なんです。ただでさえ忙しいのに、こんなところで寝るなんて……せめて夜は、ちゃんとベッドで寝てください」

　不摂生を指摘された恭崇は、まるで悪戯を咎められた子どものような表情を浮かべた。

「だって、時差があるからなるべく早めに話を進めておきたくて。結局第二事業部ウチって、第一事業部より実績も知名度もないから……せめて手の速さは負けたくないだろう？」

「それはわかりますけど——まずは、朝ごはんにしましょう。トーストでいいですか？」

「うん、ありがとう。とりあえず、俺はコレを片付けてくるね」

　コレ、と恭崇が指したのは、テーブルの上に散乱した書類とノートパソコンだ。

　ガサガサと音を立てて書類をかき集めた恭崇は、書斎を兼ねている自分の部屋へとそれを運んでいった。

（恭崇さんって、ずっとこんな風に暮らしてたのかな——あれじゃ本当に、いつ体を壊してもおかしくないじゃない）

　恭崇が言いたいことは、紗江にもよくわかる。

　長らく硝子製造業で国内シェアの大部分を担っていた第一事業部は、新しくできた第二事業部をなにかと目の敵にしてくる。それは、現場で働いている紗江も肌で実感していた。

　非常に新しい部署ながら人気のドラマやアニメとのコラボレーションも多く、恭崇の整った外見も相まってメディア露出は多い。

　だが、社会的な知名度でいえばまだまだ第一事業部の方が上だ。社屋も少し離れており、互いの部署が相手をライバル視しているきらいさえある。

　そういう経緯や背景もあって、第一事業部と第二事業部の溝はなかなかに深かった。

「……わかってる、けど」

　目玉焼きを焼きながら、紗江は深いため息をついた。

　恭崇の働き方は、彼が他の社員たちに提唱している働き方とは真逆だ。プライベートまでみっちり仕事を詰め込んでいる姿を見ていると、紗江の脳裏に父が倒れた時を思い起こさせる。

「おまたせ——紗江、どうしたの？」

「え？　あぁ……っと、朝ごはんできましたよ。今お湯も沸かしているので、コーヒーもすぐ淹れられます」

　朝食はシンプルで、目玉焼きと焼いたウインナー、スープは小分けにして冷凍してあるのを温めたものだ。それにトーストとコーヒーを用意して、二人分の食事をテーブルに並べる。

「いただきます……あぁ、そうだ。来週なんだけど、俺月曜からこっちに帰ってこないから、食事とかも紗江の好きなものを食べて」

「出張ですか？」

「出張は水曜と木曜なんだけど——月曜と火曜は、実家に顔を出さないといけないんだ。親父から呼び出されてね」

　やや渋い表情を浮かべて、恭崇はバターをたっぷり塗ったトーストにかじりついた。

　実家、と言った時の声の低さからして、相当帰りたくないのだろう。

「社長からの呼び出し、ですか。もしかして、朝言ってたプロジェクトのことですか？」

「いや……その件に関しては一任されてるから、多分別のことだと思う。個人的なことじゃないかな」

　恭崇の口から語られる彼の父——久遠寺恭やす久ひさの情報は、それほど多くない。

　恭崇を『久遠寺家にふさわしい』人間に育てようとしたこと、それゆえに彼に厳しく接したこと、そして紗江の父が提案した海外進学を受け入れたこと。

　もちろん久遠寺テクノガラスの社長としての恭久のことは紗江も少しだけ知っているが、恭崇の言動の端々にはうんざりしたような感情が滲んでいる。

「そんなわけで、一週間近く家を空けるけど……寂しいな。その間紗江に会えないと思ったら、一週間まるっとすっ飛ばしたい気分」

「それは——電話とか、パソコンで通話とかしましょうよ。わたしは夜ならいつでも空いてますから」

　最近、恭崇はこういうことを言うようになった。

　紗江との同居生活に慣れてきたのか、柔らかく微笑みを浮かべながら「寂しい」と言われると、なんだか胸がドキドキしてしまう。

「それに、あんまりそういうことを他の人に言わない方がいいと思います」

「紗江にしか言わないよ。さっきのことだって、俺のことを心配してくれてるんだなって思ったし——紗江が来てから、家にいるのが楽しくなったんだ。今までは会社で仕事をして、うちに帰ってきても寝るだけだったしね」

　それは、恭崇の家で暮らすようになった紗江も同じだった。

　仕事を終えて、一人で食事をとって眠る——数年間続いてきた生活は、気楽ではあったが時折ひどく寂しさを覚える。

（専務と一緒に暮らして、すごく楽しいし……家事をするにしても張り合いがある。けど、わたしはきっと……専務のことが、好きなのかも）

　ふとした時に、恭崇のことを目で追ってしまう。会社にいても、家の中でも、頭の中は彼でいっぱいになっていた。それが恋であると自覚するまで、そう時間はかからなかった。

（でも、それだと専務に迷惑がかかる）

　公私混同を極力避けたいという恭崇に好意を寄せれば、彼を困らせてしまうのではないだろうか。

　善意で部屋を提供してくれた彼に迷惑だけはかけたくない。とくとくと心臓が音を立てるのをこらえながら、紗江は精いっぱい笑顔を作ってみせた。

「わ、わたしが変な誤解したらどうするんです？」

「誤解？　誤解ってどんな風に？」

　目玉焼きを口に運んだ恭崇が、そう尋ねて目を細める。

　首を傾げてゆっくり目を細める姿は、会社のプレゼンテーションで彼が鋭い質問をするときの予告のようなものだ。

「それは——あの、例えばですけど……恭崇さんが、わたしのことを好きなのかな、とか」

「そうだって言ったら、どうする？　俺が紗江のことを好きだって言ったら——迷惑かな」

　リビングの中の音が、一瞬すべて消えた。

　今、彼はなんと言ったのか——言葉の意味を理解できるようになるまで、たっぷり五秒の時間を要した。

　紗江の思考を現実に引き戻したのは、お皿とマグカップがぶつかる音だ。

「い、いえ……あの、いきなりそんなことを言われても」

「もちろん、紗江が混乱するのは仕方がないことだと思う」

　トーストの残りひとかけらを食べ終え、コーヒーを飲んだ恭崇は、じっと紗江の目を見つめた。

「ただ……俺が、そういう形で紗江のそばにいられたら幸せだなって思っただけなんだ。受け入れられないって言うなら、それはそれで構わない」

　恭崇の言葉に、紗江の心が大きく揺らぐ。

　彼への恋心を認識している中で告白されたのだから、嬉しくないはずがない。

　これで彼が、まったく紗江と関係ない赤の他人だったらすぐ判断することができただろう。

「受け入れられない、わけじゃありません。その……でも、わたしたちは上司と部下で——」

　毎日ではないにしろ、二人は会社で顔を合わせることになる。自分と交際していることで彼に迷惑が掛かりはしないかと、それが不安だった。

「プライベートを仕事に介入させることは好きじゃない。だから、俺は仕事で君を特別に取り立てたり、贔屓したりするつもりはない。逆に、喧嘩したからって不当に評価を下げることもないよ」

「で、でも……」

　恭崇がそういうことをする人ではないというのは、よく知っている。

　けれど、自分はどうだろう——彼のようにプライベートと仕事を器用に切り替えられる自信もない。

「わたしが、恭崇さんとそういう関係になって……仕事との区別がちゃんとつくのかが、少し心配なんです」

「問題ないと思うな。俺も、この一か月間一緒に住んで紗江のことを見てきたけど……ちゃんと仕事で成果は出してくれただろう？」

　その言葉に、紗江は思わず黙り込んだ。一緒に暮らしている間、彼もまた自分のことを見てくれていたのだと思うと、少しドキドキしてしまう。

「それに、もし俺たちの関係が恋人同士に変化して、それで何かが変わってしまうなら——対策はその時考えるのはどうかな。もちろん、時間が必要なら、もう少し考えてもらってもいいけど」

　恭崇の提案に、紗江はゆっくりと首を振った。彼がそこまで自分のことを見て、考えてくれたのなら、これ以上悩んでいても仕方がないような気がする。

「いえ……あの、大丈夫です」

　もちろん、恭崇が仕事をしている姿も好ましいと思う。

　けれど、それはあくまで久遠寺恭崇という個人の姿勢に対してであって、上司としての彼の姿に恋をしたわけではない。

　今の恭崇の言葉を聞いて、胸の中の不安がストンと取れた気がした。

「わたしでよければ……よろしくお願いします……！」

「そんなに固くならなくてもいいのに」

　肩に力を入れたまま頭を下げる紗江に、恭崇がくすくすと笑う。

「じゃあ、可愛い恋人のために来週一週間は頑張ろうかな」

「え、ええっ……！」

　空いた食器を片付けながらいたずらっぽく笑う恭崇に、紗江は真っ赤になりながら両手を振ったのだった。
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「榛原さんって、午後から打ち合わせ？」

「はい、第三会議室を借りてるので、リモートで作家さんと打ち合わせです。今度の総合展覧会で作品を出品する予定の、若い作家さんなんですけど」

　恭崇がいない数日間は、紗江もめまぐるしい忙しさだった。

　自分が担当している案件に加え、先輩が携わっている別の大型プロジェクトにも進行管理のヘルプ要員として駆り出されている。

　今日はその兼ね合いで、新しく作品制作を依頼する作家との打ち合わせがあった。

「副島そえじま柳市りゅういちさんっていう方です」

「あぁ、その人この前雑誌に出てなかった？　よくアポ取れたねぇ。今一押しの工芸作家じゃないか」

　感嘆の声を上げる課長に、紗江は少し得意げに微笑んだ。

「実は、以前小さなギャラリーで個展をされてたんですけど、その時に連絡先を交換していたんです」

　仕事と趣味の両方を兼ねて、紗江は休みの日に若手作家の個展に赴くことも多かった。

　小さなギャラリーやカフェなどを借りて行われる小規模なものだが、作家本人と話せる機会も多く、こういったところで繋がりが役に立ってくれる。

「へぇ、ラッキーだねぇ。じゃあ、打ち合わせが終わったら一度報告に来てくれるかな？」

「かしこまりました」

　用意した会議室でＷｅｂ会議の準備を整えた紗江は、手元に資料を広げて副島に通話をつなげた。

　商品企画課の仕事はこうして作家個人とやり取りを行ったり、コラボレーション先の担当者と納得がいくまで商品イメージをすり合わせたりすることもある。

　その中でも今回の打ち合わせは、作家と紗江が初対面ではないということもあってスムーズに進むかと思っていた。

　だが、Ｗｅｂ用の会議ツールで打ち合わせを進めているうちに、画面の向こうの相手が眉尻を下げた。

「すいません、もうちょっとお時間いただいても大丈夫ですか？　お話をいただいてから、ちょっと不安に思っていることがあって」

　副島柳市は、新潟で工房を営む若い青年だった。年頃は紗江と同じくらいで、不思議で独特な雰囲気を持っている。

「不安ですか？　どのような点でしょう」

「僕の作品を売り出していただけるのは嬉しいんですけど……僕の中の久遠寺さんのイメージが少しまとまっていなくて」

「イメージ……どういうところか、詳細を聞いても？」

「僕、生まれも育ちも新潟なんです。豪雪地帯で、久遠寺さんのガラスは雪の重さとか圧力に強かったり、断熱性が高かったりするって……コマーシャルでもよく見てきたので、建築資材系の会社だと思ってたんですよね」

　確かに、副島が言うことも紗江には理解できる。紗江がこの会社に入社した時には第二事業部は設立されたばかりで、有名企業とのコラボレーションなどもあまり活発ではなかった。

（確かに、ウチは豪雪地帯用の商品がかなり豊富だし……副島さんがそう思っても仕方がないことかも）

　工芸作家にとって、作品のイメージがまとまらないというのは大きな問題だろう。

「第二事業部さんとお仕事をさせていただくのはすごくありがたいと思うんですけど、既存のイメージのままだと僕の納得がいくものが作れる気がしなくて——もう少し構想を練りたいので、お時間いただいても大丈夫ですか？　いただいた資料とかも、もう一度読み込んできます」

　そう言うと、副島は申し訳なさそうに頭を下げた。

　紗江はこれからのスケジュールをパソコンの別ウィンドウに出しながら、大体の進行を頭の中で組み立てた。

「わかりました。スケジュールについてはあとで調整して、メールでお送りしますね。今回のプロジェクトは副島さんの作品を中心に展開していく予定なので、困ったことがあったら言ってください。できるだけのことはさせていただきます！」

「ありがとうございます——僕も、これだけ大掛かりな展示会に作品を出品するのが初めてで、すごく緊張してて……」

　若手工芸作家として有名になりつつある副島だったが、大企業との正式なコラボレーションはこれが初めてだという。

　それなら、最初は余裕をもって時間を取った方がいいだろう。企画の顔ともいえる彼の作品のクオリティを落とすわけにはいかない。

「大丈夫ですよ。先日お渡しした名刺に電話番号が書いてあるので、もし緊急でトラブルが発生したりしたらご連絡ください」

「なにからなにまでありがとうございます——じゃあ、少しお時間をいただきますね」

　ゆっくりと頭を下げた副島に礼を述べて、通話を終了する。

　一人会議室の中に残った紗江は、副島の制作スケジュールの延長から大体の進行予定を作成しなおし、課長へ報告するための簡単な資料を準備した。

（やっぱり、ウチの仕事ってなかなか浸透してないっていうか——知名度が低いというか……）

　設立間もない部署とはいえ、第二事業部については広報が積極的なプロモーションを行ってくれている。

　大型のコラボレーション企画も何度も行ってきたし、メディアで取り上げられた回数はこの数年で急上昇しているはずだ。

「うーん、人のイメージってなかなか変わらないなぁ」

　副島の言葉にショックを受けたわけではないが、自分たちがしている仕事がどれほど世間で認知されているのかを目の当たりにした気がする。

　歴史の深い第一事業部と知名度を比べること自体が間違っているのはわかるのだが、本音を言うと少し虚しい気分になるときもある。

（って……だめだめ、ネガティブになってる暇なんてないし——そう、前を向かなくちゃ）

　けれど、ここで一人落ち込んでいる暇はない。

　このプロジェクトの進行管理は紗江に任されていて、これから予定を組みなおして各部署に副島のサポートをお願いしなければならなかった。課長に今の打ち合わせ内容を報告する必要もあるし、やらなければならないことは目の前に山積みだった。

「課長、先ほどの打ち合わせの報告なんですが……」

　会議室から出て商品企画課に戻ってきた紗江は、さっそく今の打ち合わせの内容を伝えようと課長のデスクに向かった。

　だが、彼は慌ただしくパソコンのキーボードを叩きながら、緊急の案件に対応しているようだった。

「あぁ、ありがとう。悪いんだけど、あとでメールを送っておいてもらえるかな？　専務が出張から帰ってきたみたいでさ、予定より早く戻ってきたから、報告書の作成が終わってないんだ。だからこっちも手が離せなくて」

「専務が？　——わ、わかりました。今日中に送っておきます」

　予定では明日帰ってくるはずだった恭崇の出張が、取引先の都合で一日前倒しになったらしい。

　そのまま一日遊んできたらいいのに、と呟く声がどこかから聞こえたが、恭崇の性格からして自分の仕事が終わればさっさと帰ってくるだろう。

（あ……夕飯の準備、どうしよう。今日は帰ってこないと思ってたから、簡単に済ませるつもりだったけど——）

　自分のデスクに戻った紗江は、ふっとスマートフォンを開いてメッセージを確認してみる。まだ恭崇からの連絡はない。おそらく、彼も急なスケジュールの変更で忙しくしているのだろう。

「困ったなぁ……」

　恭崇はプライベートと仕事を徹底的に分けている。

　だから、彼が紗江と交際していることも、一緒に暮らしていることも会社の中で口外することはない。

　職場では上司と部下という関係をしっかり維持するために、紗江も彼と出勤の時間をずらし、職場では至極ビジネスライクに勤めた。

（まぁ、夕飯の連絡くらいなら大丈夫、かな……？）

　もし彼が家で食事をすると言ったら、仕事帰りに料理の材料を買い足していこう。

　そう考えて、紗江は手短な文章をアプリに打ち込んだ。

『お疲れ様です。今日お帰りなんですね。夕飯はどうしますか？』

　当然だが、すぐに既読マークがつくわけではない。

　送ったメッセージはそのままに、紗江は自分の仕事を進めることにしたのだった。

「……あ、返信きてる」

　しばらく仕事を進めた紗江が、休憩がてらスマートフォンを覗き込む。

　すると、送ったメッセージに既読マークがつき、それに対しての返信もあった。

『お疲れ様です。今日戻りますが、帰りは遅くなりそうです。食事は大丈夫なので、温かくしてゆっくり休んでください』

　まるで仕事相手とメッセージを交わしているような文面だが、二人の文字でのやり取りは大体このようなものだった。

（帰り、遅いんだ……）

　数日恭崇に会えていないため、色々と話したいこともあった。

　紗江の仕事もここからさらに忙しくなりそうなので、二人きりで過ごす時間を確保するのは難しくなるかもしれない。

（まぁ、仕方がないよね。恭崇さんだってお仕事なんだし……）

　自分のわがままで彼の邪魔をしたくはなかった。

　スタンプで『承知しました』と返信をすると、すぐに既読マークだけがつく。そのあと終業まで恭崇からのメッセージはなく、少々の残業のあとで紗江は帰路に就いた。

　結局、その日恭崇がマンションに帰ってきたのは日付が変わるギリギリ——部屋に戻って寝ようとしていた紗江と入れ替わるような形でリビングにやってきた彼の横顔は、いつもよりも濃い疲労に彩られていた。

　

　

「……おはようございます、恭崇さん。もう出勤ですか？」

「おはよう。うん——親父と少し話があってね。朝ごはん、作っておいてくれてありがとう。美味しかったよ」

　翌日、目を覚ました紗江がリビングに向かうと、すでに恭崇は出社の準備を整えていた。

　時刻は朝の六時四十五分。昨夜遅くに帰宅した彼だったが、すでに朝食も済ませてしまっていたらしい。

　作り置きしておいた朝食を食べてくれたのは嬉しいのだが、彼がちゃんと休息をとれたのかが心配になった。

「恭崇さん……昨日、ちゃんと眠れましたか？」

「おかげさまで。疲れてたから、時間は短くてもしっかり眠れたよ——じゃあ、俺はそろそろ出るね。紗江も気を付けて出社しておいで」

　そう言うと、恭崇は足早に部屋を出て行ってしまう。

　パジャマ姿の紗江は彼の背中を見送ってから、深いため息をついた。

（目の下、少しだけクマができてた……休めてるなんて嘘、つかなくてもいいのに）

　出張がそれほど過酷だったのか、それとも久遠寺本家への顔出しで疲弊したのか——本人から直接話を聞いていないのでなんとも言い難いが、少なくとも彼がしっかり眠れたようには見えなかった。

「忙しいからって、無理だけはしてほしくないんだけど……」

　恭崇にとって、今が頑張り時だというのはわかっている。

　つい昨日だって、紗江は自分たちがしている仕事の知名度がどれほど低いかを思い知ったばかりだ。おそらく彼は、その現状をしっかりと理解したうえで改善に努めようと走り回っているに違いない。

　けれど、だからといって無理をすれば体が悲鳴を上げてしまう。

「……だめ。恭崇さんは、お父さんとは違うもの……」

　昨日まで元気だった人が、突然顔を真っ青にして倒れる瞬間——。

　紗江はフラッシュバックする記憶を無理矢理押し込んで、軽く自分の頬を叩いた。

「後ろ向きになっちゃだめ。しっかりと、前を向く」

　それは、亡き父が紗江に遺してくれた遺言でもあった。

　どんなに辛いことがあっても前を向いていること——それはいつしか、紗江自身の座右の銘にもなった。

「恭崇さんだって頑張ってるんだから、わたしももっとしっかりしなくちゃ」

　気合いを入れなおした紗江は、食事の準備をし、それから少し早く家を出ることにした。

　本当は、もう少し二人で一緒に食事をしたり、話もしたい。そんな寂しさはあるが、仕事が忙しいのなら仕方がない。

（副島さんの件、昨日課長と先輩にもメールしたけど……追加で資料とか、送っておいた方がいいよね。イメージが固まりきらないって言ってたし——）

　恭崇と二人で住んでいるマンションから、会社へは地下鉄の駅二つを経由して到着する。

　時間帯が早くとも電車の中はそれなりの混みようで、紗江はそんなことを考えながら人波の中を出勤した。

「おはようございます」

　そう声をかけて商品企画課のドアを開けても、まだ他に出勤している者はいなかった。

　自分のデスクに荷物を下ろした紗江は、パソコンを立ち上げて仕事を開始する。

「あれっ、榛原さん早いね。なにか問題でも起きた？」

「おはようございます——いえ、昨日進捗報告した件が少し気になってて。副島さんに、直近の展覧会の資料とかをお送りしようかなぁって思ったんですけど」

　紗江にプロジェクトのヘルプを頼んだ先輩は、鞄を置くとパソコンの画面をのぞき込んできた。

「あー、昨日メールくれたやつだろ？　こっちでもできる限りのサポートはしたいけど……作家さんにイメージ湧かないって言われちゃうと、結構へこむよな」

「ご実家が新潟って言ってましたから、仕方がないですよ。ウチ、冬になると寒冷地で耐圧ガラスのコマーシャルどんどん打ってますし」

　知名度が低いのは仕方がないとして、これからどう副島に作品を作ってもらうかが問題だ。

　その方向性を話し合っていると、どんどん他の同僚たちが出勤し始め、あっという間に始業時間になってしまう。

「じゃあさ、資料の選定と送付はお願い。下手なの送っちゃうと逆に作品作りに支障が出ちゃうかもしれないから、個人のプロデュース展覧会より企業コラボのほうがいいかもしれない」

「わかりました。直近のパンフレットから選んでおきます」

「ありがとう。なにかあったらまたすぐに報告してくれると助かる……副島さんには、こっちからもフォロー入れとくよ」

　先輩の助言もあって、副島の一件は多少進展しそうだ。ホッとした紗江は、これからの自分のスケジュールを確認した。

　元々自分が抱えている案件も同時進行で進めつつ、各所へのメール返信——最近はやることが多くて、あっという間に午前中が終わってしまう。

　時間が過ぎる速さを感じながら、紗江は作っておいたお弁当を取り出そうと鞄に手を伸ばす。

　ランチタイムは休憩室でゆっくりしよう。そう考えて軽く伸びをした紗江がドアを開けようとすると、一人の女性が息せき切って走ってきた。

「すいません、久遠寺専務って今どこにいますかっ!?」

「どうしたんですか？」

　見るからに焦っている様子の女性は、受付を担当している社員だ。

　なにかあったのかと声をかける紗江に、彼女は困り果てた様子で首を傾げる。

「アポイントのないお客様がいらっしゃったんですけど……その、社長と専務にお会いしたいとおっしゃっていて」

「専務がどこにいるかは……課長、専務ってどちらにいるんですか？　お客様らしいですよ」

　仕事中の恭崇のスケジュールは、課長クラス以上には共有されているはずだ。

　上着と財布を手にランチに向かおうとしていた課長に尋ねると、彼はすぐに自分のパソコンを確認してくれた。

「専務？　午前中はマーケティング課のプレゼンテーションが入ってるな。多分長引いてるとは思うけど……そのお客さんって、そんなに至急の話でもあるのか」

　本来なら、アポイントのない来客はよほどの事情がない限り受付で断ってしまうはずだ。

　重大な取材案件、またはなにか大きな問題があったのだろうか。

「それが、その——トキミヤ・メディカルグループの方で。社長から、こちらに見えた際にはすぐにお通ししろと命じられているんです」

「トキミヤ・メディカルグループ？　あぁ……一応専務に連絡は入れておくけど、すぐに対応できるかはわからないな」

　トキミヤ・メディカルグループは、日本各地に医療機関を展開している巨大な企業グループだ。

　紗江も何度か系列の病院にお世話になったことがあるため名前は聞いたことがあった。

「その……専務には、時宮円ときみやまどかさんがいらっしゃったとお伝えしてください。社長には連絡がついて、すぐに会われるとのことだったんですが」

　社長——恭崇の父がすぐにスケジュールを空けると言うあたり、よほど重要な来客なのだろう。

　とりあえず、恭崇のことは課長が対応してくれそうだ。

　紗江は受付と課長のやり取りを横目に見ながら、そろりと休憩室に向かった。

　持ってきたお弁当を開けてしばらく食事をしていると、他の部署の人たちが数人、興奮気味になにかを話しながら休憩室へとやってきた。

「え、受付に来てた女の人、見たの？」

「うん。すっごい綺麗だった。本社で撮影とかする女優さんかなって思ったら、トキミヤ・メディカルグループのお嬢様なんだって」

　どうやら、一人が受付に来ていた客人を偶然目撃したらしい。

　割と大きなその声に、室内がにわかに静まり返った。

　紗江も、いけないことだとは思いながらそっと聞き耳を立てる——次の瞬間聞こえてきた言葉は、紗江が予想もしないものだった。

「うわー、それってアレでしょ？　専務の……」

「そうそう。許嫁ってやつ？　なんか前に聞いたことあるんだけど、十歳のころから婚約してるとか」

　ひゅ、と小さく喉が鳴る。

（許嫁……？　こ、婚約？）

　つまりそれは、その時宮円という人物と恭崇の結婚が将来的に決まっているということ。

　けれど、恭崇は今まで紗江にそんなことを一度も話してはくれなかった。そもそも、最初に交際の提案をしてきたのは彼の方だった。

　周囲から一気に音が引いていき、食べているものの味もしなくなってくる。

（どうして、恭崇さんは婚約のことを教えてくれなかったの……？　わたしには、教える必要もないって思ったのかな……）

　紗江に接する時、恭崇はいつだって誠実だった。

　多忙でもしっかりとメッセージの返信をしてくれるし、物腰はいつも穏やかで優しい。

　交際がイコール結婚になるとは紗江も思っていない。けれど、そのことを隠したうえで彼が自分と付き合っているとしたら——それは、相手に対してもひどく不誠実なことだ。

（……聞いたら、教えてくれるかな）

　味のしなくなったお弁当を片付けた紗江は、ぼんやりとした気持ちのまま仕事に戻った。正直、午後からはなにをしたのかもよく覚えていない。

　ふらつく足取りで帰宅すると、すでにマンションには恭崇の姿があった。

「ぁ……恭崇、さん。帰ってたんですか」

「うん。今日は早く出たから、少し早めに上がってきたんだ。……紗江？　どうしたの、少し顔色が悪いみたいだけど」

　体調不良を心配して、恭崇は紗江のそばに駆け寄ってきた。

　その姿はいつもの彼そのもので、昼間聞いた話がまるで嘘のように思える。

　いや、元々話は「噂で聞いた」という前置きがされていたのだから、婚約の話が真実とも限らないのだが。

「恭崇さん……聞きたいことがあるんですけど、いいですか」

「あぁ、俺に答えられることなら。お茶を淹れてくるから、まずは座らないか？」

　心配そうな表情の恭崇は、紗江をリビングのソファに座らせると温かいお茶を淹れてくれた。

　愛用のマグカップに紅茶を淹れてくれた恭崇は、それを紗江に手渡して自分も彼女のすぐ横に腰かける。

　スーツ姿もそのままにソファに腰を下ろした紗江は、湯気の立つ紅茶を眺めながら恭崇に昼の件を尋ねてみた。

「あの……今日、会社に訪ねてきた人のことで。トキミヤ・メディカルグループの方が見えていたって……」

「あぁ、円のことか。あの会社の、いわゆる会長令嬢ってやつだよ」

　特になにかを隠す様子もなく、恭崇は親しげにその名前を呼んだ。

　それだけで、胸の奥の方が切なく痛む。その口ぶりから察するに、二人はかなり近しい仲なのだろう。

「トキミヤ・メディカルグループを経営してる時宮家っていうのは、ウチと同じように古くからある家でね。祖母が元々、この家の分家出身なんだ」

「ぶ、ぶんけ」

　テレビや映画の中でしか聞かないような言葉に、一瞬紗江の理解が追い付かなかった。

　彼の祖母が分家ということは、つまり——恭崇から見て、円は親戚ということになるのだろう。

　ゆっくりと家系図を頭の中で組み立てながら、紗江は一番聞きたかったことを口に出した。

「じゃあ……その時宮さんって方が、恭崇さんと結婚の予定があるっていうのは——本当ですか」

　すると、恭崇がふっと表情を陰らせる。

「どこからそんな話を……いや、どこから出てもおかしくないのか。これは……」

　やっぱりこの話は、彼もあまり明るみにしたくないことだったのかもしれない。

　不安な気持ちになりながら、紗江はなにも言わずに恭崇を見つめた。彼が息を吸ってから言葉を出すほんの一瞬が、とても長く感じる。

「結婚が決まっているっていうのは、事実じゃない」

　静かな部屋に、恭崇のその言葉が響いた。

　彼本人の口から出た言葉に、紗江も思わずほぅ、と息を吐く。

　けれど、次に語られた事の経緯は、彼女の不安をもう一度大きく煽り立てるものだった。

「ただ、ウチと時宮の親同士がそういう話をしていたっていうのは事実。……俺としては、円と結婚をするつもりはない。そもそも俺だっていい大人だし、いつまでも家の決めたことに縛られるつもりはないよ」

「でも——それは、時宮さんにとっても不誠実なんじゃ」

「円は自立した女性だし、俺は彼女を妹のように思ってる……でも、今更親父になにを言われたところで、俺は彼女と結婚するつもりはない」

　そう断言した恭崇だったが、紗江は手放しにその言葉を喜べなかった。

　それだけではない。高宮円という、会ったこともない人物に対して紗江は確かに嫉妬を覚えていた。彼女のことを心から信頼しているかのような恭崇の言葉に、胸奥のざわめきが大きくなる。

「……まだ、不安かな」

「ごめんなさい——恭崇さんの言うことを、頭では理解してます。でも……」

　表情の晴れない恋人の様子に、恭崇は痛ましげな表情を見せて目を伏せた。

　紗江も、頭の中ではわかっている。恭崇がどんな幼少期を送ってきたかの話は聞いているし、彼が親が決めた話に対していい感情を抱いていないというのは理解しているが、円の立場に立ってしまうと自分が悪者になったような気持ちさえ覚えた。

「円にも、多少話はしてあるんだ。……でも、そうだよね。普通に考えたら、紗江が不安に思っても仕方がないことだとは思う——けれど、これだけは信じてほしい」

　そっと、恭崇の手が紗江のマグカップを持ち上げた。

　それにつられて顔を上げると、すぐそばに恭崇の顔が迫っている。

「やっ……」

　だが、紗江は思わずそれを拒絶してしまう。すると、恭崇はふっと顔を上げて距離を取ってくれた。

「俺は、冗談や遊びで紗江と付き合ってるわけじゃない。本当に……君のことが好きだから、そばにいたいって思える人だから告白したんだ」

「で、でも」

　恭崇のことは信じている。けれど、本当にそれでいいのか——そう問いかけようとした紗江の唇を、彼はやや乱暴に奪った。

「ん、んぅぅっ……ッは、ぁぅっ……ん、ふっ……」

　呼吸さえも困難なほどに深くくちづけられて、一瞬で頭がくらくらしてしまう。

　紗江に反論の隙を与えないとでも言わんばかりに、巧みな舌先はぬるりと頬の内側を撫で、歯列をなぞってきた。

「ちゅ、んっ……ぅ、ふっ……恭崇、さっ……ンんっ」

　角度を変えながら舌を舐られ、唾液をかき混ぜる音に体が甘く反応する。

　びくんっと肩を震わせた紗江は、透明な唾液の糸を引いて離れた唇から目が離せなくなっていた。

「どうしたら、俺は紗江に信じてもらえるの？」

「信じていないわけじゃ、ないです。でも——どうしたらいいのかが、自分でもわからなくて」

　恭崇のことが好きなのに、それが見知らぬ誰かを傷つけているとしたら。

　もし、高宮円が心から恭崇のことを慕っていて、彼と添い遂げるつもりであるなら——邪魔者は紗江の方だ。

　そんな不安を滲ませる恋人の様子に、恭崇はそっと耳元で囁いた。

「それなら、紗江が不安を感じなくなればいいの？　俺がどれだけ君のことを愛しているのかを、ここで証明してみせようか」

　そう言うと、彼はふっと立ち上がってリビングを出て行ってしまった。

　一人残された紗江は、熱を持った唇を押さえながら呆然とその背中を眺めていた。

（恭崇さん……もしかして、少し怒ってた……？　わたしがあんなことを言ったから……）

　恭崇が怒ったところなど、今まで一度も見たことがなかった。

　けれど、紗江の発言が彼の怒りに触れてしまったのかもしれない——そう考えていると、黒く小さな小箱を持った恭崇がリビングに戻ってきた。

「……あの、それは？」

「前に、友人が悪ふざけで置いていったんだ。悪質ないたずらだと思ったし、使うつもりもなかったけど——」

　そう言って、彼は箱の包装を紐解き、中から見慣れないシリコン製の道具を取り出した。

「ただのセックスじゃ、俺が独りよがりになってしまうかもしれないだろう？　これならちゃんと、紗江のことも気持ちよくしてくれると思うし……不安な気分を少し晴らす手伝いくらいはしてくれるかと思って」

「えっ……そ、それって……」

　ほんの少し気まずそうな恭崇が取り出したのは、小さな卵状の道具だ。見た目のシルエットは柔らかそうで、一見するとどのような目的で使うのかの見当がつかない。

「なんですか、これ……」

「なんだと思う？　まぁ、俺ももうちょっと露骨な形をしてると思ってたから、ちょっと意外ではあるんだけど——」

　そう言うと、恭崇は卵のような形をしたその道具を持ったまま紗江に近づいて、そっと肩を抱き寄せてきた。

　紗江のスーツを脱がせる恭崇の手つきは鮮やかで、思わず肩が跳ねる。

「ひゃ、っ……」

「これをどうやって使うのか当ててごらん」

「え、ク、クイズですか……？」

　ちゅ、と頬に軽くキスをされたのに驚きながらも、紗江は必死にその答えを探した。

「……冷蔵庫の中に入れる、とかですか」

「なんのために？」

「えぇっ……？　だ、脱臭……？」

　さすがに的外れな答えなのは自分でもわかっているが、本当に使い方の見当がつかない。

　まるで社内プレゼンの時のような質問攻めに、首をひねりながらもそれっぽい答えを探す。

　恐る恐る恭崇の方を見ると、彼はふっと目を細めた。

「不正解」

　薄く微笑みながらそう答えた彼は、紗江の背中に手を回し——あろうことか、ブラジャーのホックを服の上から外してしまう。

「そん、っ……は、な、なにをっ……！」

　するん、と胸の戒めを解かれた紗江は、とっさに胸元を腕で隠した。だが、恭崇はブラウスの中にするりと手を忍び込ませ、意味を成さなくなったブラジャーを簡単に取り払った。

「やっ……」

「可愛らしい形をしてるけど、こいつはラブトーイだよ。女性用だからあんまりギラギラした感じじゃないけどね」

「ラブ、トーイ……？」

　聞き慣れない言葉に、首を傾げる。

　正解を聞いてもあまりピンとこない紗江に、恭崇は小さなそれを軽く手に握った。すると、微弱な振動音が聞こえてくる。

「あぁ……こういう風に使うんだ。わかりやすくローターって言った方がよかったかな？」

「えっ……待っ、ん……！」

　軽く震えるそれは、紗江が腕で押さえている胸元に近づけられる——服の上から感じる振動に思わず腕をほどいてしまった紗江は、心からそのことを後悔した。

「ひゃ、ぁっ……ァんっ、あっ……」

　ブラウス越しに、円く小さな玩具が乳房の形をなぞっていく。

　薄い布一枚を隔てた刺激は直接触れられるよりももどかしく、まろやかな双丘の形をなぞりながら先端に向かう動きだけで体が震えてしまった。

「ぁ、くっ……んぁ、あっ……」

　じわじわと熾火のような熱が体の中に宿り始める。小刻みに震える玩具は時折震えるパターンを変えながら、的確に紗江の体を苛んできた。

「や、だぁ——まって、くださいっ……あ、ぁあっ！」

「こうして胸に触れられるのは嫌？　それとも、直接触った方がいいかな」

　あくまでも優しい声音の恭崇は、紗江が着ているブラウスのボタンを丁寧に外すと、あらわになった肌の上にローターを滑らせた。

「は、くぅっ……！　ンっ、ぁあっ……」

　先ほどよりも明らかに強い刺激に、思わず腰が揺れる。

　指先で触れられるよりも無機質で規則的な動きなのに、微弱ながらも連続した振動は簡単に紗江のことを搔き乱していった。

「だめ——それ、だめぇっ……！　頭、が……」

　頭の中がビリビリするような感覚に体をひねるが、恭崇の腕がしっかりと肩に回っているせいでうまく身動きが取れない。

「んぅっ——んぁ、待って、恭崇さんっ……！」

「言っただろ？　どれだけ俺が紗江のことを愛してるか証明するって。こんなおもちゃなんかじゃ、まだ愛し足りない」

　しっとりと艶めいた声で囁かれたあと、悩ましげな震えを刻む玩具はそっと肌の上から離れていった。

　連続して与えられる刺激から逃れた紗江が安堵したのもつかの間、恭崇は彼女のブラウスをすっかり脱がせると、今度はスカートのファスナーを下げ始めた。

「や、恭崇さん……？」

「今日は、ベッドまで行くのも惜しいな」

　ちろりと唇を舐めた恭崇が呟いた言葉に、紗江の血の気がサッと引いていく。

「ここでするんですか……？　あの、せ、せめてベッドの上で——」

「……汚れたところは、全部俺が片付けるから」

　一切答えになっていない答えを返してきた恭崇が、熱を帯びて赤くなってきた紗江の肌に触れる。

「ぁ。ああ……ひゃ、んんっ」

　ジッ……と嫌な音がしたかと思うと、腰から下を冷たい空気が撫でていく。

　反射的に体を丸めようとした紗江だったが、恭崇はそれを許さず、すぐに空いた手を足の間に滑り込ませてきた。

「胸でずいぶん感じていたみたいだけど——こちらはどうかな。紗江が気に入ってくれたら嬉しいんだけど」

　つぅ、と下着の上から蜜口をなぞられて、背筋がぶるっと震えた。

　これから先に待ち受けるものを若干恐ろしく思う反面、期待感が頭をもたげてくるのも否めない。

　逃れがたい快楽から目を背けようとしても、再び耳に飛び込んできたモーター音が紗江のことを現実に引き戻した。

「ッあぁ……！」

　恭崇の体温で少しだけ温くなったそれが、しっとりと濡れ始めた布地に押し当てられる。

　先ほど胸に感じた振動よりも強い震えが襲い掛かり、紗江は小刻みに腰を揺らした。

「ぁ、ひッ……！　んァっ、あ、やっ——」

　無機質な振動が、クロッチ部分をゆっくりと上下する。

　それだけで自然と腰が揺れ、口からはあえかな声がこぼれ落ちてきた。恥ずかしくて口を閉じたくても、与えられる快感の大きさに体がいうことを聞いてくれない。

「紗江——」

「ひゃ、ぁっ……！　ァ、あんっ、んっ」

　くち、と小さな音を立てて、尖った胸の先端を軽く食まれる。

　恭崇のかさついた唇が肌に触れ、唾液が絡んだ舌でそこを刺激されると、下腹部がジンと蕩けるように熱くなった。

「んぅ——」

「我慢、しないで」

　胸元で聞こえる吐息交じりの声は、明らかに情欲を秘めていた。

　繰り返し刺激を与えられた蜜口からはとぷりと愛蜜が溢れ出ており、それがショーツの生地に吸い込まれてクチクチといやらしい音が響く。

「あっ、ぁ、恭崇、さんっ……やだ、それっ……下着がっ……」

「ん——じゃあ、取っちゃおうか」

　下着越しに秘処を弄られる羞恥に耐えかねて、紗江はとうとう涙声で懇願した。

　すると、恭崇は一度ローターを手のひらに収めると片手で彼女のショーツを下ろし、床の上にそれを投げ捨てた。

「もうすっかりトロトロになってる——本当はローションでもつけようと思ってたんだけど、これなら大丈夫かな？」

「んぅ……」

　すっかりぬかるんだ秘裂を指でなぞられて、鼻にかかった甘ったるい声が漏れた。

　熱を宿して潤む割れ目のすぐそば、主張し始めた花芽にちゅぷりと玩具を押し当てられると、彼は容赦なくそのスイッチを入れる。

「ッひ、ああぁっ……！」

　振動は強く、無慈悲だった。

　緩やかに円を描きながら、それは敏感な花芽を的確に刺激する。

「ぁ、あんっ！　や、めっ……んんぁっ……！」

　悲鳴じみた声を上げながら、紗江はなんとか快楽から逃げ出そうと腰を引く——だが、恭崇はそれを許してはくれなかった。

　強く振動するローターを淫芽に当てたまま、長い指先をぬかるみの中へと突き立てる。

「ッく、ぅう……」

「わ……紗江の中、すごく熱い……」

　感嘆したような声を上げられたが、紗江はそれどころではなかった。慣れない玩具の振動が休むことなく敏感な場所を責め立てるため、宿した熱の逃げ場がなくなってしまう。

　それでも腫れ上がって真っ赤になった淫芽を責める手は止めず、恭崇は丹念に蜜壺の中を解していった。

「ぁ、あぅっ……ン、ぁあっ」

　快感が膨れ上がるたびに、まるで泉のように愛蜜が溢れ出してきた。

　それを長い指先で攪拌されながら軽く胸の頂を吸われ、同時に陰核に強くローターを押し当てられる——三点を同時に責められた紗江は、ソファの縁を強く掴みながら必死で快感に耐えようとした。

「やだっ……や、あぁっ、ぁ——ンあぁっ！」

　けれど、それも長くは続かなかった。

　押し寄せてくる快楽の奔流に、目の前がチカチカと明滅する。いうことを聞かなくなった体がガクガクと震えるのを堪えきれず、手足がぎゅっとこわばってしまう。

「ひ、ぁあ、あ……ッ！」

　ひときわ大きく体を震わせて絶頂を極めた紗江に、恭崇はほんの一瞬だけ責めの手を止めてくれた。

　その間に呼吸を整えようとするが、カチャカチャと小さな金属音が耳に届く。

「ん、ぅ……」

「トロトロに蕩けて、もう準備はいいかな？」

　声に欲情の色を滲ませた恭崇が、張り詰めた肉楔を取り出した。

　眼前に現れたそれは滲んだ視界の中で輪郭をぼやけさせていたが、見ているだけで自然と口の中に唾液が溢れてくる。

「ん、くぅ……！　だ、め——今、入れた、らぁっ……！」

　紗江の懇願もむなしく、太い肉茎が膣内へと埋められていった。

　達したばかりの体は敏感だったが、念入りに蜜口を解されたおかげで難なく彼の雄茎を飲み込んでいく。

「はふ、ぅ……う、ぁあっ」

　自分の内側を、恭崇がみっちりと満たしていく。

　腰を震わせながら強い快感に耐える紗江に、彼は満足げな笑みを浮かべた。

「やっぱり、紗江の中は温かいね。こうやって、軽く揺さぶると——」

「ッひ、ぁあっ、あ……ッ！」

「ナカがきゅうって絡みついてきて、とっても可愛い」

　なにを思ったのか、恭崇は紗江の体を抱え上げたまま立ち上がり、足が床につかないようにしながら軽く腰を揺さぶってきた。

　彼に抱えられている体勢は存外に頼りなく、紗江は思わず恭崇の腰に足を回した。それがお気に召したのか、彼は更に嬉しそうな表情を浮かべて膣奥を穿ってくる。

「く、はっ……ぁ、あっ——ふ、かい……」

　ぐちゅぐちゅと音を立てられながら蜜壺をつきあげられて、体からはどんどん力が抜けていった。

　恭崇がしっかりと抱えてくれているおかげで床に落ちることはないが、ベッドの上よりもしっかりと自重がかかることで、より深いところまで彼を受け入れてしまう。

「はぅっ、かふ、ぅ——」

　涙の膜が張った目を閉じると、自分の中に埋まっている彼の形を明確に感じることができた。

「いつもより深いところまで入ってる……お腹、苦しいよね」

　軽く下腹部に触れられると、恭崇の言う通り強い圧迫感を覚える。

　けれど、今の紗江にとってはそれすらも快感に思えた。力の入らない腕を彼の肩にかけて、体のすべてを彼に預け、ただ与えられる愉悦を享受するしかない。

「っひ、んっ、んぁ、あっ……」

　口を閉じることもできず、突き上げられるたびに甘い声が押し出されるようにしてこぼれていった。

　すっかり蕩け切った媚肉は彼から与えられる刺激を悦んで受け取り、きゅうきゅうと蠢動しては雄茎を締めつける。

「恭崇さん……だめ、これ——く、るしいです……」

　うまく呂律の回らない舌を懸命に動かして、紗江はようやくまとまった言葉を口にした。

　深い場所に何度も切っ先でキスをされ、乳房を彼の胸に押し付けながら揺さぶられると、その言葉さえも途切れ途切れになってしまう。

「ん——じゃあ、もう少し苦しくないようにしようか……」

　紗江の必死の主張に、恭崇も軽く頷いてくれた。

「っあ、ん」

　一度体を抱えなおされると、その動きだけで悦い場所を雁首が刺激する——彼のシャツと、尖った自分の乳首が擦れるのも強い刺激を生み出してきた。

「これ……ダメ、です。本当に——あ、あぁっ」

「うん。もうちょっとだけ我慢して……」

　熱っぽい吐息を耳に吹きかけながら、恭崇はようやく紗江の体をソファの上に横たえさせた。

　けれど、その体勢は彼女が思っていたものとは違っていた。ひんやりした本革の上にうつぶせで横たえられ、乳房がむにゅりと形を変える。

「ぁ、ひっ……」

「こっちの方が安定してるね……俺もしっかり、紗江の中を感じることができる」

　つぅ、と背筋をなぞられて、甘い痺れが体を駆けあがってきた。

　背後から聞こえてくる恭崇の声は楽しげだったが、その表情が見えないことで不安が頭をもたげてくる。

「んぅ、ぁ、あっ」

　だが、次第にそんなことを考える余裕もなくなってきた。シッカリと紗江の腰を掴んだ恭崇が、今度はゆっくりとした動きで律動を再開する。

「は——ぁ、あんっ」

　先ほどとは違う角度で、じっくりと膣壁を刺激される——だらしなく開いた口からはぽたぽたとよだれがこぼれたが、紗江にはそれを止めることも、拭うこともできなかった。

「んぁ、あっ、いっ——ン、あぁっ」

　不安を感じる間もないほど、と彼は言ったが、本当に無駄なことを考えている余裕はない。

　ただ、与えられる快楽を享受し、体を震わせることだけが紗江に許されていた。

　心なしか恭崇も、動きに余裕がない。

　ゆっくりとした律動は次第に強さと速さを増し、背後から聞こえる吐息も徐々に荒く切ないものへと変わっていく。

「ッく、紗江……」

　腰を掴む手に、力がこもった。

　肌と肌がぶつかる音が頭の中でぐるぐると回り、弱い場所を突き上げられるたびにきゅん、と下腹部が収斂する。

「っう、は、ぁうっ、ンっ——あっ、あ、奥ッ……ぐりぐりって、ぁ、だめっ……」

「——俺を、拒まないで」

「きゃ、ふぅっ……！」

　低く囁いた恭崇が、ひときわ強く最奥を突き穿つ——その瞬間、紗江の目の奥で星が瞬くような感覚があった。

「あ、はっ……やっ、ァんっ！」

　丸い尻を突きだし、淫らにそれを震わせて愉悦を受け止める紗江に、恭崇は容赦のない律動を刻む。

　限界の一歩手前まで情欲を突き動かされ、思考が大きくブレていく。気持ちいいこと以外はすっかり頭の中から抜け落ちてしまいそうになっていた紗江を現実に引き戻したのは、この短時間で嫌というほどに教え込まれた独特の振動音だ。

「あ、あの」

「こっちもたくさん……気持ちよくなって」

　可愛らしい形のローターが、再び恭崇の手によって凶悪な振動を刻む。

　柔らかく蕩け、彼自身を迎え入れている蜜壺のすぐそばでスイッチが入れられ——充血した肉芽に、可愛らしい玩具が荒々しいキスをした。

「やめ——ッんぁあっ！　あっ、ひぁ、あぁっ！」

「あっ、こらっ……締めすぎ、ッ……」

　ビチッ……と音が聞こえるほどの強さで、ローターが淫芽を苛んでくる。

　強烈すぎるその快感に悶え喘ぐ紗江は、無意識のうちに膣内をきつく締めてしまっていた。

　若干焦ったような声を出した恭崇が情動のままに動き始めると、紗江の方もゆらゆらと腰を揺らめかせてしまう。

「は、ぁんっ、ンぁあっ……ァ、あっ、恭崇さんっ……」

　ぎゅっと背後から手を握られて、汗ばんだ手の冷たさに驚いてしまう。

　ただ、それと同時に理解もした——恭崇だって、ひどく不安を感じているのだ。それが実家に対してのことなのか、円に対してのことなのかは紗江にもわからない。

　紗江のことを快感で塗りつぶし、思考をすっかり奪ってしまうことも、彼自身がなにも考えたくないと思っているように感じられた。きっと、それだけ恭崇は疲弊している。

「ッあ、恭崇さんっ……キス、してください——」

　半ば悲鳴のようになりながらも、紗江はしっかりとした口調でそう懇願した。

　その瞬間、背後から覆いかぶさってきた恭崇が、紗江の唇をしっかりと塞いできた。

　深く、互いの舌を絡めあう濃厚なくちづけに、ゾクゾクッとした震えが湧き上がってくる。

「ん、ふっ……」

　お互いの境界を溶かしあうようなくちづけの最中、どぷりと熱いものが胎内に広がっていった。ゴム越しではないその熱に眩暈を感じながら、紗江もまた陶酔の淵へと堕ちていく。

（だめ——また、イッちゃう……）

　こわばった体が、二、三度大きく震える。

　大きな愉悦の波に呑み込まれた紗江は、それからも不随意に何度か腰を震わせて絶頂を極めた。

「んぁ、は……ふ……っ」

　たっぷりと時間をかけて呼吸を整えていると、欲を吐き出した恭崇のものがずるりと引き抜かれる。

　その動きだけでも、今の紗江にとっては過剰なほどの悦楽となった。

「やぁっ……」

「ごめん、ちょっと……本当に止まらなかった……」

「あ、謝らないでください……」

　申し訳なさそうな声を出す恭崇は、目元を赤くしたまま紗江に謝罪する。別に嫌な気分になったわけではないので謝罪は必要ないが、道具を使われたことは完全に予想外だった。

「ちょっと、意地悪しすぎたかなって思って」

「それは——あんなの、使われるとは思ってませんでした……けど」

　身なりを整え、もぞもぞと体を動かす紗江に毛布をかけてくれた恭崇は、いつも通りの穏やかさで笑っている。

　普段となにも変わらない恭崇の姿——けれど、その横顔が少しだけ物憂げな気がするのはなぜだろう。

「休んでいいよ。……今日は本当にごめん」

　優しく頭を撫でてくれる手のひらに不安なものを感じて、紗江はそっと黙り込むことしかできなかった。








第三章　過去と向き合って








「明日の夕飯と明後日の朝食、俺の分は必要ないから。それと、土曜からまた実家の方に戻るんだけど——」

　火曜日の夕飯時、恭崇が申し訳なさそうに肩を落としながら、今週の予定を伝えてくる。

　円が久遠寺テクノガラスを訪問してからひと月ほどが経ち、恭崇が久遠寺本家に呼ばれる回数が増えていった。

　実家からそのまま出勤することも多いため、紗江が恭崇と二人で過ごせる時間はぐんと減少してしまっている。

（まぁ、仕方がないと言えば仕方がないんだろうけど……）

　なんでも、恭崇の祖母が昨年末に持病の手術を行い、無事に退院したあとからこうした呼び出しが増えたのだという。

「本当は、すぐにでも紗江のことを紹介できたらいいのに」

「えっ!?　そ、そんな……だって、恭崇さんのおばあさんは——」

　恭崇の祖母は、許嫁同士である彼と円の結婚を信じているらしい。

　なんの相談もなくいきなり紗江が久遠寺家に挨拶に行けば、それこそ不必要な混乱を招いてしまうだろう。

「でも、どこかで言わなくちゃいけない。もちろん、先に円の方に話を通しておく必要はあるかもしれないけど……俺が好きなのはこの人ですって、胸を張って報告に行きたいよ」

「それはそうですけど、絶対に今じゃないといけないってことでもないですし」

　二人とも、今は仕事が忙しい時期だ。

　紗江が中心となって進めていたプロジェクトはある程度片が付いたが、今度はヘルプで進行管理をしていた別案件をメインに据えることになった。副島がようやく制作に取り掛かり始めたためしばらくは現状維持が続くだろうが、やらなければならないことが減ったわけではない。

「……自分でも情けないと思うよ。二十八にもなって家族とろくに話もできないなんて」

「それは——仕方がないですよ。子供の頃からの癖っていうのは、なかなか抜けるものじゃないですから」

　紗江の祖父母は彼女が幼い頃に亡くなっているが、孫にはとても優しい人たちだった。

　だが、恭崇の祖母——久遠寺奈な津つ子こは、孫に対してとても厳しい人だったらしい。テストの点が少しでも悪ければ蔵に閉じ込められ、所作に問題があれば扇で叩かれるというのはしょっちゅうだったと聞いた。

「今は俺も大人だし、家の人間だって昔みたいに俺を叱り飛ばすことはないってわかってるんだけど……どうしても委縮するんだ。子供の頃は、本当にあの人たちのことが恐ろしかった」

　父親も同じく厳しく育てられたという自負があったからか、幼い恭崇を庇ってくれることはなかったのだと聞いた。それどころか、逆に父の逆鱗に触れ、強く殴られたこともあったらしい。

　記憶の奥底にわだかまるトラウマは、すぐになんとかできるものではない。

　それを理解しているから、紗江は決して恭崇のことを急かしたりはしなかった。

「高宮の家には今度顔を出す機会があるんだ。その時にでも、円にちゃんと話しておこうと思う」

「そうですか……あの、恭崇さん」

「本当は、俺一人で何とかしなくちゃいけないことだからね。こうやって相談しておいてなんだけど、この件は俺がきっちりと話をつけなくちゃいけないことだから」

　相変わらずゆったりとした笑みを浮かべる恭崇に、紗江はそれ以上なにも言えなかった。

　だが、彼の力になることができないのがもどかしい。

（でも……確かに、わたしがしゃしゃり出たところで解決する問題でもないし……）

　旧家同士の問題は、いくら恋人でも口を挟めることではない。紗江にできるのは、こうして家に戻ってきた恭崇を支えることくらいだ。

　朝食を終えて出社の準備をしながら悶々とした思いを抱える紗江だったが、先に家を出る恭崇が思い出したように首を傾げた。

「そうだ——紗江って、いつもお弁当持っていってるよね」

「え？　はい、人と会う約束とかがない限りは、休憩室でランチしてますので……」

　休みの日に料理のストックを作って、それを平日に消費するという生活習慣は、この家にやってきてからも変わっていない。

　少しでも節約をしようと始めた弁当作りだったがやり始めるとなかなか楽しく、今ではこの家の冷蔵庫にも作り置きのおかずやカットした野菜などが大量に詰め込まれている。

「それって、二人分作るのは難しいかな？」

「いいえ、いつも多めに作って冷凍庫にストックしてあるので、そんなに難しいことじゃないですよ」

　一人分作るのも二人分作るのも変わらないと言えば、恭崇はぱっと表情を明るくした。

「そう……じゃあ、明日から俺の分もお願いしていいかな？　最近あんまりみんなの話を聞けていないから、ランチタイムの時に顔を出したいなって思って」

「わかりました。じゃあ、明日からはお弁当作りますね」

　恭崇が休憩室でランチをとることはほとんどない。

　大体は来客とどこかに食べに行っているか、会社にいても執務室からわざわざ出てくることもなかったように思う。

「でも、いきなりどうしたんですか？」

「うん……俺がいると他の人が緊張するかも、って思ってたんだけど、最近色々思うことがあってね」

　彼なりに考えがあるらしいので、そこは深く追及はしなかった。

　とにかく明日からは、自分と恭崇の二人分のお弁当を作る——冷蔵庫にマグネットで張り付けてある、連絡用のホワイトボードにそれを走り書きした。

　恭崇が自分の料理を食べたいと言ってくれるのは、素直に嬉しい。食事を作ってもぺろりと平らげてくれるので、一人暮らしの時には感じなかった作り甲斐を覚えている。

「じゃあ、俺はもう出るね。……本当にありがとう。明日から楽しみにしてるよ」

　子どものように顔をほころばせる恭崇の背中を見送ってから、紗江は一人になった部屋の中で息を吐いた。

　恭崇の前では口に出さないようにしているが、紗江の中で円の一件は未だ胸にわだかまっている。

「……そろそろ行かなくちゃ」

　小さく呟いて、紗江も出社の準備を整える。いつもと同じ通勤路を歩く足は、まるで鉛でも引きずっているかのように重かった。

　

　

「榛原さん、副島さんから送っていただいたサンプルの写真って持ってますか？　メールでいいので、あとで転送してもらえると助かるんですけど」

　その日の午後、同じプロジェクトを進めている同僚が、仕事をしている紗江の背後から声をかけてきた。

「了解です。すぐに送りますけど——なにかありました？」

「専務からこのプロジェクトの進捗を聞かれちゃって。明日のランチまでに資料用意して渡すって言っちゃったんですよね。それで、写真も織り交ぜながら簡単なプレゼンを進めちゃおうと思って」

　おそらく、恭崇も食事を摂りながら簡単に話を聞くつもりなのだろう。

　大まかな進捗状況は課長を通じて聞いているだろうが、実際に働いている現場の意見を知りたいというのは彼らしい。

　紗江はにっこりと微笑むと、副島から送られてきたメールを何件かピックアップした。

「じゃあ、サンプル画像の他に、進行管理表もつけておきますね。多分専務から色々質問があると思うので、なにかあったら聞きに来てください。基本休憩室にいるので」

「ありがとうございます！　専務に詰められたら助けてくださいね！」

　冗談めかした様子で頭を下げる同僚に会釈してから、必要な画像や進捗管理表を添付したメールを送ってやる。ついでに協賛企業とのやりとりの状況を聞いてみると、そちらの方はほとんど滞りなく進んでいるようだ。

（じゃあ、あとは本当に副島さんの作品さえできあがれば大丈夫……かな。最初はどうなるかと思ったけど、この調子だったら大丈夫そう）

　もちろんできる限りのサポートは行うが、そこはチームで動いていけば大丈夫だろう。明日、同僚が恭崇に簡易プレゼンをおこなうなら、そこで彼からもアドバイスをもらえるかもしれない。

（なんか……この感じ、久しぶりかも）

　久しぶりに感じた仕事の手ごたえに、紗江はぐっと背伸びをした。今日は定時に帰ることができそうだし、夕飯は作り置きじゃなくて少しだけ手の込んだものを作ってもいいかもしれない。

　一日上機嫌で仕事を終えた紗江は、会社からそのまま自宅近くのスーパーに向かった。

　仕事中に頭の中で組み立てていた献立を作るために、必要な食材を買いに行く——すると、店の前で背後から紗江を呼ぶ声が聞こえてきた。

「あの」

「わ、わたしですか？」

　声のした方向に振り向くと、そこにはスーツ姿の女性が立っていた。

　紗江と同じオフィススタイルだが、細身で整ったプロポーションは女優やモデルのようだ。黒髪を肩まで流したその人は、ゆっくりと紗江に近づいてくるとふっと首を傾げる。

「えぇ。榛原紗江さん——ですよね？　久遠寺テクノガラスに勤務していらっしゃる……」

「はい、榛原はわたしですが……あの、どちら様でしょう」

　取引先に、こんなに綺麗な女性はいただろうか。

　頭の中で必死に記憶を手繰り寄せるが、該当する人物が見当たらない。学生時代の友人にも心当たりはなかった。

　紗江は疑問符を浮かべたまま、申し訳ないとは思いながらも素直に名前を尋ねることにした。

「ご挨拶が遅れて申し訳ありません。高宮円と申します。——久遠寺恭崇から、私のお話は聞いていらっしゃいますか？」

「……高宮、さん」

　ひゅ、と自分の喉が鳴るのを聞いて、紗江は一瞬だけ意識が遠くなった。

　聞いているどころの話ではない。恭崇と目の前の女性の関係については、本人からしっかりと説明をされている。

「恭崇さんの……許嫁の方、ですよね」

「はい。そうです……よかった、そこまでは話してくれているんですね」

　花がほころぶように微笑んだ円の様子は、同性である紗江がハッとするほどに美しい。

　恭崇はこんなに綺麗な女性と結婚をする予定だったのだと思うと、外見的にはまるで勝ち目のない自分がちょっとだけ可哀想に思えた。

　だが、そんな紗江の様子に気付く風もなく、円はにこやかな表情を崩さないまま話を続ける。

「恭崇のことで、少しお話があって——また会社に顔を出してしまうと、次は本当に彼に叱られてしまいそうだったので、今声をかけさせていただいたんです」

「話……わたしと、ですよね」

「えぇ。——身勝手な話で申し訳ないんですが、恭崇が女性と同居しているって聞いて、あなたのことを少し調べさせていただいたんです」

　その言葉に、一気に血の気が引いた。

　高宮家が久遠寺家と並ぶ旧家だということは恭崇から教えてもらっていたし、そもそもタカミヤ・メディカルグループは日本に名だたる医療団体だ。

　その会長令嬢である円が、一般人である紗江の情報を調べるのはそれほど難しいことではないだろう。

　いったい、彼女は何をどこまで調べたのだろう。

　そんな不安が顔に出ていたのか、円は慌てた様子で両手を振る。

「あぁ、不安にさせてしまってごめんなさい！　その、会社の在籍状況とかを簡単に問い合わせただけで……あとは、あなたのお父様のことも。恭崇が通っていた学校の先生だったって」

　どちらも問い合わせをすれば答えられるようなものばかりだったので、紗江は内心ホッとして息を吐いた。

「それは——はい。隠していることでもないので、大丈夫ですけど……」

「そのことで、あなたとどうしてもお話がしたかったんです。それほどお時間は取らせませんから……」

　少し申し訳なさそうな表情を浮かべる円の言葉を、断ることはできなかった。

　なにより、紗江もできることなら一度彼女と話してみたいと思っていたのだ。普段ならまずありえないであろうチャンスが、今目の前に転がっている。

「わかりました。じゃあ、少しお茶でも」

　すぐ近くのカフェが空いていたので、二人でそこに入る。コーヒーを注文し終えると、紗江は深く息を吐いてから聞きたかったことを口にした。

「高宮さんは、恭崇さんの許嫁なんですよね？」

「はい、そうです」

　あっさりと頷く円に、わかってはいてもうろたえてしまう。

　恭崇からも聞いていたことを再度確認したのは、円の方も許嫁という認識があるのかを確認したかったからだ。

（やっぱり……じゃあ、高宮さんも恭崇さんのことが……）

　思い描いていた不安が、途端に大きく膨れ上がる。

　恭崇は『親同士が決めたこと』と言っていたが、円の意思については触れていなかった。彼女が紗江と同じように恭崇のことを思っているなら、自分は紛れもなく彼女にとっての障害だ。

「でも、それって結局親同士が決めた話で……私と彼の意見や、お互いの人生設計のことなんて何も考慮されていない口約束なんです」

「……え？」

　運ばれてきたコーヒーに口をつけることもできずにまっすぐ円を見つめる紗江だったが、対する彼女はあっけらかんとしてそう答えた。

「実は私、来年海外の大学院に留学が決まっていて——やりたいこともたくさんあるし、院を出たら医療系ＮＧＯで活動したいとも思っているんです」

「そう、なんですか？」

「はい。父とも相談して、自分の人生なんだからやりたいことをやろうって考えてて……」

　はっきりとした口調に、円の決意の強さが見て取れる。

　予想していたのとは違う彼女の言葉に、紗江はぽかんとした表情を浮かべた。

「それに、恭崇は私にとってお兄ちゃんみたいな人で……結婚といわれても、正直厳しいなぁって思っていたんです。そこに、あなたと同棲しているっていう話を聞いて」

「ま、まぁ……同棲といいますか、ちょっと事情があって間借りをしているといいますか……」

　恭崇と同居に至った経緯を簡単に説明すると、円は目を丸くして驚いた。

　確かに、同居の経緯は自分でもなかなかぶっ飛んでいるとは思う。ただ、当時の紗江にはそれだけ余裕もなかった。

「そうだったんですか。突然退去を……それは大変でしたね。でも、正直驚いているんです」

「そうですよね、普通は上司の——しかも男性の家になんて転がり込みませんよね……」

「いえ、急な転居のお話も驚いたんですけど……恭崇が、自分の領域に他人を入れたことに、率直にびっくりしてしまって」

　その言葉に、逆に紗江は驚いてしまった。

　恭崇は誰に対しても気軽に接するイメージだし、紗江が困っている時もすぐに声をかけてくれた。

　どちらかといえばパーソナルスペースは狭い方で、他人と距離を詰めるのが上手な人だとばかり思っていたのだ。

「恭崇さんは——仕事でもプライベートでも、割とフランクに接してくれます。私生活でも、困っていることとかはすぐに気付いてくれるし……」

「もちろん、仕事の場合は偉そうにしているだけじゃ人はついてこないだろうし……意図している部分はあるのかもしれません。でも彼、プライベートは強く線引きしているタイプでしょう？」

　その言葉に、紗江はこくりと頷いた。

　確かに、恭崇はそのあたりの区別をしっかりとつけている。けれど円が言うように、プライベートに人を踏み込ませたくないというようなタイプにも見えなかった。

「榛原さんの前では、ちょっと違うみたいですね。確認なんですけど、榛原さんは恭崇と交際しているんですよね？」

「は、はい。少し前からなんですが、お付き合いさせていただいています」

　そういえば、面と向かって円にこの話をしていなかった気がする。

　自分から円に同じ質問をしておきながら、かなり失礼なことをしてしまった。

「すいません……わたしばっかり色々と聞いてしまって。本当は先に、このことを言うべきでしたね」

「気にしないでください。私がこの前会社に出向いてしまったから、きっとご不安だろうなと思っていたんです。家のことで言伝があったのでそのまま出向いたんですが……彼がとても慌てていたので」

　実家からの言伝を預かってきた彼女がいきなり会社を訪れたため、社長である恭崇の父と恭崇が二人で彼女を出迎えたらしい。

「悪いだなんて、そんな」

「でも、噂になっていたのでしょう？　恭崇に恋人がいるって聞いて、これは申し訳ないことをしたなって思ってたんです。だから、今日あなたとお話ができてよかった」

　柔らかく微笑む円に、紗江はいつの間にかぼんやりと見惚れてしまっていた。

　こんな人が、本当に恭崇との結婚を望んでいたら——だとしたら、紗江は身を引いていたはずだ。

　こんなにも美しく、優しい人がそばにいるなら、恭崇だって心に抱える傷を癒せるのではないだろうか。円が胸の内に秘めている高潔な心は、自分とは比べ物にならない。

「……ほ、本当に……わたしでいいんでしょうか」

「え？」

　胸の中を渦巻いていた不安が、不意に口をついて出る。

　恭崇と共に過ごす時間は、紗江にとってもかけがえないものだ。

　だが、彼と自分では生きている世界があまりに違う——円と話したことで、その不安が大きく頭をもたげてきた。

「できることなら、恭崇さんの力になりたいんです。でも……わたしになにができるのかなって、考えてしまって」

　家の問題だからこそ、他人はなにも言えなくなってしまう。

　教師だった父とは違い、紗江は彼の苦悩を癒すことはできないのではないだろうか。そんな考えが頭の中で渦巻いていた。

「逆に、恭崇を支えられる人間はあなたしかいないと思います。私には無理だった……私と一緒にいる限り、彼は久遠寺家という枠の外には出られません。どれだけ自由に生きようとも、時宮や久遠寺といった名前はどこまでも後ろをついてくるものだから」

　けれど、円はそっと首を振って紗江の手を握ってくれた。

　どこまでも家の名前があとをついてくる人生を送っているからこそ、恭崇にはそれを忘れ去る瞬間が必要なのだという。

「久遠寺のおじさまは、昔はとても厳しい方で——恭崇から、聞いていますよね？」

「は、はい。社長とは直接話したことなんてないんですけど、ご家族に対しては厳しい方だったって」

「そう——おじさまの気持ちもわかるんです。私たちは良い意味でも悪い意味でも影響力があるから……会社を継ぐ人間を甘やかしてしまうと、なにかあった時にそこで働いている人たちが割を食うことになります。だから、跡取りは厳しく育てたいという気持ちは、理解できてしまう」

　けれど、恭崇の父である恭久の厳しさは、幼い円から見ても恐ろしいものだったらしい。

　円をはじめとして他人にはそれほど厳しくない人間であったらしく、自分の息子に対する厳しさが余計に際立ったという。

　父親の叱責を一身に受けた幼少時の恭崇の気持ちを考えると、紗江も自分のことのように胸が痛くなった。

「でも、いくらなんでも限度っていうものがありますよね。恭崇さんが、それでどれだけ苦しんだか……」

「そう言ってあげられる人が、恭崇には必要なんです。そして、それは私じゃない」

「高宮さん……」

「私は彼の苦しむところを間近で見ました。だからこそ、恭崇には幸せに——自分が本当に好きだと思っている人と、幸せになってほしいんです。じゃないと、私も胸を張ってやりたいことができないじゃないですか」

　すっかり冷たくなったはずのコーヒーを飲み干した円が、にこやかな表情のまま立ち上がった。

　円の言葉は優しいが、それでいて紗江の背中を押してくれる強さがある。

「あの、高宮さん。……ありがとうございます。ずっとあなたに申し訳ないと思っていて……」

「私に？　あぁ——気にしないでください。私も、ずっとあなたとお話がしたいと思ってましたし。それに、あなたが恭崇のことを本当に大切に想ってくれているって知れたから」

　よかった、と微笑む円に、紗江もまた笑顔を返す。紗江の方こそ、今日彼女に会ってよかったと心から思えた。

　そのあと、店を出て円とは別れたが、ずいぶん話し込んでしまったせいか時刻は十九時半を回っている。

「あっ、夕飯の買い物……は、また今度でいいかな」

　心配事の一つだった円との一件が決着し、心なしか足取りが軽い。

　そろそろ恭崇が帰宅する時間だ。夕飯は家にある食材と、作り置きのもので用意しよう——夕飯のメニューを考えなおした紗江は、買い物をすることなくそのまま帰路に就いた。

　家に帰ると、珍しく部屋の中には電気がついている。どうやら、今日は恭崇の方が早く帰宅したようだ。

　荷物を部屋に置いてリビングに顔を出すと、キッチンに立っている恭崇がひらひらと手を振ってきた。

「おかえり。今日は紗江の方が遅かったんだね。残業？」

「恭崇さん！　もう帰られてたんですか……いえ、今日は定時に上がったんですけど。って——あの、どうしてキッチンに？」

　基本的に食材を焼くか炒めることしかできない恭崇は、あまりキッチンには立たない。

　紗江と一緒に暮らすまでは自炊そのものにあまり興味がない様子だったが、まさか今から何か作るつもりなのだろうか。

「あー、いや……紗江が遅くなるなら、たまには俺がなにか作ろうかなって思ったんだけど、そもそもこの食材たちをどう使えばいいのかがわからなくて」

「ズッキーニですか？　それは切ってツナ缶と和えようと思っていたので、すぐ準備できますよ」

　とりあえず包丁とまな板は用意したが、そこから先をどうすればいいのかわからなかったらしい。

　紗江は苦笑しながら、両手を洗って戸棚からツナ缶を出し、手際よくズッキーニを切って具材たちを和えていく。

「ごめん、まったく役にたたなかった……」

「気にしないでください！　今日は遅くなっちゃいましたし——あ、そうだ。じゃあ冷蔵庫の中に入っているおかずの中から、好きなもの盛りつけちゃってください」

　冷蔵庫の中には、おかずを入れた保存容器をいくつもストックしてある。

　恭崇はその中からいくつか食べたいものを選んで、バランスよく食器の上に並べていった。

「思ったんだけど、これってビュッフェみたいで楽しいよね。好きなものを選んで食べられるっていうのがさ」

「ビュッフェですか……まぁ、食材を買う量や作り置きの種類も増えましたしね」

　料理をするのは元々嫌いではないし、むしろ無心で手を動かし続けるのはいい気分転換にもなる。

　恭崇と暮らし始めてから食べ物を余らせるということもなくなったので、設備のいいキッチンでひたすら料理を作る休日は紗江にとっても癒しになっていた。

「紗江はなに食べたい？」

「わたしは——あっ、煮卵ありましたよね？　それを二つ出してくれますか？」

「了解。お酒は飲む？」

「お酒は大丈夫です。……あの、今日の帰りに高宮さんとお会いしたんですけど」

　できあがった料理を盛りつけ、お皿と一緒にテーブルに並べていく。

　だが、恭崇は紗江がすらりと言ってのけた言葉に対して、完全に動きを止めてしまった。

「……は？　た、高宮って……まさか、円に会ったのか？」

「本当はスーパーに買い物に行こうと思ってたんですけど、円さんの方から声をかけていただいたんです」

　すっかり食事の準備を整えてから、紗江は椅子に座って小さく息を吐いた。

　挙動不審な恭崇が、ロボットじみた動きで紗江の対面に腰かける——その表情は、硬く険しいものだった。

「恭崇さん、そんなに怖い顔をしないでください」

「でも——まさか、円が君になにか……彼女がそんなことをする人間だとは思わないけど、いやっ……」

「大丈夫ですって。コーヒーを一緒に飲んで、本当に少しお話をしただけです。……すごくいい人でした。たくさん励ましていただいて、お話も聞いてくださって」

　いただきます、と手を合わせてから、紗江は今日あったことをゆっくりと恭崇に話して聞かせた。

「高宮さん、海外に留学されるんですね」

「あぁ——その話は聞いたことがある。ウチのばあさんが結婚を急かしてくる理由も、一つそれがあると思うけど……前にも言った通り、俺たちはそもそも兄妹みたいに育ってきたから。やっぱりお互い、結婚とかは考えられないんだよ」

　並べられた料理に手を伸ばしながら、恭崇はなんとも言えない表情を浮かべていた。

　円が紗江に声をかけたというのが彼にとってはかなりのイレギュラーだったらしく、しばらく考える仕草を見せたのちに発した言葉はどこか不満げな響きだった。

「高宮の件は、俺が自分で何とかしようと思ってたんだ。このことで紗江に迷惑はかけたくないと思ってたし……」

「でも、高宮さんと話せて安心しました。わたしがいることで高宮さんにご迷惑をかけてるんじゃないかって、ずっと不安だったので……」

　恭崇が大丈夫と言ってくれても、円本人から話を聞かなければいつまでも胸にわだかまりが残ったままだっただろう。

　今日彼女と話せたことで、紗江の中でも決心がついた。そう言うと、恭崇はようやく納得してくれたようだった。

「そっか……まぁ、確かに不安にさせてしまったとは思ってたし、その件は円からフォローしてもらったってことになるのかな」

「はい。……おかげで、ちょっとだけ勇気をもらいました」

　自分が、恭崇の側にいてもいいのだと思えるくらいの勇気。

　円にとって、それは本当にちょっとしたものだったかもしれない。俯いた紗江の背中を軽く押すだけの、ほんの些細な言葉だったのかも。

（恭崇さんを支えたいって、ちゃんと人に言えたのも初めてだったし……）

　二人の関係は誰にも公言していないからこそ、余計に円の言葉が心に染み入ってきた。

「……わたし、恭崇さんのことが好きです」

「えっ!?　いや、う、嬉しいし、俺も紗江のこと大好きだけど——いきなりどうしたの？」

　突然告げられた愛の言葉に恭崇が目を丸くする。

　円の件がしっかりと解決して、ようやく紗江もすっきりした気持ちで愛を伝えることができる。

「実はずっと、不安だったんです。恭崇さんの家のことは、わたしにはどうにもできないし——お父さんみたいにあなたを手助けすることもできないし、じゃあ自分になにができるんだろうって……」

「そんなの、紗江はそばにいてくれるだけでいい！　榛原先生と紗江は違う。比較なんてできないし、する必要もない」

　恭崇がそう言ってくれるのはわかっていた。

　人を教え導く立場だった父と、いち会社員である紗江は違う。わかっていても、自分の無力さが情けなかった。

「ただあなたのそばにいるだけじゃ、わたしが我慢できなかったんです。恭崇さんが苦しんでいるのも、それでもなんとかしようって思ってくれているのも、知ってるから」

「紗江……」

　恭崇のそばは、紗江にとって心地いい。

　最初は会社の上司と部下として、次は父の教え子という関係を経て、こうして一緒の空間を共有していることが幸せと思えるような毎日を送ってきた。

　そんな日々を過ごすにつれ、彼が抱いている痛みを共に分かち合いたいと考えるようになってきた。

　自分がどれだけ彼の力になれるかはわからない——それでも、彼が心の裡に抱く苦しみを、ほんの少しだけでも一緒に抱えることはできるのではないだろうか。

　しっかりとした形で、彼のそばにいたい。誰にもそれを否定されず、ただ二人幸せに生きていきたいと思った。

「恭崇さんに、辛い思いはしてほしくないんです。一緒に背負えるものなら、苦しいことだって半分に分け合っていきたい。その……恭崇さんの家のことにしてもそうです」

「それって——これからもずっと、俺と一緒にいてくれるってこと？　そう思ってもいいの？」

　その問いかけに、紗江はこくんと頷いた。許されるならば、これから先も恭崇のそばにいたい。彼を支えて、こうして二人ゆっくりと食卓を囲む日々がこれからも続けばいいと思う。

「前にも話したけど……ウチは歴史ばっかりは長い家でさ。ばあさんも親父も、家を存続させることが一番の条件みたいに考えてる人たちなんだ」

　歴史だけではなく、久遠寺家は代々事業も行ってきた。築き上げてきた富と名声を途絶えさせることがないようにと、恭崇も幼い頃から厳しく育てられてきたのだ。

「俺は紗江が好きだし、ずっと——これからも、可能ならそばにいたいって思ってる」

　恭崇は仕事というフィルターをかけ、一定の線引きをすることで問題なくコミュニケーションをとれているようにも見えるが、その根底は未だに強い苦手意識が残っている。

「けど親父は、俺個人というより『久遠寺家の跡取り』が大切なんだ。子どもの頃からそうだった……このままじゃ、紗江は確実に辛い思いをすることになる」

　テーブルの上で、恭崇がぎゅっとこぶしを握り締めた。

「この年になって親父に殴られることを心配してるわけじゃない。俺の一番大切な人が辛い思いをするのが、なにより苦しいんだ」

「恭崇さん……」

「でも、紗江の言葉を聞いて決心がついた。親父に話しに行くよ。俺が誰を愛していて、これからどうしたいのか——全部曝け出して、俺は俺の選んだ人と幸せになるって、縁切り覚悟で啖呵切ってくる」

　縁切り覚悟だなんて、そんなことを言わないでほしい。

　仕事を通して普通にコミュニケーションをとることができるのなら、多少は互いを尊重しあえるはずだ。

「本音を言えば、少し怖いんだけどね。でも、あんまり紗江に情けないところを見せて、愛想尽かされるのは絶対に嫌だし」

「そんなの——あ、愛想なんて尽かせるわけ、ないじゃないですか！　わたしは——わたしだって、恭崇さんの力になりたいんです……！」

　彼のことを情けないと思ったことなんて、一度もない。

　行く場所のない自分を助けてくれて、心の深い場所に抱えていた悲しみを優しく包み込んでくれた恭崇に、紗江は強く惹かれていった。

「……わたしも一緒に、恭崇さんのご実家に行ってもいいですか」

「紗江が、俺と一緒に？」

　決意を滲ませた紗江が不意に発した言葉に、恭崇は大きく目を丸くした。

「わたしも、社長と……いえ、恭崇さんのお父さんと、一度お話をしてみたいんです」

「……それで、紗江が傷つくことになっても？」

　ゆっくりと、首を縦に振る。

　確かに自分には、家柄として誇るものなんてなにもない。けれど、自分にしかできないことだってあるはずだ。

「恋人として、胸を張って恭崇さんの隣に立っていたいから」

　円が言ってくれたように、彼に寄り添うのが紗江にしかできないことだとしたら。

　それなら、いくら傷ついたってかまわない。

「わたしを、久遠寺家に連れて行ってください。お願いします！」

　勢いよく頭を下げると、恭崇は暫し呆然としたあと、ハッとして顔を上げた。

「わかった……じゃあ、週末に時間を作るようにするよ。元々土曜から実家に戻る予定だったし、休日ならあの人も家にいると思うから」

「土曜日、ですか……わかりました。準備をしておきます」

　日にちが具体的になると、途端に現実味が増す。

　土曜日までの間、無事に仕事ができるだろうか——強い緊張感を覚えながらも、紗江は自分に言い聞かせるように何度も頷いた。

　すると、それを見ていた恭崇がすっと目を細める。いつもと同じ、優しい笑い方だ。

「絶対に、家族は説得してみせる。円にもその意思がない以上、婚約の話はこれ以上進められないだろうからね。そうしたら——ねぇ、紗江」

　テーブルの上に握られた手に、そっと力がこもる。

　少しだけ低くなった声に肩を跳ねさせる紗江に、恭崇は真剣な声音で囁いた。

「ちゃんと家の問題を片付けられたら、その時は……俺の奥さんとして、ずっと隣にいてくれる？」

「え、そ、それって……あの」

　恭崇の言葉に、心臓が強く脈打ちだす。頬が緩むのを隠し切れず、紗江はパクパクと口を開閉させた。

「プロポーズと取ってくれて構わない。それだけの覚悟をして、俺は親父と話をつけに行くからね」

　一瞬、身の回りの音がすべて消えてしまったかのような感覚に陥る——プロポーズ、と口の中で繰り返した紗江がその言葉を理解できるまで、少しの時間を要した。

「紗江？」

「あっ……あの、いえっ！　ちょっとだけ、驚いてしまって……」

「俺も——ずっと紗江の隣に立っていたいからね。それくらいの覚悟をしなくちゃ」

　急なプロポーズに、高鳴った鼓動がなかなか収まってくれない。

　紗江は言葉もなくこくこくと頷くと、恭崇の手の上からもう片方の手を重ね合わせた。

「どんなことがあっても、絶対に俺が君を守るから——だから俺と……結婚、してくれる？」

　首を横に振るなんていう選択肢は、紗江の中には存在していなかった。

　たとえどれだけ周囲の反対に遭っても、恭崇のそばを離れたくない。彼が背負ってきた孤独や悲しみを、一緒に抱えていきたい。

　強く決意しながら、紗江はもう一度強く頷いた。

「は、はい……！　わたしの方こそ、よろしくお願いします」

　声が震えている。本当に——こんなに幸せなことが、あっていいのだろうか。

　心の中はこれまでにないほどに温かく落ち着いていたけれど、まなじりからは熱いものがこぼれ落ちてテーブルを汚した。

「まだ泣かないで。ね？」

　すると、恭崇がその涙を指先で拭ってくれる。こぼれた涙を拭きとってくれた彼は、宥めるように紗江の頭を撫でた。

　込み上げてくる熱い思いに紗江は声を震わせて恭崇の手を握った。

「だって、う、嬉しいんです。……わたしに、家族ができるんだなって思ったら……」

　学生時代を支えてくれた叔父夫妻も、紗江にとっては立派な家族だ。けれど、やはり両親とは違う——心のどこかで、ほんの少しの隔たりを感じていたのは否定できない。

　そんな自分に恭崇という家族ができるのだと思ったら、自然と涙がこぼれてきた。

「ごめん、なさい。こんなつもりじゃ……」

　我に返った紗江が申し訳なさそうに頭を下げると、恭崇はそっと椅子から立ちあがり、紗江のすぐ隣に立った。

「そんなことないよ。……俺も嬉しい」

　優しく抱きしめられて、こめかみにキスを落とされる——柔らかいぬくもりを感じた紗江は、にっこりと笑って恭崇の唇に自分のそれを押し当てた。
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「……おはようございます、恭崇さん」

　土曜の朝——恭崇の部屋で目を覚ました紗江は、隣で眠っている彼を起こすといつものように朝食の準備を始めた。

　とはいえ、午前中から出かける予定になっているので、朝ごはんは軽めだ。トーストとコーヒー、デザートはヨーグルトのベリーソースかけ。

　トーストを焼いていると、着替えを終えた恭崇が目を擦りながらリビングにやってきた。

「いい匂いがする……」

「トースト焼いてるんです。バターにしますか？　それともジャムか……ピーナッツバターもありますよ。マーマレードがちょっと切れてるんですけど」

「じゃあ、バターにしようかな」

　いつも通りの会話をしながら朝食を食べ、コーヒーを飲みながら二人で一息つく。

　これだけなら普段の休日と何も変わらない。

　けれど、今日は恭崇の実家——久遠寺家に、紗江も一緒に向かうことになっていた。

「親父にはそれとなく話はしておいたよ。恋人つれてくって言ったら、いつも通りの反応だったね」

「……怒られたんですか？」

「ううん、その逆。特にリアクションがないっていうか——『そうか』って一言だけ。多分、高宮の方から話もあったと思うんだけど」

　トーストを二枚平らげた恭崇は、普段実家に戻るときと比べると幾分顔色も良くなっていた。

「自分の言うこと聞かなくなった息子には興味がないのかもしれない」

　恭崇の表情は変わらず、悲しんでいるような様子もなかった。

「そう……なんでしょうか。社長って、そんなあからさまな人なんですか？」

「わからない。あの人がなにを考えてるかなんて……いや、こっちの話を聞いてもらうからには、俺も向こうのことを少し考えなくちゃいけないのか」

　この数日間、恭崇は父との折衝を続けていたらしい。

　仕事を抜きにして父親と話をすることを避けていた彼だが、紗江のために恭久のもとへ向かい、週末実家に帰る際に時間を作ってきた。

　一方で紗江も、プロジェクトを進めながら何度も予行演習をしてきた。自社の社長を前にして緊張するなというのは無理な話だが、恋人の父親に会いに行くのだと言い聞かせ、なんとかして恭久に結婚を認めてもらおうと脳内での練習を繰り返した。

（結局緊張して、昨日も恭崇さんの部屋に行かないと眠れなかったけど——）

　部屋の中は妙な緊張感に包まれていて、食器を片付ける恭崇の動きも少しぎこちない。

　この後は恭崇が車を出してくれることになっているのだが、出発の時間になるまでは落ち着かないまま過ごすことになった。

（どうしよう……多分、恭崇さんも緊張してる——）

　テレビもつけず、時計の秒針が響くばかりのリビングを出た紗江は、自室で服を着替えることにした。

　とろみのついた白いスリーブブラウスに、グレイッシュベージュのレーススカートを合わせる。実は引っ越しの際にいくつか衣料品を捨ててしまい、昨日会社帰りに慌てて買いに行ったものだ。

「……恭崇さん、準備ができました」

　新品の服に着替え終えた紗江がリビングに戻ると、恭崇も外出の準備を整えていた。

　彼の方は暗い色のジャケットにシャツを合わせた装いで、普段の私服よりも少しだけフォーマルな印象の格好をしている。

「なんか——紗江のそういう格好、新鮮だなぁ。普段スーツだからかな……結構好きかも」

　車のキーを手に取った恭崇が、じっと紗江の方を見つめてから表情を緩めた。

「それって今まで着たことあった？」

「いえ、実は昨日買ってきたばかりで……スーツとかは持ってるんですけど、私服とかは引っ越しの時に結構捨てちゃったから」

　正直に事情を話すと、恭崇はそこでようやく表情を綻ばせた。

　張り詰めていた室内の空気が、それで少しだけほぐれてくれる。

「言ってくれれば、知り合いのブティックに適当なものを用意してもらったのに。……でも、それ本当にいいなぁ。ねぇ、今度はその格好で二人で買い物に行こうか」

「そう、ですね。一緒にお買い物とかも、たくさんしたいし……」

　恭崇の父に結婚のことを認めてもらえるまでは、二人の関係を表沙汰にすることもできない。円が会社を訪れたことで、彼女が恭崇の婚約者であるらしいという噂はかなり広がっていた。

　二人が交際を公言していないこともあって、買い物はどちらか一人が行くか、車を出してもらっても恭崇にその中で待っていてもらうことが多かった。

「できるよ。大丈夫——さすがに会社の中ではちょっと難しいけど、二人で出かけるくらいなら」

　上着を着た恭崇は、そう言って先に駐車場に向かっていった。

　車をエントランス前までつけてくれると言うので、紗江も遅れてエレベーターで一階に降りていく。

　恭崇の車は多くの場合、助手席に仕事の資料が積まれている。出先でもすぐに仕事が確認できるようにと、ノートパソコンが入った鞄が置かれている場合が多いのだが、今日はそれらの荷物はすっかりと下ろされていた。

　片付けられた助手席に紗江が乗り込んだのを確認すると、彼はゆっくりと車を発進させた。

「ここから、どれくらいでご実家につくんですか？」

「三十分かからないくらいかな。一応都内なんだけど、ちょっと外れの方にあってね」

　恭崇の実家周辺は一帯が久遠寺家所有の土地なのだという。そのため、恭崇の両親も引っ越すことはせず、ずっと実家に暮らしているらしい。

「古い家だからね、土地ごと売り払ってマンションでも買えばいいんだろうけど……俺はあの家で暮らすつもりはないから」

「そうなんですか？」

「やっぱり、会社のことを考えると今住んでる家の方が通勤が楽だから」

　恭崇の父はその三十分ほどをかけて車で仕事に通っているそうだが、そこも彼から見れば非効率的であるらしい。

「でも——もしかしたら、その通勤の時間が社長にとって自由な時間だったりして」

「そうなのかなぁ。あの人が仕事以外の時になにを考えてるのかも、よくわからないというか……理解しようとも、思わなかったし」

　言葉の節々に感じられる親子の隔絶に、少しだけ胸が痛む。

　車の多い中心部から郊外に向かうにつれ、二人の会話も徐々に減っていった。先に話はしてあると恭崇は言ったが、門前払いをされたらどうしよう——そんな不安に、紗江も流れていく景色を黙って見ているしかできなかった。

「もう少しでつくよ。……ほら、あの家」

「えっ、あれですか？」

「うん。正門まで回るとちょっと遠いから、裏につけるね」

　恭崇が「あれ」と指さした方向を見ると、そこには広い敷地を取り囲む石塀が並んでいる。その中心には頑丈そうな鉄の門扉が嵌っていて、奥はよく見えないようになっていた。

　車が裏門につくと、彼はガレージにそれを止めてから扉を開けた。

「お、思ってたよりもずっと——大きいおうちなんですね……」

「古い家だから、広さだけはあるんだ。昔は女中さんとかがいたらしいけど、今は警備会社にセキュリティの管理だけしてもらってる。家にいるのも両親とばあさんだけだから」

　裏門を通って中に入ると、広大な庭が目についた。よく手入れをされている庭を通り抜けると、久遠寺邸がその全貌をあらわにする。

「……あれ？」

　古い家と聞いていた紗江は、目の前に現れた建物にほんの少し驚きを見せた。

　てっきり時代劇に出てくるような純和風の建物が母屋かと考えていたのだが、建物自体は思っていたよりも新しく、どちらかといえば洋風の小ぎれいな造りになっている。

「土地はそのままで、何度か改装してるんだ。もっと古い家が出てくるかと思った？」

「は、はい。ちょっとだけ……」

　なんでも、亡くなった恭崇の祖父が車いすでの生活をしていたため、十年ほど前にバリアフリーに建て替えたのだという。

　呆気に取られている紗江の手を引きながら、恭崇は自宅のインターホンを鳴らした。

「恭崇です。……この前話していた件で、彼女を連れてきました」

　紗江に話しかける時よりも硬く、ずっと事務的な声だった。仕事をしている時だって、恭崇のこんな声は聞いたことがない——オートロックが開錠されると、彼は大きく息を吸ってその扉を開けた。

「どうぞ」

「お、おじゃまします……」

　久遠寺邸は、いっそ不気味なほどに静まり返っていた。

　まっすぐに家の奥へと向かっていく恭崇の後ろをついて歩きながら、紗江は彼の背中をじっと見つめていた。

　家の中に入ってから明らかに言葉少なになった恭崇は、ある部屋の前で足を止めるとそっと扉をノックする。

「——はい」

　中から聞こえてきたのは、壮年の男性の声だ。おそらくこの部屋の中に、恭崇の父がいるのだろう。

　一拍呼吸を置いたあと、恭崇はそっとドアを開ける——書斎と思しき部屋の中をのぞくと、声の主であろう男性が椅子に座っていた。

　彼こそが久遠寺恭久。久遠寺テクノガラスの代表取締役社長であり、恭崇の実父だ。

「……ただいま帰りました。母さんは？」

「優ゆう子こは習い事だ。そのあと買い物をしてくると言っていた——それで」

　緩慢な動作で立ち上がった恭久は、後ろを振り返ると恭崇と紗江を交互に見る。

　白髪交じりの頭髪に、体格はがっしりとしていて威厳がある——社内報や企業ホームページで見る姿そのままの恭久は、どこか他人を圧倒する雰囲気をまとっていた。

「お前が時間を作れと言うから何事かと思ったが……彼女がお前の交際相手か」

「あぁ。榛原紗江さん——ウチの第二事業部で働いてる」

「第二事業部？」

　恭久が片眉を上げて、紗江の方に視線を向ける。

　慌てて頭を下げた紗江は、上ずった声でそのまま自己紹介を始めた。

「あのっ、……第二事業部、商品企画課の榛原と申しますっ」

　商品企画課、と小さく呟いた恭久は、一度大きく息を吐くと応接スペースとなっているらしいソファを指した。

「……そこに座りなさい。家内がいないので茶ぐらいしか出せんが——」

「話を聞くつもりはあると思っていいんですね？」

「話の内容はともかくとして、理由を聞きもせずに追い出すつもりはない」

　恭崇の声がどこか刺々しいのは、聞き間違いではないだろう。

（これが家族の……それも、お父さんと息子の会話なんて……）

　紗江の記憶の中にある父との会話は、いつも冗談や笑い声が混ざっていた。ほんの一時の会話を聞いただけでも、親子の間の隔たりが強く感じられる。

「高宮の方から話は聞いてるんでしょう？　円が連絡を入れたと思うが……単刀直入に言う。俺は円と結婚をする気はないし、ここにいる彼女と将来を一緒にしたいと思ってる」

　勧められたソファに座ることなく、恭崇がはっきりとした口調でそう告げた。

　だが、恭久はそんな息子に一瞥くれることもなく、深く息を吐くとまず紗江に声をかけた。

「とにかく座りなさい。女性を立たせたままというのも失礼な話だろう」

　外見の貫禄同様に、恭久は自分のペースで話を進めていく。弁が立つ恭崇であっても話し合いで優位に立つことは容易ではない——二人の間に流れる空気が、紗江の背筋をすっと伸ばした。

「……では、失礼します」

　けれど、だからといって自分まで恭久のペースに呑まれるわけにはいかない。

　一礼してソファに腰かけた紗江は、そのまま恭崇の方を仰ぎ見た。

「恭崇さん」

　そっと名前を呼びかけると、少し不安定だった彼の視線がこちらを向く。張り詰めていた表情が一瞬緩んだあと、恭崇も紗江の隣に腰を下ろした。

「まず、高宮との件だが」

　二人が椅子に座ったことを確認すると、恭久は手ずからコーヒーを淹れてそれを二人の前に差し出した。

　紗江は頭を下げてそれを受け取ったが、恭崇はなにも言わずまっすぐに父を見つめている。

「円さんが留学するという話は聞いている。その件で結婚の約束そのものをなかったことにしたいとの話も確認済みだ。昔の口約束のようなものだし、彼女の志を邪魔するわけにはいかない」

「じゃあ……」

「だが、お前の結婚となれば話は別だ。お前は久遠寺家を——久遠寺テクノガラスを継ぐ人間だ。お前の身の振り方で、会社そのものや社員たちの行く末も決まる。……だから、結婚は反対だ」

「それはこの話に関係あるのか？　現に、第二事業部の設立以来、業績は右肩上がりで……」

「そういうことを言っているんじゃない。タカミヤ・メディカルグループとの繋がりができれば、ウチの医療分野への進出も容易になるはずだった。今回は向こう側にイレギュラーがあったが、お前の年齢からしてそう悠長なことも言っていられない」

　恭久が言いたいことは、紗江にもよく理解できる。

　業界でのシェアを一定以上占めている久遠寺テクノガラスにとって、さらに業績を上げる手段は異業種とタッグを組むことだ。

　医療分野であれば精密機械に使用するガラス製品の需要を一手に引き受けることもできただろう。そうなれば、第二事業部設立の際よりも、より大きな利益が動くことになる。

「……俺は、家のために犠牲になるつもりはない」

「犠牲？　人聞きの悪いことを言うんじゃない。これは必要な選択だ。……引いてはそれが、お前の大切な人を守ることにも繋がるんじゃないのか？　高宮のような家ならともかく、不慣れな環境で大切な人に苦労をかけたくはないだろう」

　厳しい視線が、すっと紗江の方に向けられる。

　咎められているわけではない。むしろ、それは本当に紗江のことを思った言葉にも聞こえた。

　古い家というのはそれだけで多くのしがらみがあって、不文律も少なくはない。

　生まれながらにそうした環境で育ってきた円ならともかく、紗江がその不文律の中で苦労をする可能性は非常に高いだろう。

（確かに——社長が言っていることも、理解できる。けど……）

　恭久が言っていることがなまじ正論であるからこそ、紗江もその言葉に反論ができなかった。

「まるで紗江のためみたいな言い方をして、自分の意見を正当化しないでくれ」

　思わず俯いた紗江だったが、硬質な声が隣から聞こえてきて顔を上げる。

　眉を寄せた恭崇が、淡々とした口調で父に反論を始めた。

「アンタは昔からそうだ。俺のためだと言いながら、結局は俺に選択の自由すら与えてくれない——俺はもう十分に物事を一人で考えることができるし、打算や損得勘定で彼女を好きになったわけでもない」

恭崇は極力抑えた声音で言葉を選んでいるが、その語尾には隠しきれない怒りが滲んでいた。

「恭崇、お前はもっと合理的に物事を考えられる人間のはずだ。久遠寺家の跡取りが、何の考えもなしに行動するんじゃない。お前には、この家をより長く繁栄させる義務が——」

「義務？　そんなもの……俺は十分に義務を果たしてきたはずだ！　アンタの言いなりになって、なにをされても耐えてきただろう！　榛原先生がいなかったら、俺は自分の進路でさえアンタに言われるがままだった——」

　音を立てて立ち上がる恭崇を、恭久はじっと見つめている。

　そのまま彼が父の胸倉を掴みかねない勢いだったので、紗江は慌てて恭崇を止めた。

「や、恭崇さん！　待って……」

　どの言葉が、恭崇の心を強く揺さぶったのか。

　あるいは、長く心に残り続けた澱のようなものが、その瞬間に発露したのかもしれない。

　テーブルに身を乗り出した息子の気迫に、一瞬恭久が動きを止めた。おそらく彼も、息子がここまで食って掛かってくるとは思っていなかったのだろう。

「落ち着いて、恭崇さん。そんなに怒っちゃだめ——わたしたち、喧嘩をしに来たわけじゃないんだから」

　珍しく興奮した様子の恭崇を宥めながら、紗江は注意深く恭久の様子を観察した。

　仕事上多くのクライアントや気難しい作家たちとのやりとりを経て、次に何を言わんとしているのかの予測も立てられるようになってきた。

「……すまない。でも、君に対しての思いまで馬鹿にされている気がして、どうしても我慢ができなかった」

　低く抑えた声の恭崇が、自分を落ち着かせるように深く息を吐く。

　彼がここまで声を荒げるのを見るのは初めてだ——さすがの紗江も、ここでつかみ合いの喧嘩になってしまうのではないかと思った。

　だが、軽い咳払い一つで調子を整えた恭崇は、決して目を逸らすことなく父に対峙する。

　先ほどまでの激しい雰囲気は鳴りを潜め、彼はゆっくりと言葉を選び出した。

「俺が今まで生きてきた中で、なんの打算もなく、一人の人間としての久遠寺恭崇を見てくれた人がどれだけいると思う？　実の親ですら息子のことを家のための道具としか見ていないのに——」

　円が言っていたように、旧家には旧家なりのしがらみがある。

　背負っている名前が独り歩きし、恭崇は子どもの頃から「久遠寺家の跡取り」として大人たちと接してきたのかもしれない。

「家のための道具……？　そうか、恭崇……お前には、そう思わせてしまっていたんだな」

　一方で、恭崇の言葉に驚いているのは父の方だった。

　それまで厳粛な態度だった恭久の様子が、わずかに揺らいだような気がする。驚いているのか、それとも困惑しているのか——紗江はじっと、その様子を眺めていた。

「思わせてしまっていた？　まさか、自覚がないなんて言わないだろうな」

「いや——いや。お前が久遠寺の名前を背負うのに、万が一にも間違いなどないよう厳しく接してきた自覚はあったとも。だが、お前のことを道具だと思ったことは一度もなかった」

「なにを今更……少しでも自分が気に入らないことがあったら、寒い冬の蔵に子供を一人で閉じ込めたのは誰だ。進学先も交友関係も、家に利益があるものしか許さなかったのはアンタの方だろう？」

　恭久の目が、そこで大きく揺らいだ。

（でも……恭崇さんの進学先は——）

　そこで、紗江の頭にはある考えがよぎる。いくら教師であった父の勧めがあったとはいえ、最終的に恭崇の留学を許可したのは恭久のはずだ。

　留学という選択肢は結果として恭崇の経営哲学や人生観を大きく変えた。だが、恭久が心の底から息子のことを支配下に置きたいと思っているなら、自分の目が届く場所で学ばせたいと思うはずだ。

「……お前が私にされたことを、私もまた両親にされてきた。厳しくされたが、時代もあったのだろうな。経営者としての取捨選択をそこで学んだから、ずっとそれが正しい方法だと思ってきたが——」

　間違っていたのか、と、恭久が小さな声で呟いた。

　その呟きには紗江の耳にも、もちろん恭崇の耳にも届いている。

（やっぱり、社長は……）

　わずかに眉を寄せた恭崇は、しばしの間なにも言わずに父親を見つめていた。

「社長。……どうして恭崇さんの留学を許可したのか、聞いてもいいでしょうか。父がお話をさせていただいたと言っても……どうしても、そこかが引っ掛かっているんです」

「父？　君の父親とは……」

　黙り込んだ恭崇の代わりに、紗江はゆっくりとした口調で恭久に問いかけた。

　恭崇の話を聞いていた時から、どこか腑に落ちないところがあった。うまく言葉にするのは難しいが、恭久が全く息子のことを考えていなかったとは思えない。

「わたしの父は……恭崇さんの、高校時代の担任だったんです。彼に海外留学を進めたのも父で——わたしもそれを知ったのは、つい最近のことなんですけど」

　恭崇の海外進学を進めた教師というのは、恭久も覚えていたらしい。

　目を丸くした恭久からは、先ほどまで放っていた強い威圧感がすっかり消え失せていた。

　これ幸いと、紗江はまるでプレゼンテーションに赴くような心持ちで話し始める。多少緊張はするが、話を聞いてくれるならばなんとかなるかもしれない。

「……どこかで、社長もわかっていたんじゃないでしょうか。このままじゃいけないって——だから、海外への留学も、まったく新しい事業部の設立も許可したんじゃないかって、ずっと考えていたんです」

　海外留学以外にも、恭久が反対しそうなことがもう一つあった。

　それは、新しい事業部の設立——紗江が入社した時にはすでに第二事業部が設立されていたが、そこに関して恭久が反対をしなかったということが少し引っかかっていた。

「紗江。この人が事業部の設立を許可したのは、別方面でのアプローチをした方が業務成績が見込めたからだよ。事実、メディア展開を多くしたおかげで業績は右肩上がりだ」

　業績を見れば、確かに第二事業部のそれは順調といえるだろう。

　けれど、紗江が副島とのやりとりの中で感じた——いや、第二事業部に所属している多くの社員が感じているのは、第一事業部の抜群の知名度の高さだ。

　メディア戦略が上手くいって業績が伸びたのは現状の結果論であり、なにかを間違えれば事業部が丸ごと潰れていたかもしれない。

「……第二事業部は第一事業部と比べて認知度がかなり低いのが現状です。恭崇さんも感じることは多いと思いますが、現場で働いているとどうしても比較されることが多いので——役員としての仕事をさせるなら、やっぱり元からある部署の方がやりやすいとは思います」

　新卒で第二事業部に配属された紗江はそこまで違いを感じたことはなかったが、恭崇の場合は事業が失敗すれば責任を問われることになる。

「今までの久遠寺テクノガラスがやってきたこととはほとんど違うことを、取締役に就任したばかりの恭崇さんに任せるっていうのは少しリスキーですよね」

　それでも、恭久は息子の提案を却下することはなかった。

　表向きは新規事業の開拓を新しい役員に任せた形にはなるが、それは恭崇個人の経営手腕を見込んで任せたことになるのではないだろうか。

「もしも社長が、本当に恭崇さん個人のことじゃなく、会社のことだけを考えているんだったら……恭崇さんには自分がしてきた仕事と同じ仕事をさせたいって思いませんか？」

　答えを返さない恭久は、腕組みをするとぐっと目を閉じて紗江の話に聞き入っていた。

　相槌があるわけでもないが、反論がないということはこのまま話を続けてもいいのだろう。

「もちろん、事業の展開を成功させれば大きな実績になります。でも……それなら、それこそ異業種他社と手を組んで、そこから販路を広げていけばいい。まったく新しい部署を設立するよりは手っ取り早いと思います」

「……なるほど、それが君の考えか。ずいぶん飛躍した話だとは思うが」

　そこでようやく、恭久が目を開いた。張り詰めた空気はそのままだが、先ほどまでの重苦しい威圧感は見られない。

「憶測でものを言ってしまって申し訳ありません。でも、もしかして社長は恭崇さんがある程度の年齢になった時から——彼の判断を尊重しようとしていたんじゃないかなって思って」

「そう……だったのか？　まさか、そんな——」

　信じられない、と、恭崇が小さな言葉を漏らす。

　その声が聞こえていたのかいないのか、恭久はなにも言わずにもう一度目を閉じる。

　しばしの静寂が流れたが、それを打ち破ったのは恭崇の声だった。

「紗江の言っていることを、信じるとして」

　少しだけ震えたその声は恭崇の戸惑いを表しているようだった。

　息子の声に耳を傾けようと、恭久はじっと彼の方を見つめている。

「だとしても——それはあくまで仕事上のことであって、アンタが俺の私生活に口を出していいっていう話じゃない。さっきも言ったが、俺はこれから先アンタやばあさんの……久遠寺家の言いなりになって生きるつもりはない」

　そう言い切った恭崇の声は、もう震えてはいなかった。

「俺は、俺が愛している人と一緒に生きていくって決めた」

　きっぱりと自分の意見を口にした息子に対し、恭久もそれ以上反対はしてこない。腕組みをしたまま、考え事をするように小さく唸った恭久は、たっぷりと時間をかけてから深呼吸をした。

「そこまで言い切るのならば、目に見えた実績を見せてもらわねば困るな。結婚を認めたからといって、事業の業績が落ちるようならば考えを改めなければならなくなる」

「……それはつまり俺たちの結婚は認めてくれるっていうことでいいんだな？」

「認めないと言ったところで、婚姻届を提出すれば結婚は成立するだろう。……お前の好きにしなさい。三十路も近い子供の世話を焼くほど、私は暇人ではない」

「なっ……」

　恭久の言葉に、二人は思わず顔を見合わせた。信じられないとばかりに、紗江が声を上げる。

「ほ、本当ですか!?」

「発言の撤回はしない。それに——なるほど、榛原さんと言ったか。確かに恭崇の学生時代、教員がウチを尋ねてきたことがあった。留学のメリットと……恭崇の自立についての話を熱心にしていったので覚えているよ。まさか彼の娘さんが君とは、まったく世間は狭いものだ」

　ぱっと顔を明るくする二人に、恭久は昔を思い出すような表情を浮かべた。

「本当はその時点で疑問に思っていたんだ。自分が母にされてきたことを同じように息子にしたとして——果たしてそれが正解なのかとね。だが、結局私には正解がわからなかった」

　恭久も、久遠寺家を継ぐものとして厳しく育てられたのだろう。

　そして自分が成功を成したという自覚があるからこそ、同じように恭崇にも接してしまった。紗江はそれを間違っているとも、正解だとも言うことができない。

（それを判断するのは、わたしでもお父さんでもない……きっと、恭崇さん本人だもの）

　恭崇は、仕事を通してならば父親とまともに会話をすることができると言っていた。

　だが、きっとそれは恭久の方も同じだったのだろう。

　家族としての接し方に正解が見えないからこそ、学業や仕事というフィルターを通じて息子と接してきたのかもしれない。

「なんていうか……似てますよね、お二人って」

「……俺と親父が？」

　思わず口からついて出た言葉に、恭崇が心底心外だと言いたげな顔をした。

　けれど、紗江はその際に見てしまった。それまでの渋面を綻ばせ、口元を緩める恭久の姿——時間はかかってしまうかもしれないが、いずれ二人の関係は修復できる可能性がある。そう思えるほどに穏やかな、父親としての笑顔だった。

　

　

「納得できない。俺と親父が似てるなんて、今まで一度も言われたことがないよ」

　その日の夜、久遠寺邸を辞したあともしばらく恭崇は腑に落ちない様子で口をとがらせていた。結局あのあと、習い事から帰ってきた恭崇の母、そして療養中である祖母にも挨拶をしたのだが、どちらも紗江を邪険に扱うようなことはなく、むしろ歓迎してくれているようでもあった。

「多分ばあさんは、もう孫が恋人を連れてきたっていうだけで満足したんだと思う。昔はもっと怖い人だったけど、今日は大分機嫌がよかったみたい。母さんは別に、俺の選んだ相手なら何も言わないとは思うよ」

　恭崇はそう言っていたが、事前に聞いていた祖母の人物像が『昔ながらの厳格な女性』というものだけだったので、実は恭久に挨拶をする時よりも緊張してしまった。

　恭崇から相当怖い人だと聞いていたが、実際に顔を合わせてみると、高齢である彼の祖母は物静かで、ベッドの上での挨拶となってしまったことを丁寧に謝罪してそっと紗江の手を握ってくれた。

　孫をよろしく頼むと何度も頭を下げてくれた彼の祖母は、紗江が思い描いていたよりもずっと優しい人物だった。

（きっと……本当に、歯車が少しずつ噛み合っていなかっただけなんだろうな）

　恭崇が旧家のしがらみから抜け出そうとすればするほどに、それは複雑に絡み合っていったのかもしれない。

　時間をかけてそれを解していけば、彼も実家に対する苦手意識はなくなっていくだろう。今日の久遠寺家への訪問で、紗江はそれを実感した。

「でも、無事にご挨拶ができたので……今度高宮さんにもお礼を言わないと」

「あぁ、円にはちゃんと礼を言っておきたいな。彼女が留学する前に、一度食事の席でも用意しておこう」

　帰りの車の中は、行きの時とは比べ物にならないほどに気楽な雰囲気だった。

　家に帰ってきて、リビングのソファに二人で腰かける。すると、恭崇はようやく人心地ついたように溜息を吐いた。

「本当に——お疲れさまでした」

　普段はビールを開けるのだが、今日は恭崇が選んでくれたスパークリングワインにした。食事は久遠寺邸でいただいてきたので、つまみをいくつか出してゆっくりとした時間を楽しむ。

「紗江のおかげで、少しは親父と話もできた。……まだ、普通の親子みたいに接するのは無理そうだけどね。こればっかりは時間がかかりそうだ」

「それは仕方がないことだと思います。でも……社長、ご飯食べてる時ちょっと嬉しそうでしたよ？」

「そうかなぁ？　紗江ってそういうところ、よく気が付くよね」

　恭崇はそう言うが、割と恭久の表情はわかりやすかった。おそらく、今まで彼は意図的に父の顔を見ないようにしていたのだろう。

（仕事のことも聞かれたけど……恭崇さんが第二事業部のみんなから慕われてるって聞いて、嬉しそうだったし——）

　お互いに家族に対しては不器用なところもあるのがそっくりな親子だ。少なくとも今日一日で、紗江は何度かそう思う場面があった。

「わたしが気が付くんじゃないとは思いますけど……でも、門前払いされなくてホッとしました」

　朝からずっと緊張していたこともあって、紗江の体には今になってどっと疲れが押し寄せてきていた。

　後半はほとんど歓迎されていたとはいえ、恋人の家に挨拶に行ったのだ。久遠寺邸にいる間は一切気が抜けず、帰りの車の中ではうとうとと舟をこいでしまった。

「……本当にありがとう、紗江。そう思うくらい、きっと俺よりも不安だったよね。」

「いえ——すっごく緊張しましたけど、無事に帰ってこられたので全く問題ないです！」

　緊張がほぐれたことと、アルコールの勢いでいつもよりもテンションが高くなる。

　柔らかく笑う紗江の肩に体をもたれさせた恭崇は、戯れるようにどんどん体重をかけてくる。

　恭崇の重みに耐えかねて傾いていく体を腕で支えながら、紗江はそっと彼の頭を撫でてみた。すると、アーモンド形の彼の目がにわかに熱を宿す。

「恭崇さん？」

「——だめ、今日はお互い疲れてるから、我慢しようと思ってたけど……そんな風に可愛く笑われると、紗江のことが欲しくなっちゃう」

　艶をたっぷりと含んだ声音でそう囁かれて、背筋がぞくっ……と震えた。

　伸びてきた彼の手が紗江の腰を撫で、緩やかに弧を描く唇は蠱惑的な誘いを乗せている。

「無理、かな」

　確認の形をとっている言葉に、その意図がないのはわかっている。

　すでに彼の中では紗江を抱くつもりだろうし、少しだけそれに期待している自分もいる——とはいえ、この前のようにソファで滅茶苦茶にされるのは少し憚られた。

「ソファ、では……もう嫌です」

「俺は結構楽しかったけど——じゃあ、ソファじゃなければいいんだね」

「え、ひぁっ！」

　ぐっと体を起こした恭崇が、そのまま紗江の体を横抱きにして抱え上げる。

　いきなり訪れた浮遊感に、思わず紗江は恭崇の体にしがみついた。触れあう体温が心地よくて、自然と彼の胸に頬を摺り寄せてしまう。

　恭崇の部屋に入ると、ひやりと冷たい空気が熱っぽい頬を掠めていった。

「……恭崇さん。あの、お願いがあるんですけど」

「お願い？」

「今日は、ですね……わたしが恭崇さんの服を、脱がせてあげたくて」

　そっとベッドに下ろされたあと、紗江はちらりと視線を上にあげて恋人の様子を確認してみた。

　触れあいたいと思っていたのは、紗江も同じだ。抱えていた大きな荷を下ろした途端、体が恭崇の熱を欲していることに気付いてしまった。

「じゃあ、脱がせてもらおうかな」

　優しい声と一緒に、つむじに一つキスが落とされる。

　それだけでも体が甘く痺れるのを感じながら、紗江はそっと恭崇のシャツに手をかけた。

　たどたどしい手つきでボタンを外すのは少し苦労したが、丁寧にそれを終えると、つるりとした男の肌があらわになる。

「ん……」

　引き締まった美しい肉体は彫刻のようだ。彼に抱かれるとき、紗江はいつもそう思う。

　うっとりと目を細めながら胸元に顔を寄せた紗江は、いつも恭崇が自分にしてくれるように、上半身のいたるところに唇を押し付けた。

「っ、ん……ちゅ……」

「紗江？　え——あの、これは……」

　徐々に高くなる彼の体温を唇で感じながら、紗江は咥内に溜まった唾液を嚥下する。恥ずかしいのは恥ずかしいのだが、今日は恭崇に気持ちよくなってもらいたい。

「今日は、恭崇さんがとても頑張ったので……ご褒美といってはなんですが……」

　微かに震える喉仏と、隆起した鎖骨——細身ながらも美しい筋肉に彩られた胸元。一つ一つ丁寧に唇を押し付けて、紗江は熱のこもった息を吐きだした。

「は、ぁっ……んぅ」

　唇で皮膚をなぞりながらシャツを完全に脱がせ、そのまま指先で彼の乳首に触れる。

　いつも恭崇が自分にしてくれているように触れれば、少しは彼も快感を覚えてくれるんじゃないか——男性がどこを感じるのかはよくわからなかったが、指を動かすと恭崇の肩が震える。

（これで……本当に気持ちいいのかな……）

　ちう、と軽く胸元に吸いつくと、恭崇が小さく息を漏らす。

　声を堪えるように口元を手で覆った彼は、そっと紗江の肩を押して距離を取ろうとしてきた。

「紗江、あの……もう、大丈夫だから」

「や、やっぱり気持ち悪かったですか……？」

「気持ち悪くはない。ただ、こういうことをされ慣れていないというか——どちらかといえば、俺が紗江にしてあげたいなって思って」

　肩に触れていた手がそっと離れると、紗江が着ていたスリーブブラウスのボタンが一つ二つと外される。

　柔らかい生地のそれがはらりとベッドの上に落ちると、大きな手のひらが下着越しに乳房を持ち上げてきた。

「っ、う……ンあっ……」

　小さく笑う恭崇が、お返しといわんばかりに紗江の頬や首筋に唇を落としていく。そのたびに彼の髪が肌を掠めていき、紗江がくすぐったさに身をよじると更に体を抱き寄せられた。

「ん、恭崇さん——」

　ブラジャーを軽くずらされ、そのままホックを外される。

　柔らかな双丘がふるりとこぼれ落ちると、彼はその感触を楽しむように手のひらを押し当ててきた。

「ひぅっ……んぁ、ぁっ……」

　頂を軽く摘ままれ、思わず腰が揺れてしまう。拙い恭崇への愛撫で、いつの間にか紗江の体もすっかり昂ってしまったようだった。

　大きな手が裸の肩を抱き、二人の唇がそのまま重ねられる。

「っ——む、ぅっ……ンんっ、ん……ぁ、ふっ……」

　ちゅ、ちゅ、とついばむような音を立てながら互いの唇に触れ、どちらともなしに舌を絡め合わせる——皮膚が重なる音が唾液交じりの濡れたものに変わると、体の内側がじわじわと熱を宿していくのがわかった。

「ぁう、っ……ん、んぅ」

　熱い咥内を舌先でまさぐられ、たわわに実った胸の形が潰れるほどにきつく抱きしめられる。唇が離れ、濡れた吐息が互いの肌を湿らせると、恭崇は紗江の両手をぎゅっと握りしめた。

「キスだけで震えてるの、可愛い……本当に抑えが利かなくなりそう」

　唾液で濡れた唇を舌で舐めた恭崇が、すっと目を細める。　

　隠しきれない獣欲が滲むその視線に、きゅ、と切なく下腹部が疼いた。

「いい、ですよ。抑えなくても——今日は、や、恭崇さんに……気持ちよくなって、もらいたいので」

　羞恥で声を震わせながら、紗江はそっと彼の胸を押した。なんとか後ろに倒れてくれないかと思ったが、さすがに成人男性の体を押し倒すことはできない。

「わたしが、上になります。だから……恭崇さんは、そのまま横になってください」

「……いいの？」

　紗江の言葉に、恭崇がごくりと唾を飲む音が重なった。

　それがやけに生々しくて、一気に頬が熱くなる。けれど、紗江は必死に首を上下に動かして肯定の意思を恭崇に伝えようとした。

「だ、大丈夫です」

　心臓が飛び出てしまうほどに強く脈打っている。

　背筋を駆けあがる愉悦を感じながら、紗江は仰向けに横たわった恭崇の上に腰を下ろした。

　微かに震える指先で、そっとベルトに手をかける——羞恥心で恭崇の顔を見ることはできなかったが、その代わり懸命に手を動かしてスラックスを脱がせると、紗江は下着の中で張り詰めている雄茎にそっと触れた。

「っ……」

　指先で布越しの性器に触れると、その場所は火傷しそうなほどに熱を宿していた。

（熱い——）

　思わずごくりとのどが鳴る。躊躇わずに下着からそれを取り出した紗江は、熱く滾った肉杭を指先で軽く扱いてみせた。

「っ、ん……」

　先端から滲む透明な液体を、指先で円を描くように広げていく。それを潤滑油代わりにしながら指を動かすが、長大なそれをただ撫でているだけで本当に彼が感じてくれているのかが不安だった。

　自分は彼に触れているだけで頭がくらくらしてくるのだが、今日の目的は恭崇に気持ちよくなってもらうことだ。

「——ちょっと、失礼します」

「え？」

　はふ、と熱い息を吐いた紗江が、そっと恭崇の上から体を退ける。こみあがってくる愉悦で目に涙を浮かべながら、彼女はベッドの上で体の位置を変えた。

　熱を宿した屹立に顔を寄せながら、そっと髪の毛を耳にかける——小さく開いた唇を円い先端に押し付けると、頭の奥がジンと痺れるのがわかった。

「んむ……ン、んっ……」

　唾液がまぶされた舌を亀頭に押し付けると、ちゅぷりと水っぽい音がする。

　こんなことを他人にするのは初めてだったが、彼が少しでも自分で快楽を感じてくれるのならどんなことでもしてあげたかった。

「ッふ、むぅっ——ンぅ、く……」

　大きなそれを咥えこむのはなかなかに大変で、ちろちろと鈴口を舌先で刺激する他はどうしたらいいのかもわからない。

　何度か尖端にキスをしてみる。ちゅ、ちゅ、と音を立てながら小鳥のようにその場所をついばみ、屹立した肉茎の裏側も丹念に舐めてみる。

「ん——ふ、ぅっ……ぁ、んっ……」

　不慣れな口淫ではあるが、張り出た部分を内頬に押し付けてみたり、深いところまで咥え込んでみたりしながら恭崇の反応を探る。

　すると、荒く息を吐きながら恭崇が半身を起こした。

「無理は、しなくていいから……ッく、苦しいだろう？」

　そっと紗江の頭を撫でながら、声は心配そうに様子を尋ねてくる。

　けれど見上げた彼の表情は想像を絶するほどに妖艶で、うっすらと体に浮いた汗がなおさら情感を揺さぶってきた。

「大丈夫です……でも、これ以上はどうしたらいいのか——」

　大きく怒張した雄茎から口を放すと、舌から繋がった唾液の糸がぷつりと途切れた。

　彼がどうすれば心地好くなってくれるのか、それを教えてくれればなんだってしてあげたい。

　胸の裡をジリジリと焦がすような劣情が、今の彼女の原動力だった。

「——思うように、舐めてみて。そう……ゆっくり、時間をかけて」

　紗江の真剣な表情に、折れたのは恭崇の方だった。

　しばらく黙り込んでいた彼だったが、諦めたように息を吐くとそっと悦いところを教えてくれる。

　言われた通りに時間をかけて肉竿を舐っていくと、やがて彼の腹筋が微かに震える。

「く、っ……」

　感じ入って声を抑えている恭崇の様子に、ようやく紗江は心の中が満たされていくような気持ちになった。

　夢中で口を動かしていると、自然と腰が揺れてしまう。体の中の熱がもどかしく、足を擦るととろりとしたものが太腿を汚した。

「紗江、紗江……もう我慢、できない」

　しばらく口淫を続けていると、恭崇が掠れた声で名前を呼んでくる。

　蕩けた表情で顔を上げた紗江の濡れた唇に触れて、彼はそっと腰に手を回してきた。

「紗江の中に、俺を入れて」

　そう言うと、彼はいつかの行為と同じように、紗江をうつ伏せの状態でベッドに転がした。

「ぁ、んっ……あの、わたし——」

「たくさん気持ちよくしてもらったから、お返ししないと」

　お返し、という言葉に様々な意味を込めながら、恭崇は突き出された腰をしっかりと掴んでくる。力の強さと、とろりと蜜をこぼす秘裂をさらけ出された羞恥で下腹部が疼いた。

「ひぅ、う、ンんっ……あっ、ぁんっ」

　濡れそぼった蜜口に先端を押し当てた恭崇は、すぐに挿入はせずに互いの性器を擦りあわせ始めた。

　絡み合った二人の体液が淫靡な音を奏で、雁首や亀頭で淫芽を刺激されると勝手に腰が跳ねてしまう。

「ぁ、ひっ……！　ぃ、んんっ……」

「ここ……くぱくぱってして、俺のこと誘ってる。可愛いね……。もうこんなに蜜も溢れて——」

　腰を揺らしながらぬちぬちと愛撫を繰り返す恭崇は、物欲しげにヒクついている蜜口に指を伸ばした。

　先ほど、彼への愛撫をしていた時からじれったく疼いていたそこは、淫らな刺激を与えられたことでより敏感になってしまっている。

「あぁっ……！　んぅっ、や、ァんっ」

　指先を軽く挿入されただけで、体ががくがくと震えてしまう。

　力が完全に抜けてしまわないようにクッションを掴みながら、紗江は与えられる刺激に酔いしれた。

「やっ、ゃ——やすたか、さん……」

　涙交じりの声で彼の名前を呼ぶと、心得たように指先が引き抜かれる。

「きて……きて、ください……」

　消え入りそうな声で懇願すると、恭崇はぐっと腰を推し進めてきた——蕩け切った蜜口は難なく剛直を受け入れ、ぢゅぷぢゅぷと音を立てながら突き立てられる熱に体が大きく震えた。

「んん——ぁ、ふぅっ……」

　濡れそぼった肉襞を擦りながら奥へ奥へと埋まっていく雄肉に、熱い息がこぼれる。

　背筋を震わせた紗江は歓喜の声をあげながら、自分の内部に収まった質感に感じ入っていた。

「はいって、る……ンぁっ、あ……ッ」

　まるで、彼そのものを包み込んでいるような心地だ。

　軽く息を弾ませた恭崇が背後からのしかかってくるが、若干感じる苦しささえも今は愛しい。

　緩やかな律動に内腿をわななかせた紗江は、少しずつ早くなる律動に合わせるようにして腰を揺らした。

「んぅっ、ぁ、あんっ！　や、ぁあっ……」

「すごい——紗江の中、狭くて温かくて、気持ちいい……」

　耳元でそっとそんなことを囁かれると、肉壺がきゅぅん、と疼いて恭崇に悦びを伝えた。

　最奥を軽く小突かれて弱い場所を何回か刺激されると、クッションを掴んでいた手までもが震えてしまう。

　愛する人に余すところなく内側を愛でられ、ベッドに押し付けられる形になっていた乳房を持ち上げられた紗江は背を反らして愉悦に耐える。

「ひぁ、あっ……あぅっ、ぅ、ン……」

「紗江が一番感じるところ——もう覚えたよ。胸と一緒に弄られるの、好き？」

「す、き……それ、好きですっ……ぁ、ああっ」

　くりゅっ、と乳首を抓られる痛みですら、今はただ心地好い。

　甘い悲鳴をこぼしながら従順に質問に答えると、恭崇は切っ先で最奥をぐりぐりと刺激し始めた。

「ッあ——ひ、ぅうっ、ぁ、ひ……ッ」

　これ以上入りえない場所を強く穿たれ、紗江の目の前で小さく星が散る。

　呼吸さえもままならないほどの強烈な快感を逃がそうと口を開くが、押し出されるのはあえかな嬌声だけだ。

「ぁふっ、ぁ、あんっ、や——」

「あぁ——どうせなら、顔が見たいな。紗江が気持ちよくて蕩けてるところ、俺によく見せて……」

　ぢゅぷ、と水っぽい音がして楔がギリギリまで引き抜かれた。

　抜け落ちる直前で動きを止めた恭崇は、紗江の耳に唇を寄せてそっと囁きかける。

「さっき、上に乗ってくれるって言ったよね？　今……お願いできる？」

「い、今ですか……？」

　確かに、先ほど彼の上に乗ると言ったのは自分だ。それに紗江だって、恭崇の顔を見れないままで抱かれるのは少し寂しいものがある。

「わかり……ました。大丈夫です……」

　こくん、と頷いた紗江のうなじに、恭崇はそっと唇を落とした。くすぐったいような感覚と一緒に肉茎が引き抜かれ、体がぞくりと震えた。

「ッあ……」

　物足りないような、寂しいような一瞬が訪れる。

　それでもゆっくりと体を起こすと、先ほどと同じように仰向けに寝転んだ恭崇が紗江を迎え入れるように手を広げていた。

「おいで」

　その声に誘われるままに、紗江は彼の腰に跨りゆっくりと腰を下ろしていく。

　恭崇の腹に手をついて熱い先端をゆっくり呑み込んでいくと、先ほどとはまた違う場所が擦られた。

「ッあ——ぁ、ん、ああぁっ……！」

　一番深くまで楔が突き立てられる瞬間、ひときわ強く膣内が収斂する。

　きつく恭崇の雄肉を食い締め、不随意に蠢動する蜜壺の刺激を受けて、恭崇が切なそうに眉を寄せた。

「ん、はぁっ……あ、ぁ——」

「いい、よ。そのまま動いて……」

　思っていたよりもずっと強い快楽に、頭の中がぼんやりとしてくる。

　優しい声に命じられるがまま、紗江はゆっくりと腰を動かした。

「ん、あぁっ、あ……は、はぁッ……」

　下から突き上げられるのとは違い、自分で拙く動くだけでは強い快感を得ることはできない。むしろじわじわともどかしく愉悦をくすぐられてやや物足りない気もする。

「っ……ぁ、紗江……ッ」

　けれど、そうして動いていると恭崇が愛しげに腰を撫でてくれた。

　声を詰まらせ、快感に耐えるようにしている彼の姿を見下ろすと、どこか満足感というか、達成感のようなものがこみあげてくる。

「ふ、ぅ……う、ぁあっ」

　腰を揺すると、ぱちゅぱちゅと肌同士がぶつかり合う音が響きあう。

　頭の中でもその音が揺れるように響き、どこかふわふわとした気持ちで紗江は快感を追い始めた。普段は恭崇にリードされているが、こうして動いていると自分が彼を高めているという実感が湧いてくる。

「ッぁ、すき……あっ、あ——好き、好きです……っ！　ん、ぁ……恭崇さん、ぁ、もっ……」

　きっかけはイレギュラーなアクシデントだったが、彼はいつも紗江に心を砕き、そばに寄り添ってくれた。

　父を亡くしてから、自分の中にはぽっかりと穴が開いていたようだった。それを仕事の忙しさで埋めるように生きてきたのが、恭崇と出会ったことで自分の内側が満たされていると感じられるようになった。

　だからこそ、そんな恭崇を愛している。

「そんなに不安そうな顔をしないで。俺も紗江が大好き——紗江がいてくれたから、俺はこうして親父と話し合うこともできたんだ」

　切なげな声で愛を告げる紗江に、恭崇はゆるりとした笑みを向けた。

　少し骨ばった手がしっかりと腰を掴むと、一気に肉杭を打ち込まれる。

「く、ぁあっ……！」

　突然の強い突き上げを受けて、体がガクガクと震えてしまう。

　甘美な刺激と共に襲い掛かってくる強烈な悦楽に、蜜壺がきつく締まる——それに呼応するように、下から打ちつけられる動きが激しくなった。

「ンぁっ、あ、ひっ——ァんっ……！」

　甘ったるい声を囀らせる唇から、飲み込むことができなかった唾液が一筋落ちて恭崇の肌を汚す。

　だが、彼はそれを気にする様子もなく、しっかりと紗江の腰を掴んだまま強く膣奥を突き上げてきた。そうされるたびに柔らかな胸が上下に揺れ、熱を持て余した乳房の先端がヒリヒリするほどに強く疼く。

「このまま、紗江がいいように動いて」

「っう、ぇ……？」

　蕩け切った頭の中では、恭崇の言っていることの意味を理解するまでに少し時間を要した。

　少しの間黙り込んだ紗江だったが、律動の激しさが少し弱まると、先ほどと同じように腰を揺らしながら自分が感じる場所を探り始めた。

「ッ——ん、ふ……っ」

　おずおずと体を動かしていると、ひときわ甘く快感を受け止める場所がある。

「く、——ンあぁっ……！」

　何度か確かめるように傘の部分を押し付け、熱杭を膣壁に擦りつけるようにしてみると強い愉悦に目が眩んだ。

「あ、ぁっ——ここ、ですっ……。ここ、ぐりぐりってするの、気持ちいい……」

　譫言のようにそう呟きながら、紗江は自ら腰を動かし、快楽を追求する。

「ッふぁ、あんッ、ぁ——や、ぁあっ、ぁ……！」

　陶酔しきった表情で揺れ動く紗江の蜜壺に、強い刺激がほとばしったのはその時だった。

　それまで紗江のしたいようにさせていた恭崇が、急に力強く弱点を突き上げる——その瞬間、四肢がこわばり体は何度か痙攣を起こした。息ができないほどに強い絶頂の波が、紗江の思考を簡単に浚っていく。

「ぁ、あく、ぅ……ッん、ひっ、やぁっ……！　だ、だめ、恭崇さんっ……！」

　きゅうぅ……ときつく雄茎を締めあげ、吐精を促そうとする媚肉を、恭崇は容赦なく穿ち続ける。

　ずちゅずちゅと卑猥な音を立てながら絶頂を迎えたばかりの蜜壺を何度も突き上げられ、紗江は悲鳴に近い声を上げた。

「だ、めぇっ……！　や、も、もうイって……」

「まだ俺がイッてないから、もう少しだけ付き合って……ね？」

　自分の下で、髪を乱しながら淫楽を貪る恭崇の姿は凄艶そのものだった。

　片手で紗江の腰を押さえつけた恭崇は、もう片方の手を乳房に伸ばしてくる。勃ちあがった乳首をくりゅっと摘ままれるのと一緒に突き上げを受けて、声にならない嬌声が喉を締め付けた。

「ッ、ひ——」

　気持ちよくて、熱くて、どうにかなってしまいそう。

　恐怖を感じるほんの少し手前まで蕩かされた紗江は、自分の体から徐々に力が抜けていくのを感じていた。

　恭崇が支えてくれているとはいえ、彼の腹に手をついているのもままならない。

「おっと……ごめんね、少し無理をさせすぎたかな」

「っ、あ……」

　腕から力が抜けて、紗江の体が前のめりに傾く——その瞬間、恭崇が上体を起こしてそっと抱き留めてくれた。

「恭崇さん……び、びっくりしたぁ……」

「紗江が一生懸命、俺を気持ちよくしようとしてくれてるのが可愛くて……苦しくない？」

　きつく抱きしめられ、耳元で彼に囁かれると、泣きそうなくらいに胸がいっぱいになった。

「苦しく、ないです」

　彼は、いつもそうやって紗江のことを心配してくれる。

　たくましい胸にもたれかかって呼吸を整えながら、紗江はそっと彼の背中に手を回した。

「このまま、キスしてください」

　少しでも多く、彼に触れていたい。

　ささやかなおねだりに微笑んだ恭崇は、そっと紗江の唇をついばみ、緩やかな律動を再開した。そんな彼の動きに合わせて、紗江もしがみつくように足を恭崇の腰に絡ませる。

「んんぅ……ッ、ん、ちゅ……」

　大切な人の腕に抱かれて、互いを求めあいながらくちづけを交わす。

　薄く目を細めた紗江は、言い知れぬ多幸感に満たされていた。

「紗江」

　唇が離れると、切なげな声が名前を呼んでくれた。

　二人で抱き合って、ほんの少しも離れることを厭うように求めあう——閉じていた目を開いた紗江は、呼吸さえも共有できそうなほど近くで恭崇を見つめた。

「紗江の中で、全部——俺を、受け止めて」

　焦れるようなその声に、紗江は微笑みで返事をする。

「んっ……ぁ、あぁッ」

　それに呼応するように膣内がきゅっと収斂し、再び目の前が真っ白になっていった。

　奥深いところで彼を受け止める快感はこれまでとは比較にならないほどで、紗江はぎゅっと彼の体に抱き着きながら快楽の階を上り詰めた。

　それとほぼ同時に、体内で熱い迸りが弾ける。

「ッあ、ぁ……」

　震える息を吐いた恭崇が、よりきつく紗江の体を抱きしめてくれた。

　体いっぱいに彼のことを感じながら、紗江は恍惚とした表情を浮かべて恭崇を抱きしめ返したのだった。











エピローグ










　月曜日の朝、スーツに身を包んだ紗江は、恭崇とともに仕事の準備を進めていた。

　長らく手掛けていたプロジェクト——副島が作品制作を行ったプロジェクトが、今日から数日間大型の総合展示会でお披露目されることとなり、第二事業部の代表として恭崇が、副島のサポートとして紗江がそれぞれ会場に向かうことになっていた。

「おはようございます。……はい、質疑応答で困ったことがあったら言ってください。わたしの方で引き受けます……えぇ、それについては弊社の久遠寺から——」

　朝食を終えたころ、ホテルにいる副島からかかってきた電話に対応しながら準備を進めていると、恭崇が食器などを全て片付けてくれていた。

「えぇ——八時三十分には合流できると思います。久遠寺と共に向かいますので、ご準備だけお願いします」

　最近メディアでも取り上げられるようになってきた副島の作品だが、国内最大級の展示会への参加ということもあり、かなり緊張しているようだ。

　電話越しに疑問点に答えたあと、片づけを終えた恭崇が紗江のそばにやってきた。

「副島さん、なんだって？」

「商談のことで不安そうだったので、あとでゆっくりお話させていただこうかなって。念のため、恭崇さんも同席していただいていいですか？」

「午前中なら大丈夫。午後からは他の企業と打ち合わせがあるけど、大丈夫そうかな」

「大丈夫です。すいません、お忙しいのに」

　一日のスケジュールをチェックしながら頭を下げると、恭崇は不満げな表情を浮かべて首を傾げる。

「……まだ家にいるんだから、そんなに他人行儀にしなくてもいいのに」

「あー……ごめんなさい。まだちょっと癖が抜けなくて」

　先日、恭崇は自分が紗江と婚約していることを社内で発表した。婚約者が紗江であったことに同僚たちは驚いていたが、社内恋愛自体は珍しいことでもないので、過度に騒がれることはなかった。

（どうしても敬語が抜けないけど、こればっかりは直すのにも時間かかっちゃうな……）

　ただ、紗江の方が私生活でもなかなか敬語が抜けず、それを恭崇に指摘される毎日が続いていた。

「まぁ、今回の展示は副島さんとのコラボ企画がメインだし、俺もできる限りのことはするよ。親父も結構期待してるみたいだったから、うまくいけば来年度の予算大幅アップも期待できそう」

　そして、最近の大きな変化はもう一つ——恭崇が、徐々に父親との会話を増やしているということだった。今はまだ仕事を介した話が増えたくらいだが、二人で話していると恭久の話題が上ることも多い。

「そうなんですか？　じゃあもっと頑張らないと」

「来年度は広報にももっと力を入れたいから、俺も今回は一層気合い入れるつもり——っと、そろそろ時間だよ。荷物大丈夫？」

「はい、ばっちりです！」

　婚約を発表してから、恭崇と一緒に仕事に出かけるのは今日が初めてだ。

（大事な仕事の前なのに、こっちの方でドキドキしてる……）

　恭崇が会場に同行する安心感も手伝って、仕事については緊張よりも期待感の方が大きい。なにより、今日は長く携わってきたプロジェクトの集大成だ。荷物をまとめて恭崇の車に乗り込んだ紗江は、運転席の恭崇にちらりと視線を向けた。

　すると、その視線に気づいた恭崇がふと紗江の方を見て微笑んでくれた。信号待ちの時間に、二人は他愛ない会話を交わしあう。

「そうだ、今度の休みなんだけど……先生にご挨拶をしに行きたいんだ。先に叔父様にご挨拶をさせていただいたけど、やっぱり先生にはちゃんとお礼を言いたいから」

「わかりました。じゃあ、お父さんが好きだったお菓子とお花も買って……二人で行きましょうか」

　入籍の日にちと結婚式の予定は、すでに二人で話し合っていた。

　紗江の身内である叔父夫妻にも結婚の挨拶はおこなっており、二人の友人と家族だけを招いた小さな結婚式をするということで話が進んでいる。

（まぁ——そのあと披露宴もあるんだけど……）

　どうしても久遠寺家側の参列者が多くなってしまうので、そちらについては別途披露宴という形で席が設けられている。円も披露宴には参加してくれるということで、先日連絡があったばかりだ。

「ありがとう！　先生がいなかったら、俺たちもただの上司と部下だったわけだし——先生にはちゃんと、結婚の報告をしたかったんだ」

　表情を綻ばせる恭崇に、こちらまで心が温かくなってくる。

　紗江もどこかで両親に結婚の報告をしたいと思っていたので、彼からの申し出は素直に嬉しかった。

「そうですね……お父さんには、ちゃんとお礼を言わないと」

　恭崇と交際するきっかけになったのは紛れもなく父だ。恭崇も自分の留学中に父が亡くなってしまったことを悔いており、早いうちに墓前に挨拶に行きたいという話も聞いていた。

　車の外を流れていく景色を眺めながら、紗江はそっと胸元に手を当てた。

　こうして彼と過ごしている何気ない時間——今はそれがただ愛しくて、こんな幸せな時間が永遠に続けばいいと思ってしまう。

「どうしたの？　もうすぐ会場に到着するけど……もしかして、どこか気分でも？」

「えっ——いえっ！　そうじゃなくて……なんだろう、幸せだなぁって噛みしめてたと言いますか」

　大事な仕事の前に、いささか気が緩みすぎていたかもしれない。

　恥ずかしさで顔を真っ赤にしながら答えた紗江に対して、恭崇は小さく吹き出した。

「なんだそれ……って言いたいところなんだけど、紗江の言いたいことはものすごくよくわかるよ」

　小さく笑った恭崇の横顔に、胸の中が温かくなる。

「そうだ——紗江、一つ相談なんだけど」

「はい？　なんですか……」

　会場の関係者専用駐車場に車を止めた恭崇は、シートベルトを外そうとした紗江に声をかけると、軽く手招きをしてきた。

　言われるがままに顔を寄せると、唇に柔らかいものが押し当てられる。

「んっ……あの、恭崇さんっ!?」

「今日は大変だろうから、お互い頑張れるようにおまじない。……ね？」

　ちゅっと音を立てて離れた唇と、恭崇のいたずらっぽい笑顔に顔が一気に熱くなる。

「ず、ずるいです……そういうの」

　そうは言いながらも、自然に顔がにやけてしまう。

　少しだけ二人で笑いあうと、本当に今日一日の仕事を乗り越えられそうになるから不思議だ。

「今日帰ったら、さっきのお返しをしますから！」

「そう？　じゃあ楽しみにしてるね」

　そうしてもう一度笑みを交わしあいながら、二人は肩を並べて歩いていくのだった。






あとがき








　こんにちは、またははじめまして。

　濃蜜ラブルージュさんでは三作目となります、沙布らぶでございます。

　今回はとある事情から家を失ってしまったヒロイン・紗江と、そんな彼女を自宅に住まわせてくれるヒーロー・恭崇のお話です。

　過去の経験から家族と深い溝がある恭崇を、紗江が優しく癒す——そんな物語を書かせていただきました。

　また、紗江の方にもなかなか癒しきれない心の傷があったりもして、そんな二人がお互いを支えあうようなお話です。

　今回もラブシーンには力を入れました！　一度、筆が乗るままに書いていたシーンがあったのですが、「これはちょっと……もう少し濃いめにいけるのでは……」と思い立って直してみたり、ということを繰り返しつつ今回このような形になりました。お楽しみいただけたら幸いです。

　最後になりますが、このお話を読んでくださったあなたと、制作に携わってくださったすべての方に感謝を。本当にありがとうございました。





沙布らぶ
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して
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